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はじめに 

 

このたびはニコン製品をお買上げいただき、まことにありがとうございます。 

この使用説明書は、ニコン「DS カメラコントロールユニット DS-L3」をご使用の方のために書かれたものです。ご使用前

によくお読みになり、正しくお使いくださいますようお願いいたします。 

 

● 本書の内容の一部、または全部を無断で複写、転記することを禁止します。 

● 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

● 本書に掲載されている製品の外観は、実際の製品とは異なる場合があります。 

● 本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不明な点や、誤り、お気付きの点がございましたら、購入先にご連

絡くださいますようお願いいたします。 

● 本書に掲載されている製品の中には、ご購入いただいたセットに含まれないものがある場合もあります。 

● 同時にお使いになる製品がある場合は、その製品の使用説明書も併せてお読みください。 

● 製造業者が指定していない使い方をされた場合、製品の安全性が損なわれる恐れがあります。 
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使用説明書の構成について 

 

DS カメラコントロールユニット DS-L3 の使用説明書は以下の 3 分冊構成になっています。 

 

◆ カメラ操作編（DS-L3 に接続されたカメラの操作について説明します。） 

◆ クイックリファレンス（DS-L3 に接続されたカメラの操作について簡単に説明します。） 

◆ 顕微鏡操作編（この使用説明書です。DS-L3 の画面で顕微鏡の状態を確認したり、顕微鏡を操作したりする方法につ

いて説明します。） 

 

 
 

使用説明書中のマークについて 

 

この使用説明書では以下のようなマーク表記をしています。 

 

 製品の不具合や故障を防ぐために、注意していただきたいことや、守っていただきたいことを示しています。 

 

 

 本製品の使用に際して知っておいていただきたいことや、ヒントとなるような便利な情報を示しています。 
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第 1 部の構成 

 

第 1 部では、生物顕微鏡 Ni-E、Ni-U、または Ci-E にカメラコントロールユニット DS-L3 を接続して、DS-L3 から顕微鏡

を操作したり、顕微鏡の設定を変更したりする方法について説明します。 
 

  

 

はじめに 

使用説明書の構成について 
使用説明書中のマークについて 

1 章 DS-L3 から操作できる電動装置 

 2 章 DS-L3 による顕微鏡操作の基本 

 3 章 検鏡前にすること 

 4 章 DS-L3 を使った検鏡手順 

 5 章 目的別操作 

 6 章 設定 

 7 章 使用上の問題点と対策 
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 警告 

本製品をお使いになる前に、別冊「カメラ操作編」冒頭の「安全上の注意事項」をよく読み、そこに書かれている警告や注

意事項を必ずお守りください。 

同時にお扱いになる製品（顕微鏡本機、電動付属品など）の使用説明書もよく読み、そこに書かれている警告や注意事項を

必ずお守りください。 

 

  各機器の接続方法 

顕微鏡本機と DS-L3 および各種電動付属品との接続方法については、お使いの顕微鏡本機の使用説明書および DS-L3

使用説明書「カメラ操作編」をご覧ください。 

 

DS カメラコントロールユニット DS-L3 を顕微鏡 Ni/Ci シリーズに接続すると、DS-L3 のタッチパネルから顕微鏡および顕

微鏡に装着した付属の電動装置を操作したり、電動装置の状態を確認したりすることができます。また、MODE 機能などの便

利な機能を使用したり、顕微鏡の各種設定を変更したりできます。 

この章では、DS-L3 を使って操作できる ECLIPSE Ni/Ci シリーズ顕微鏡および付属品について説明します。 

 

1  Ni-E 使用時に DS-L3 から操作できる装置 

 

DS-L3 を Ni-E に接続すると、DS-L3 で以下の操作を行うことができます。 

ご使用になる電動付属品の種類によって、使用する前に必要な設定が異なります。以下の表を参照して必要な設定を行ってくだ

さい。 

 

品名 DS-L3 から可能な操作 
使用する前に 

必要な設定 

ECLIPSE Ni-E 顕微鏡本機 透過照明の ON/OFF、調光 

透過視野絞りの調整 

上下動部※1 の退避、復帰※2 

なし 

同焦点補正 焦点位置 

（6 章の「5.1.4 同焦点補正機能を

設定する (Auto Link Focus)」参

照） 

DSC コネクターからのキャプチャ

ートリガー信号の出力 

DSC コネクターに接続されたカメ

ラの情報（6 章の「3.1 デジタルカ

メラの接続を設定する」参照） 

電動傾角四眼鏡筒 NI-TT-E 光路切替え なし 

四眼鏡筒用電動 DSC ズームポート NI-RPZ-E ズーム倍率調整 なし 

電動 7 孔レボルバー NI-N7-E 対物レンズ切替え 装着された対物レンズの情報 

（6 章の「2.1 対物レンズの情報を

設定する」参照） 
電動 DIC6 孔レボルバー NI-ND6-E 

状態検出 7 孔レボルバー NI-N7-I 光路に入っているレボルバー番地の検

出のみ 
状態検出 DIC6 孔レボルバー NI-ND6-I 
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品名 DS-L3 から可能な操作 
使用する前に 

必要な設定 

電動蛍光キューブターレット NI-FLT6-E※3 フィルターキューブ切替え（アナライ

ザーキューブ含む）、内蔵シャッター開

閉 

装着されたフィルターキューブの

情報（6 章の「2.3 フィルターキュ

ーブの情報を設定する」参照） 

状態検出蛍光キューブターレット NI-FLT6-I※3 光路に入っているターレット番地の検

出のみ 

電動励起フィルターホイール NI-EXW-E 励起フィルター切替え 装着されたフィルターの情報（6 章

の「2.4 励起フィルター／吸収フィ

ルターの情報を設定する」参照） 
電動吸収フィルターホイール NI-BAW-E 吸収フィルター切替え 

HG プリセンターファイバー光源（電動） C-HGFIE 内蔵 ND 切替え、内蔵シャッター開閉 なし 

電動 ND フィルター NI-ND-E ND フィルター透過率調整 なし 

電動シャッター NI-SH-E※4 EPI/DIA/AUX 電動シャッター開閉 なし※5 

電動ユニバーサルコンデンサー ドライ NI-CUD-E モジュール切替え 

透過開口絞り調整 

装着されたコンデンサーモジュー

ルの情報（6 章の「2.2 コンデンサ

ーモジュールの情報を設定する」参

照） 

電動 XY ステージ NI-S-E 指定位置が画面の中心になるようにス

テージを移動 

機能を有効に設定（5 章の「5.1 モ

ニターでの位置指定による XY 移動

を有効にする」参照） 

標本交換位置への移動 なし 

※1：ステージ上下動システムではステージが、対物上下動システムでは対物レンズが上下動します。 

※2：DS-L3 で上下動部を任意の位置に移動することはできません。 

※3：電動蛍光キューブターレットと状態検出蛍光キューブターレットは 2 段まで重ねて使用可能。 

※4：2 台の電動シャッターを操作可能。 

※5：電動シャッターの使用目的を AUX（EPI/DIA 以外）に変更する場合は、6 章の「3.2 電動シャッターの接続を設定する」

を参照してください。 
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2  Ni-U 使用時に DS-L3 から操作できる装置 

 

品名 DS-L3 から可能な操作 
使用する前に 

必要な設定 

ECLIPSE Ni-U 顕微鏡本機 透過照明の ON/OFF、調光 なし 

DSC コネクターからのキャプチ

ャートリガー信号の出力 

DSC コネクターに接続されたカメラ

の情報（6 章の「3.1 デジタルカメラ

の接続を設定する」参照） 

電動 7 孔レボルバー NI-N7-E 対物レンズ切替え 装着された対物レンズの情報 

（6 章の「2.1 対物レンズの情報を設

定する」参照） 
電動 DIC6 孔レボルバー NI-ND6-E 

状態検出 7 孔レボルバー NI-N7-I 光路に入っているレボルバー番地

の検出のみ 
状態検出 DIC6 孔レボルバー NI-ND6-I 

電動蛍光キューブターレット NI-FLT6-E※1 フィルターキューブ切替え、内蔵

シャッター開閉 

装着されたフィルターキューブの情報

（6 章の「2.3 フィルターキューブの

情報を設定する」参照） 
状態検出蛍光キューブターレット NI-FLT6-I※1 光路に入っているターレット番地

の検出のみ 

HG プリセンターファイバー光源（電動） C-HGFIE 内蔵 ND 切替え、内蔵シャッター

開閉 

なし 

電動シャッター NI-SH-E※2 EPI/DIA/AUX 電動シャッター開

閉 

なし※3 

※1： 電動（または状態検出）蛍光キューブターレットを 2 段重ねて使用することはできません。手動蛍光キューブターレッ

トと 2 段重ねにする場合は、下段に電動（または状態検出）蛍光キューブターレットを設置します。 

※2： 2 台の電動シャッターを操作可能。 

※3： 電動シャッターの使用目的を AUX（EPI/DIA 以外）に変更する場合は、6 章の「3.2 電動シャッターの接続を設定する」

を参照してください。 

 

3  Ci-E 使用時に DS-L3 から操作できる装置 

 

品名 DS-L3 から可能な操作 
使用する前に 

必要な設定 

ECLIPSE Ci-E 顕微鏡本機 透過照明の ON/OFF、調光 

対物レンズ切替え 

装着された対物レンズの情報 

（6 章の「2.1 対物レンズの情報を設

定する」参照） 

DSC コネクターからのキャプチ

ャートリガー信号の出力 

DSC コネクターに接続されたカメラ

の情報（6 章の「3.1 デジタルカメラ

の接続を設定する」参照） 

電動ハネノケコンデンサー CI-C-E コンデンサートップレンズのはね

のけ 

はねのけが必要なレボルバー番地（6

章の「5.6 電動ハネノケコンデンサー

のトップレンズはねのけを設定する」

参照） 
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この章では、DS-L3 の起動と終了の手順と、顕微鏡操作に使用する画面の構成について説明します。 
 

1  起動と終了 

 
  

起動 

 

1
 
顕微鏡本機と電動付属品の電源を ON にする 

 電動装置の初期動作が行われます。 

電源投入の手順は、お使いの顕微鏡本機の使用説明書をご覧ください。 
  

2
 
DS-L3 の電源スイッチを押して ON にする 

 起動画面が表示され、顕微鏡本機からシステム構成や設定値等のデータの取得が行われた後、次の画面が表示されます。

初期動作が完了するまでの時間は約 30 秒です（顕微鏡のシステム構成により異なります）。接続された PC でアプリ

ケーションソフトを使用する場合は、最後にアプリケーションソフトを起動してください。 

 

 

ただし、顕微鏡 Ni-E または Ni-U をご使用の場合で、デジタルカメラが接続されていないときは、初期動作完了後に

次の[顕微鏡制御]画面が表示されます。 

 

 
  

終了 

 

1
 
DS-L3 の電源スイッチを押して OFF にする 

  

2
 
顕微鏡本機と電動付属品の電源を OFF にする 

 

DS-L3 による顕微鏡操作の基本2 章 
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2  カメラ制御と顕微鏡制御の切替え 

 

 

 

       

 

   

 

 

 

     

 

 

 

 

 

電源を ON にすると、起動画面が表示された後にカメラ制御画面になります。 

顕微鏡を操作するには、タスクバー上の[▼]ボタンを押してカメラ制御画面から顕微鏡制御のトップ画面に切り替え、[顕微鏡]

ボタンまたは[カメラ-顕微鏡]ボタンを押します。 

同様に、顕微鏡制御画面からカメラ制御のトップ画面に切り替える場合も、タスクバー上の[▼]ボタンを押します。 

 

  メニューの表示サイズ 

カメラ制御画面でメニューの表示サイズを変更すると、[カメラ・顕微鏡制御]画面と[顕微鏡情報]画面が小さなサイズで

表示されます。詳細については、「カメラ操作編」の 13 章「13.2.1 (5) メニューの表示位置と表示サイズを設定する」

を参照してください。（本書では大きなサイズのメニューで説明しています。） 
 

起動画面 

※1： 顕微鏡 Ni-E または Ni-U をご使用の場合で、デジタルカメラ

が接続されていないときは、起動画面が表示された後に[顕微鏡

制御]画面が表示されます。 

※1

[顕微鏡制御]画面： 

顕微鏡を操作するための画面

です。 

[セットアップメニュー]：

顕微鏡の設定を行うための

画面です。 

[保守]ボタンを押すとプロ

グラムのバージョンを確認

できます。 

[顕微鏡情報]画面： 

顕微鏡についての情報を

表示する画面です。 

[▼]ボタン

カメラ制御のトップ画面 

（別冊「カメラ操作編」参照） 顕微鏡制御のトップ画面

タスクバー

カメラ制御画面の[顕微鏡情報]画面： 

顕微鏡についての情報を表示する画面です。

[M.情報]を選択 

[カメラ・顕微鏡制御]画面：

顕微鏡とカメラを操作するた

めの画面です。カメラについて

は、カメラ制御画面の[カメラ

メニュー]上部と同様の操作が

できます。 
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3  Ni-E 使用時の画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 から操作で

きる電動装置」を参照してください。 

また、[顕微鏡制御]画面と[カメラ・顕微鏡制御]画面のボタンの配置はカスタマイズすることができます。ボタンの配置

と表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。 

 

3.1  顕微鏡制御画面（Ni-E） 

[顕微鏡制御]画面では、顕微鏡の電動部分を操作できます。以下のボタン配置は SLEEP ボタンを除きデフォルトの状態（出荷

時の状態）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スライダー付きサブ画面の例（ランプの調整） 

 

 

 

 

サブ画面 

操作用サブ画面を開

くボタン（レボルバ

ー、蛍光ターレット

等） 

ボタンを押すと画面

下部にサブ画面が表

示されます。 

操作ボタン 

ボタンを押すと電動装置が動作します。

選択されているボタンに青い枠が表示さ

れます。

スライダー 

以下の操作が可能です： 

・黄色い指標を押したまま左右に移動する 

・[◄][►]ボタンを押す 

・黄色い指標の左または右を押す（[◄][►]ボタンより大きく変化します） 

サブ画面を閉じる

[顕微鏡制御]画面を

閉じる 

X: 電動 XY ステージの X 座標 

Y: 電動 XY ステージの Y 座標 

Z：顕微鏡本機上下動部の Z 座標 

（退避状態のとき Z 座標の表示が点滅

します。また標本取外し位置のとき X、

Y、Z 座標の表示が点滅します。） 

操作ボタン（光路等）

ボタンを押すと電動

装置が動作します。

選択されているボタ

ンに青い枠が表示さ

れます。 

ON/OFF または開閉

操作ボタン（ランプ、

電動シャッター等）

現在の状態がアイコ

ンで表示されます。ボ

タンを押すたびに電

動装置が動作して状

態が切り替わります。

[セットアップメニュー]の[動作関連]画面に移動上下動部と電動XYステー

ジを操作するためのサブ

画面を開く（5 章の「1.18 

上下動部、電動 XY ステー

ジを操作する」参照） 

通常状態／スリープ状態を切り替える

（5 章の「3 スリープ状態にする（ノイ

ズ低減）」参照）（デフォルトでは非表示）

背景色を変更する 

（5 章の「4 [顕微鏡制御]画面の 

背景色を変更する」参照） 

これらのボタンは、ランプ

の制御権がDS-L3側にあ

るときに有効になります



第 2 章 DS-L3 による顕微鏡操作の基本 

1-7 

D
S

-
L
3

に
よ
る 

顕
微
鏡
操
作
の
基
本 

3.2  カメラ・顕微鏡制御画面（Ni-E） 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面では、カメラの制御（上部）と顕微鏡の制御（下部）を同じ画面で行うことができます。以下のボタ

ン配置はデフォルトの状態です。 

 

 

 

 

 

スライダー付きサブ画面の例（ランプの調整） 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]

画面を閉じる サブ画面を閉じる

操作用サブ画面を

開くボタン（レボ

ルバー、蛍光ター

レット等） 

ボタンを押すと画

面右側にサブ画面

が表示されます。

カメラ制御部分 

各ボタンの機能は

カメラ制御画面の

[カメラメニュー]

と同じです。 

別冊「カメラ操作

編」の[カメラメニ

ュー]の説明を参

照してください 

サブ画面

[セットアッ

プメニュー]

の[動作関連]

画面に移動 

操作ボタン 

ボタンを押すと電動装置が動作し

ます。選択されているボタンに青い

枠が表示されます。 

ON/OFF または開閉操作ボ

タン（ランプ、電動シャッタ

ー等） 

現在の状態がアイコンで表示

されます。ボタンを押すたび

に電動装置が動作して状態が

切り替わります。 

スライダー 

以下の操作が可能です： 

・黄色い指標を押したまま左右に移動する 

・[◄][►]ボタンを押す 

・黄色い指標の左または右を押す（[◄][►]ボタ

ンより大きく変化します） 
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3.3  顕微鏡情報画面（Ni-E） 

 

[顕微鏡情報]画面は、顕微鏡の状態を表示します。 

（以下の図では、表示可能な情報を全て表示しています。装着していない電動装置がある場合、その電動装置の状態は表示され

ません。） 

 
  

顕微鏡制御画面での表示 

 

  

 

 

X（電動 XY ステージの X 座標） 

Y（電動 XY ステージの Y 座標） 

Z（顕微鏡本機上下動部の Z 座標）

レボルバー： 

対物レンズシリーズ名（略号） 倍率/開口

数 液浸タイプ 

透過照明用ランプ：ON/OFF 

DSC ズームポート：ズーム倍率 

透過照明用ランプ制御権： 

D（Disabled DS-L3 で操作不可）/ 

E（Enabled DS-L3 で操作可能） 

2 段目の蛍光キューブターレット： 

フィルターキューブ名称 

（「-2」は2段目であることを表します）、

O（シャッター開）/C（シャッター閉）

1 段目の蛍光キューブターレット： 

フィルターキューブ名称、 

O（シャッター開）/C（シャッター閉）

EPI/DIA/AUX 電動シャッター： 

O（シャッター開）/C（シャッター閉） 

電動傾角四眼鏡筒の光路： 

BINO（双眼部） 

FRONT（直筒） 

REAR（リアポート） 

電動吸収フィルターホイール： 

フィルター波長 

電動励起フィルターホイール： 

フィルター波長 

電動ユニバーサルコンデンサー： 

コンデンサーモジュール名称 透過開口絞り径 

透過視野絞り径 

電動 ND フィルターホイール： 

透過率 

[顕微鏡情報]画面を閉じる 

HG プリセンターファイバー光源：ND、

O（シャッター開）/C（シャッター閉）

スリープ状態のとき、"SLEEP"と 

表示されます。 
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カメラ制御画面での表示 

 

 

 

 

表示内容を切り替える 

電動傾角四眼鏡筒の光路：

BINO（双眼部） 

FRONT（直筒） 

REAR（リアポート） 

[顕微鏡情報]画面を閉じる 

EPI/DIA/AUX 電動シャッター： 

O（シャッター開）/C（シャッター閉）

HGプリセンターファイバー光源：

ND、O（シャッター開）/ 

C（シャッター閉） 

透過照明用ランプ：ON/OFF 

透過視野絞り径

透過開口絞り径

電動ユニバーサルコンデンサー：

コンデンサーモジュール名称 

レボルバー： 

対物レンズシリーズ名（略号）

倍率/開口数 液浸タイプ 

1 段目の蛍光キューブターレット：

フィルターキューブ名称、 

O（シャッター開）/ 

C（シャッター閉） 

DSC ズームポート：ズーム倍率
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3.4  顕微鏡操作ボタン（Ni-E） 

 

[顕微鏡制御]画面と[カメラ・顕微鏡制御]画面に表示されるボタンの機能は以下のとおりです。 

[顕微鏡制御]画面と[カメラ・顕微鏡制御]画面には、DS-L3 から操作できる装置のボタンのみが表示されるため、顕微鏡の構

成によって表示されるボタンは異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から操作可能な装置については、1 章

「DS-L3 から操作できる電動装置」を参照してください。 

DS-L3 から操作可能であってもデフォルトの状態では表示されないボタンがあります。ボタンの表示／非表示の切替えについ

ては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

IN

ND
8

ND

32

NCB

11

OUT

1
2

A

F. STOP

A. STOP

EX. ADJ

2
3

4
5

6

1

1

O

2

3

4

5

6

7

8

50

6
0

7
0

INTENSILIGHTC-HGFIE

LAMP
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RUN TIME hrs.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（EPI-落射照明用） 

（DIA-透過照明用）
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操作ボタン（Ni-E） 機能 操作説明 

 

[レボルバー] 

 

[対物レンズ（番地）] 

対物レンズを切り替える。 
5 章「1.1 対物レンズを切り

替える（電動レボルバー）」 

 

[光路] 

 

[BINO] 

電動傾角四眼鏡筒の光路を双眼部

に切り替える。 

5 章「1.2 光路を切り替える

（電動傾角四眼鏡筒）」 
 

[FRONT] 

電動傾角四眼鏡筒の光路を直筒に

切り替える。 

 

[REAR] 

電動傾角四眼鏡筒の光路をリアポ

ートに切り替える。 

 

[ズーム] 

DSC ズームポートのズーム倍率を

切り替える。 

5 章「1.3 ズーム倍率を調整

する（電動 DSC ズームポー

ト）」 

 

[蛍光ターレット] 

 

[フィルターキューブ（番地）] 

電動蛍光キューブターレット（1 段

目）のフィルターキューブを切り替

える。 

5 章「1.4 フィルターキュー

ブを切り替える（電動蛍光キュ

ーブターレット）」 

 

[シャッター FL] 

電動蛍光キューブターレット（1 段

目）の内蔵シャッターを開閉する。 

5 章「1.5 電動蛍光キューブ

ターレットの内蔵シャッター

を開閉する」 

 

[蛍光ターレット 2] 

 

[フィルターキューブ 

2 段目（番地）] 

電動蛍光キューブターレット（2 段

目）のフィルターキューブを切り替

える。 

5 章「1.4 フィルターキュー

ブを切り替える（電動蛍光キュ

ーブターレット）」 

 

[シャッター FL2] 

電動蛍光キューブターレット（2 段

目）の内蔵シャッターを開閉する。 

5 章「1.5 電動蛍光キューブ

ターレットの内蔵シャッター

を開閉する」 

 

[励起ホイール] 

 

[励起フィルター（番地）] 

励起フィルターを切り替える。 

5 章「1.7 励起フィルターを

切り替える（電動励起フィルタ

ーホイール）」 

 

[吸収ホイール] 

 

[吸収フィルター（番地）] 

吸収フィルターを切り替える。 

5 章「1.8 吸収フィルターを

切り替える（電動吸収フィルタ

ーホイール）」 

 

[コンデンサー] 

 

[コンデンサーモジュール（番地）]

コンデンサーモジュールを切り替

える。 

5 章「1.9 コンデンサーモジ

ュールを切り替える（電動ユニ

バーサルコンデンサー）」 
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操作ボタン（Ni-E） 機能 操作説明 

 

[開口絞り] 

電動ユニバーサルコンデンサーの

開口絞り径を調整する 

5 章「1.10 透過開口絞りを調

整する（電動ユニバーサルコン

デンサー）」 

 

[インテンシライト] 

 

[インテンシライト 

（ND 番号）] 

HG プリセンターファイバー光源の

ND を切り替える。 
5 章「1.12 電動 HG プリセ

ンターファイバー光源（インテ

ンシライト）を操作する」 

 

[シャッター INTSL] 

HG プリセンターファイバー光源の

内蔵シャッターを開閉する。 

 

[ND ホイール] 

電動 ND フィルターホイールの ND

フィルター透過率を調整する。 

5 章「1.13 透過照明用 ND フ

ィルターを調整する（電動 ND

フィルターホイール）」 

 

[ランプ] 

 

[ランプ CTRL] 

透過照明用ランプの制御権を顕微

鏡と DS-L3 の間で切り替える。 

5 章「1.14.1 透過照明用ラン

プ/LED の制御権を切り替え

る」 

 

[調光] 

透過照明用ランプの明るさを調整

する。 
5 章「1.14.3 透過照明用ラン

プ／LED の明るさを調整す

る」 

 

[PHOTO] 

透過照明用ランプを最も色再現の

よい明るさにする。 

 

[ランプ ON/OFF] 

透過照明用ランプを ON/OFF す

る。 

5 章「1.14.2 透過照明用ラン

プ／LED を点灯／消灯させ

る」 

 

[視野絞り] 

透過視野絞り径を調整する 
5 章「1.15 透過視野絞りを調

整する」 
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[シャッター] 

 

[シャッター EPI ALL] 

HG プリセンターファイバー光源の

内蔵シャッター、EPI 電動シャッタ

ー、蛍光キューブターレットの内蔵

シャッターをすべて開閉する。 

5 章「1.6 落射照明用シャッ

ターを一度に開閉させる」 

 

[シャッター FL] 

電動蛍光キューブターレット（1 段

目）の内蔵シャッターを開閉する。 

（[蛍光ターレット]ボタンのサブ画

面にある[シャッター FL]ボタンと

同じ。） 5 章「1.5 電動蛍光キューブ

ターレットの内蔵シャッター

を開閉する」 

 

[シャッター FL2] 

電動蛍光キューブターレット（2 段

目）の内蔵シャッターを開閉する。

（[蛍光ターレット 2]ボタンのサブ

画面にある[シャッター FL2]ボタ

ンと同じ。） 

 

[シャッター INTSL] 

HG プリセンターファイバー光源の

内蔵シャッターを開閉する。（[イン

テンシライト]ボタンのサブ画面に

ある[シャッター INTSL]ボタンと

同じ。） 

5 章「1.12.1 電動 HG プリセ

ンターファイバー光源の内蔵

シャッターを開閉させる」 

 

[シャッター EPI] 

EPI 電動シャッターを開閉する。 

5 章「1.16 EPI/DIA/AUX 電

動シャッターを開閉させる」  

[シャッター DIA] 

DIA 電動シャッターを開閉する。 

 

[シャッター AUX] 

AUX 電動シャッターを開閉する。 

 

[キャプチャー] 

 

[キャプチャー FRONT] 

直筒に接続されたデジタルカメラ

にキャプチャートリガー信号を出

力する。 

5 章「1.17 顕微鏡からキャプ

チャートリガー信号を出力す

る」 

 

[キャプチャー LEFT] 

DSC ズームポートに接続されたデ

ジタルカメラにキャプチャートリ

ガー信号を出力する。 

 

[キャプチャー RIGHT] 

バックポートユニットに接続され

たデジタルカメラにキャプチャー

トリガー信号を出力する。 

 

[キャプチャー AUX] 

上記以外の位置に接続されたデジ

タルカメラにキャプチャートリガ

ー信号を出力する。 

 

[記憶] 

現在の検鏡状態を MODE として記

憶する。 

5 章「2.2 電動装置の状態を

MODE と し て 記 憶 す る ／

MODE の記憶を更新する」 
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[再現] 

 

[再現（MODE 番号）] 

記憶した MODE を再現する。 5 章「2.3 MODE を再現する」

 

[XYZ] 

 

[Z-axis RESET] 

DS-L3 上に表示される Z 軸位置を

ゼロ（0）にリセットする。 

5 章「1.18.1 Z 軸位置の表示

をゼロリセットする」 

 

[ESCAPE] 

顕微鏡本機の上下動部を退避位置

に移動する。もう一度押すと元の位

置に戻る。 

5 章「1.18.2 上下動部を退避

させる」 

 

[標本取外し位置] 

顕微鏡本機の上下動部を退避位置

に移動し、電動 XY ステージを標本

取外し位置（手前側）に移動する。

もう一度押すと電動 XY ステージの

み元の位置に戻る。 

5 章「1.18.3 上下動部を退避

させ、ステージを標本取外し位

置に移動する」 

 

[SLEEP] 

ノイズ低減のためスリープ状態に

する。 

5 章「3 スリープ状態にする

（ノイズ低減）」 

 

[背景色] 

[顕微鏡制御]画面の背景色を変更す

る。 

5 章「4 [顕微鏡制御]画面の背

景色を変更する」 
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4  Ni-U 使用時の画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 から操作で

きる電動装置」を参照してください。 

また、[顕微鏡制御]画面と[カメラ・顕微鏡制御]画面のボタンの配置はカスタマイズすることができます。ボタンの配置

と表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。 

 

4.1  顕微鏡制御画面（Ni-U） 

 

[顕微鏡制御]画面では、顕微鏡の電動部分を操作できます。以下のボタン配置はデフォルトの状態（出荷時の状態）です。 

 

 

 

 

 

 

 

スライダー付きサブ画面の例（ランプの調整） 

 

 

 

 

 
 

サブ画面 

操作用サブ画面

を開くボタン（レ

ボルバー、蛍光タ

ーレット等） 

ボタンを押すと

画面下部にサブ

画面が表示され

ます。 

操作ボタン 

ボタンを押すと電動装置が動作し

ます。選択されているボタンに青い

枠が表示されます。 

スライダー 

以下の操作が可能です： 

・黄色い指標を押したまま左右に移動する 

・[◄][►]ボタンを押す 

・黄色い指標の左または右を押す（[◄][►]ボタンより大きく変化します） 

サブ画面を閉じる

ON/OFFまたは開閉

操作ボタン（ランプ、

電動シャッター等）

現在の状態がアイコ

ンで表示されます。

ボタンを押すたびに

電動装置が動作して

状態が切り替わりま

す。 

[セットアップメニュー]の[動作関連]画面に移動

操作ボタン 

（対物レンズ等） 

ボタンを押すと電

動装置が動作しま

す。選択されてい

るボタンに青い枠

が表示されます。 

背景色を変更する 

（5 章の「4 [顕微鏡制御]画面の

背景色を変更する」参照） 

これらのボタンは、

ランプの制御権が

DS-L3 側にあると

きに有効になります
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4.2  カメラ・顕微鏡制御画面（Ni-U） 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面では、カメラの制御（上部）と顕微鏡の制御（下部）を同じ画面で行うことができます。以下のボタ

ン配置はデフォルトの状態です。 

 

 

 

 

 

 

スライダー付きサブ画面の例（ランプの調整） 

 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制

御]画面を閉じる
サブ画面を閉じる

操作用サブ画面

を開くボタン

（レボルバー、

蛍光ターレット

等） 

ボタンを押すと

画面右側にサブ

画面が表示され

ます。 

カメラ制御部分 

各ボタンの機能は

カメラ制御画面の

[カメラメニュー]

と同じです。 

別冊「カメラ操作

編」の[カメラメニ

ュー]の説明を参

照してください 

サブ画面

[セットアッ

プメニュー]

の[動作関連]

画面に移動 

操作ボタン 

ボタンを押すと電動装置が動作し

ます。選択されているボタンに青い

枠が表示されます。 

ON/OFF または開閉操作ボ

タン（ランプ、電動シャッタ

ー等） 

現在の状態がアイコンで表示

されます。ボタンを押すたび

に電動装置が動作して状態が

切り替わります。 

スライダー 

以下の操作が可能です： 

・黄色い指標を押したまま左右に移動する 

・[◄][►]ボタンを押す 

・黄色い指標の左または右を押す（[◄][►]ボタ

ンより大きく変化します） 
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4.3  顕微鏡情報画面（Ni-U） 

 

[顕微鏡情報]画面は、顕微鏡の状態を表示します。 

（以下の図では、表示可能な情報を全て表示しています。装着していない電動装置がある場合、その電動装置の状態は表示され

ません。） 

 
  

顕微鏡制御画面での表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 

 

 

 

レボルバー： 

対物レンズシリーズ名（略号） 倍率/開口

数 液浸タイプ 

透過照明用ランプ：ON/OFF 

透過照明用ランプ制御権： 

D（Disabled DS-L3 で操作不可）/ 

E（Enabled DS-L3 で操作可能） 

蛍光キューブターレット： 

フィルターキューブ名称、 

O（シャッター開）/C（シャッター閉）
EPI/DIA/AUX 電動シャッター： 

O（シャッター開）/C（シャッター閉） HG プリセンターファイバー光源： 

ND、O（シャッター開）/C（シャッタ

ー閉） 

[顕微鏡情報]画面を閉じる 

EPI/DIA/AUX 電動シャッター： 

O（シャッター開）/C（シャッター閉）

HGプリセンターファイバー光源：

ND、O（シャッター開）/ 

C（シャッター閉） 

透過照明用ランプ：ON/OFF

1 段目の蛍光キューブターレット：

フィルターキューブ名称、 
O（シャッター開）/ 
C（シャッター閉） 

レボルバー： 

対物レンズシリーズ名（略号）

倍率/開口数 液浸タイプ 

表示内容を切り替える 

[顕微鏡情報]画面を閉じる 



第 2 章 DS-L3 による顕微鏡操作の基本 

1-18 

D
S

-
L
3

に
よ
る 

顕
微
鏡
操
作
の
基
本 

4.4  顕微鏡操作ボタン（Ni-U） 

 

[顕微鏡制御]画面と[カメラ・顕微鏡制御]画面に表示されるボタンの機能は以下のとおりです。 

[顕微鏡制御]画面と[カメラ・顕微鏡制御]画面には、DS-L3 から操作できる装置のボタンのみが表示されるため、顕微鏡の構

成によって表示されるボタンは異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から操作可能な装置については、1 章

「DS-L3 から操作できる電動装置」を参照してください。 

DS-L3 から操作可能であってもデフォルトの状態では表示されないボタンがあります。ボタンの表示／非表示の切替えについ

ては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。 
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（EPI-落射照明用）

（DIA-透過照明用）
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操作ボタン（Ni-U） 機能 操作説明 

 

[レボルバー] 

 

[対物レンズ（番地）] 

対物レンズを切り替える。 
5 章「1.1 対物レンズを切り

替える（電動レボルバー）」

 

[蛍光ターレット] 

 

[フィルターキューブ（番地）] 

電動蛍光キューブターレットのフ

ィルターキューブを切り替える。 

5 章「1.4 フィルターキュー

ブを切り替える（電動蛍光キ

ューブターレット）」 

 

[シャッター FL] 

電動蛍光キューブターレットの内

蔵シャッターを開閉する。 

5 章「1.5 電動蛍光キューブ

ターレットの内蔵シャッター

を開閉する」 

 

[インテンシライト] 

 

[インテンシライト（ND 番号）]

HG プリセンターファイバー光源の

ND を切り替える。 
5 章「1.12 電動 HG プリセ

ンターファイバー光源（イン

テンシライト）を操作する」

 

[シャッター INTSL] 

HG プリセンターファイバー光源の

内蔵シャッターを開閉する。 

 

[ランプ] 

 

[ランプ CTRL] 

透過照明用ランプの制御権を顕微

鏡と DS-L3 の間で切り替える。 

5 章「1.14.1 透過照明用ラン

プ/LED の制御権を切り替え

る」 

 

[調光] 

透過照明用ランプの明るさを調整

する。 
5 章「1.14.3 透過照明用ラン

プ／LED の明るさを調整す

る」 

 

[PHOTO] 

透過照明用ランプを最も色再現の

よい明るさにする。 

 

[ランプ ON/OFF] 

透過照明用ランプを ON/OFF す

る。 

5 章「1.14.2 透過照明用ラン

プ／LED を点灯／消灯させ

る」 
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操作ボタン（Ni-U） 機能 操作説明 

 

[シャッター] 

 

[シャッター EPI ALL] 

HG プリセンターファイバー光源の

内蔵シャッター、EPI 電動シャッタ

ー、蛍光キューブターレットの内蔵

シャッターをすべて開閉する。 

5 章「1.6 落射照明用シャッ

ターを一度に開閉させる」 

 

[シャッター FL] 

電動蛍光キューブターレットの内

蔵シャッターを開閉する。（[蛍光タ

ーレット]ボタンのサブ画面にある

[シャッター FL]ボタンと同じ。） 

5 章「1.5 電動蛍光キューブ

ターレットの内蔵シャッター

を開閉する」 

 

[シャッター INTSL] 

HG プリセンターファイバー光源の

内蔵シャッターを開閉する。（[イン

テンシライト]ボタンのサブ画面に

ある[シャッター INTSL]ボタンと

同じ。） 

5 章「1.12.1 電動 HG プリ

センターファイバー光源の内

蔵シャッターを開閉させる」

 

[シャッター EPI] 

EPI 電動シャッターを開閉する。 

5 章「1.16 EPI/DIA/AUX 電

動シャッターを開閉させる」 

[シャッター DIA] 

DIA 電動シャッターを開閉する。 

 

[シャッター AUX] 

AUX 電動シャッターを開閉する。 

 

[キャプチャー] 

 

[キャプチャー FRONT] 

直筒に接続されたデジタルカメラ

にキャプチャートリガー信号を出

力する。 

5 章「1.17 顕微鏡からキャプ

チャートリガー信号を出力す

る」 

 

[キャプチャー LEFT] 

DSC ズームポートに接続されたデ

ジタルカメラにキャプチャートリ

ガー信号を出力する。 

 

[キャプチャー RIGHT] 

バックポートユニットに接続され

たデジタルカメラにキャプチャー

トリガー信号を出力する。 

 

[キャプチャー AUX] 

上記以外の位置に接続されたデジ

タルカメラにキャプチャートリガ

ー信号を出力する。 

 

[記憶] 

現在の検鏡状態を MODE として記

憶する。 

5 章「2.2 電動装置の状態を

MODE と し て 記 憶 す る ／

MODE の記憶を更新する」 

 

[再現] 

 

[再現（MODE 番号）] 

記憶した MODE を再現する。 5 章「2.3 MODE を再現する」

 

[背景色] 

[顕微鏡制御]画面の背景色を変更す

る。 

5 章「4 [顕微鏡制御]画面の背

景色を変更する」 
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5  Ci-E 使用時の画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

電動ハネノケコンデンサーが装着されていない場合は、コンデンサーの状態表示や操作はできません。 

 

5.1  カメラ・顕微鏡制御画面（Ci-E） 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面では、カメラの制御（上部）と顕微鏡の制御（下部）を同じ画面で行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライダー付きサブ画面（LED の調整） 

 

 

 
 

[カメラ・顕微鏡制御]

画面を閉じる 

サブ画面を閉じる 
操作用サブ画面を

開くボタン（レボ

ルバー） 

ボタンを押すとサ

ブ画面が表示され

ます。 

カメラ制御部分 

各ボタンの機能は

カメラ制御画面の

[カメラメニュー]と

同じです。 

別冊「カメラ操作

編」の[カメラメニ

ュー]の説明を参照

してください 

サブ画面

操作ボタン 

ボタンを押すと電動装置が動作し

ます。選択されているボタンに青い

枠が表示されます。 

ON/OFF 操作ボタン（LED

の ON/OFF 等） 

現在の状態がアイコンで表示

されます。ボタンを押すたび

に電動装置が動作して状態が

切り替わります。 

スライダー 

以下の操作が可能です： 

・黄色い指標を押したまま左右に移動する

・[◄][►]ボタンを押す 

・黄色い指標の左または右を押す 

（[◄][►]ボタンより大きく変化します）
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5.2  顕微鏡情報画面（Ci-E） 

 

[顕微鏡情報]画面は、顕微鏡の状態を表示します。 

 
  

顕微鏡制御画面での表示 

 

 

 

 

 

 

 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 

 

 

 
 

表示内容を切り替える 

レボルバー： 

対物レンズシリーズ名（略号）

倍率/開口数 液浸タイプ 

透過照明用 LED：ON/OFF 

透過照明用 LED 制御権： 

DISABLE（DS-L3 で操作不可）/ 

ENABLE（DS-L3 で操作可能） 

電動ハネノケコンデンサーの 

トップレンズの状態： 

LENS IN（光路に入っている）/ 

LENS OUT（はねのけている） 

[顕微鏡情報]画面を閉じる 

透過照明用 LED：ON/OFF 

電動ハネノケコンデンサーのト

ップレンズの状態： 

LENS IN（光路に入っている）/

LENS OUT（はねのけている）

レボルバー： 

対物レンズシリーズ名（略号）

倍率/開口数 液浸タイプ 

[顕微鏡情報]画面を閉じる 
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5.3  顕微鏡操作ボタン（Ci-E） 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面に表示されるボタンの機能は以下のとおりです。 

電動ハネノケコンデンサーが装着されていない場合は、コンデンサーの操作ボタンは表示されません。 

 

OFF
1

2

TOGGLEPATTERN

MEMORY

C
LA

M
P

TO
R

Q
U

E

0.1
0.3

0.4
0.5

0.2

0.9
0.8

 

 

操作ボタン（Ci-E） 機能 操作説明 

 

[レボルバー] 

対物レンズを切り替える。 
5 章「1.1 対物レンズを切り替

える（電動レボルバー）」 

- 

 

[コンデンサー] 

コンデンサートップレンズをはねのけ

る/光路に入れる 

5 章「1.11 コンデンサートッ

プレンズをはねのける（電動ハ

ネノケコンデンサー）」 

 

[LED] 

 

[LED CTRL] 

透過照明用 LED の制御権を顕微鏡と

DS-L3 の間で切り替える。 

5 章「1.14.1 透過照明用ラン

プ／LED の制御権を切り替え

る」 

- 透過照明用 LED の明るさを調整する。 
5 章「1.14.3 透過照明用ラン

プ／LED の明るさを調整する」

 

[LED ON/OFF] 

透過照明用 LED を ON/OFF する。 
5 章「1.14.2 透過照明用ラン

プ／LED を点灯／消灯させる」
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この章では、DS-L3 を使用して顕微鏡を操作するために必要な各種設定について説明します。 
 

1  光学素子の情報を設定する 

 

顕微鏡に装着された光学素子の情報を設定します。ここで設定した光学素子の情報が DS-L3 の画面に表示されます。 
 

 設定変更後は[SAVE]ボタンを押す 

設定後は、必ず[セットアップメニュー]の[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存して

ください。保存しないで DS-L3 の電源を切ると元の設定に戻ります。詳しくは本章の「3 設定を保存する」を参照してく

ださい。 

 

1.1  対物レンズの情報を設定する    

 

電動レボルバーまたは状態検出レボルバーに装着されている対物レンズの情報を設定します。 
 

  設定の条件 

顕微鏡に電動レボルバーまたは状態検出レボルバーが装着されていない場合、本設定を行うことはできません。 

 

[設定方法] 

以下は設定方法の概略です。詳しい設定方法については 6 章の「2.1 対物レンズの情報を設定する」を参照してください。 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [レボルバー]タブを選択する 

(2) 設定したいレボルバー番地のボタンを押す 

(3) 装着されている対物レンズの[シリーズ]、[倍率]、[詳細]を順に選択して[OK]ボタンを押す 

該当する対物レンズがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意の対物レンズを登録することができます。 

(4) 設定したいすべての番地について手順(2)から(3)を繰り返す 

 

1.2  コンデンサーモジュールの情報を設定する    

 

電動ユニバーサルコンデンサーに装着されているコンデンサーモジュールの情報を設定します。 

 

  設定の条件 

顕微鏡に電動ユニバーサルコンデンサーが装着されていない場合、本設定を行うことはできません。 

 

[設定方法] 

以下は設定方法の概略です。詳しい設定方法については 6 章の「2.2 コンデンサーモジュールの情報を設定する」を参照して

ください。 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [コンデンサー]タブを選択する 

(2) 設定したいターレット番地のボタンを押す 

(3) 装着されているコンデンサーモジュールを選択して[OK]ボタンを押す 

該当するコンデンサーモジュールがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意のモジュールを登録することがで

きます。 

(4) 設定したいすべての番地について手順(2)から(3)を繰り返す 
 

 

検鏡前にすること 3 章 
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1.3  フィルターキューブの情報を設定する    

 

電動蛍光キューブターレットまたは状態検出蛍光キューブターレットに装着されているフィルターキューブの情報を設定しま

す。Ni-E をご使用で電動（または状態検出）蛍光キューブターレットを 2 段重ねてお使いの場合は、2 段目（上段）に取り付

けてあるフィルターキューブの情報も設定してください。 

 

  設定の条件 

 顕微鏡に電動（または状態検出）蛍光キューブターレットが装着されていない場合、本設定を行うことはできません。

 2 段目（上段）の蛍光キューブターレットが装着されていない場合、2 段目に関する設定は行えません。 

 

[設定方法] 

以下は設定方法の概略です。詳しい設定方法については 6 章の「2.3 フィルターキューブの情報を設定する」を参照してくだ

さい。 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [蛍光ターレット]タブ（2 段目の場合は[蛍光ターレット 2]）を選択する 

(2) 設定したいターレット番地のボタンを押す 

(3) 装着されているフィルターキューブを選択して[OK]ボタンを押す 

該当するフィルターキューブがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意のフィルターキューブを登録すること

ができます。 

(4) 設定したいすべての番地について手順(2)から(3)を繰り返す 

 

 

1.4  励起フィルター／吸収フィルターの情報を設定する    

 

電動励起フィルターホイールに装着されている励起フィルターの情報と、電動吸収フィルターホイールに装着されている吸収フ

ィルターの情報を設定します。 

 

  設定の条件 

 顕微鏡に電動励起フィルターホイールが装着されていない場合、励起フィルターの設定を行うことはできません。

 顕微鏡に電動吸収フィルターホイールが装着されていない場合、吸収フィルターの設定を行うことはできません。

 

[設定方法] 

以下は設定方法の概略です。詳しい設定方法については 6 章の「2.4 励起フィルター／吸収フィルターの情報を設定する」を参

照してください。 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [励起ホイール] または[吸収ホイール]タブを選択する 

(2) 設定したいターレット番地ボタンを押す 

(3) 装着されている励起／吸収フィルターの名前を選択して[OK]ボタンを押す 

該当する励起／吸収フィルターがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意のフィルターを登録することができ

ます。 

(4) 設定したいすべての番地について手順(2)から(3)を繰り返す 

 



第 3 章 検鏡前にすること 

1-26 

検
鏡
前
に す

る
こ
と 

2  デジタルカメラの接続を設定する   

 

顕微鏡本機とカメラコントロールユニットをトリガーケーブルで接続し、顕微鏡本機の DSC コネクターからトリガー信号を出

力してキャプチャーを行う場合には、以下の記載に従ってデジタルカメラの接続を設定してください。 

カメラ制御画面の[キャプチャー]ボタンを押して、本 DS-L3 に直接接続されているカメラヘッドでキャプチャーする場合は、

本設定は不要です。 

詳細については 6 章の「3.1 デジタルカメラの接続を設定する」を参照してください。 

 

[設定方法] 

[セットアップメニュー]→[装置接続]画面  

(1) 設定したい DSC コネクターのボタンを押す 

接続されているデジタルカメラの位置を選択するサブ画面が表示されます。 

(2) カメラが接続されていない場合は[未接続]を、接続されている場合は位置を選択する 

(3) カメラメーカーを選択する 

(4) Ni-E で 2 つの DSC コネクターを使用する場合は手順(2)から(3)を繰り返す 

 

 設定変更後は[SAVE]ボタンを押す 

設定後は、必ず[セットアップメニュー]の[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存して

ください。保存しないで DS-L3 の電源を切ると元の設定に戻ります。保存の方法については、本章の「3 設定を保存する」

を参照してください。 

 

 

3  設定を保存する   

 

[セットアップメニュー]で設定を変更したら、必ず[セットアップメニュー]の[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を

顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しないで DS-L3 の電源を切ると元の設定に戻ります。 

 

(1) 設定を変更した後、[<<メイン]ボタンを押して[セットアップメニュー]の[メイン]画面に戻る 

(2) [SAVE]ボタンを押す 

確認ダイアログが表示されます。 

保存する設定データがない場合は、[SAVE]ボタンは無効です。 

(3) [YES]ボタンを押す 

設定が保存されます。 

 

保存をやめるときは[NO]ボタンを押します。 

画面右上の[X]ボタンを押すと[セットアップメニュー]を閉じることができます。 

 

  保存される設定内容 

[SAVE]ボタンを押すと、前回保存した後に行ったすべての設定が一度に保存されます。 

設定を個別に保存する場合は、設定操作のたびに上記の保存操作を行ってください。 

 

設定を一時的なもの（DS-L3 の電源が ON の間のみ）とする場合は、保存の操作は不要です。 
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この章では、顕微鏡 Ni-E（ステージ上下動システム）で明視野検鏡を行う場合を例に、DS-L3 による顕微鏡操作の手順を説明

します。 

 

以下の例では、顕微鏡 Ni-E に下記の装置が接続されているものとして説明します： 

 カメラコントロールユニット DS-L3（カメラヘッド接続済み） 

 電動傾角四眼鏡筒 NI-TT-E 

 四眼鏡筒用電動 DSC ズームポート NI-RPZ-E（上記のカメラヘッドをカメラポートに取付け済み） 

 電動 7 孔レボルバー NI-N7-E 

（装着されている対物レンズの情報は設定済み。） 

 電動 ND フィルター NI-ND-E 

 電動ユニバーサルコンデンサー ドライ NI-CUD-E 

（装着されているコンデンサーカセットの情報は設定済み。） 

 電動 XY ステージ NI-S-E 

 エルゴコントローラー NI-ERG またはジョイスティック NI-SJ 

 

 
  

準備操作 

 

1
 
顕微鏡本機と電動付属品の電源を ON にする 

 

 (1) 接続した電動付属品（DS-L3 を除く）の電源スイッチを[｜]側

に倒して ON にします。 

（各装置のパワーLED が点灯します。電動付属品の間では電源

を ON にする順序の指定はありません。） 

 

 

 (2) コントロールボックス A の電源スイッチを[｜]側に倒して ON

にします。 

（顕微鏡本機前面、コントロールボックス A、コンタクトアー

ムの各パワーLED が点灯します。） 

 

顕微鏡本機および各電動付属品の初期動作が行われます。 
 

IN

OUT

1 2

A

λ

F. STOP

A

EX. A

2
3

4
5 6

1

1
O

2

3

4

5

6

7

8

50

60
70

 

 

 
 

電源スイッチ 

ON 

パワーLED 

点灯 

パワーLED 

パワーLED

（コンタクトアーム）

DS-L3 を使った検鏡手順 4 章 
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   電源 ON 時の表示 

電源が ON になると、顕微鏡本機前面の表示パネルに動作進行状態が

表示されます。 

電動装置の初期化表示の詳細については Ni-E の使用説明書（操作編）

をご覧ください。 

 Ni-E Vx.xx_xxxx.xxxx.xx

Data_Loading... 

上段：製品名、ファームウェアバージョン 

下段：プログラム起動処理中表示 

 Ni-E Vx.xx_xxxx.xxxx.xx

Initializing............

上段：製品名、ファームウェアバージョン 

下段：電動装置の初期化中表示 

  

2
 
DS-L3 の電源スイッチを押して ON にする 

 

 

 起動画面が表示され、顕微鏡本機からシステム構成や設定値等のデ

ータの取得が行われます。 

    

3
 
DS-L3 を[顕微鏡制御]画面に切り替える。 

 DS-L3 の画面で[▼]ボタンを押して顕微鏡制御用のトップ画面に

切り替えた後、[顕微鏡]ボタンを押して[顕微鏡制御]画面に切り替え

ます。 

  

    

4
 
透過照明用ランプを点灯して、明るさを調節する。 

 (1) DS-L3 の画面で[ランプ CTRL]ボタンを押して、透過照明用ラ

ンプの制御権を DS-L3 側に切り替えます。 

 

 

DS-L3 に制御権がある状態 

 
 

電源スイッチパワーLED
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 (2) [ランプ ON/OFF]ボタンを押して、ランプを ON にします。

 (3) [調光]ボタンを押してサブ画面を表示させ、スライダーを操作

して明るさを調整します。 

   色の再現性を重視する場合 

サブ画面で[PHOTO]ボタンを押すと、ランプの明るさを撮影に適し

た電圧に設定することができます。像の色味を変えずにさらに明るさ

を調節したい場合は、顕微鏡本機で NCB11 フィルターを光路に入れ、

ND フィルターを使って明るさを調整します。 

 

 

  

5
 
鏡筒の光路を双眼部 100％にする 

 DS-L3 の画面で[BINO]ボタンを押します。 

鏡筒の光路は 3 つのボタンを押すことで切り替えます。現在選択さ

れている光路のボタンには青い枠が表示されます。 

 [BINO]ボタン： 双眼 100% 

 [FRONT]ボタン： 直筒 100% 

 [REAR]ボタン： リアポート 100% 

  

6
 
コンデンサーの位置を上限から少し下げた位置にする 

IN

ND
8

ND
32

NCB
11

OUT

 

 コンデンサー上下動ノブを回し、コンデンサーを上限位置にし（カ

チッと止まる位置）、そこから少し下げた位置にします。 
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透過視野絞り、透過開口絞りを全開にする 

 (1) DS-L3 の画面で[視野絞り]ボタンを押してサブ画面を表示さ

せ、スライダーを右端に移動します。 

 

 

 (2) [開口絞り]ボタンを押してサブ画面を表示させ、スライダーを右

端に移動します。 

 
  

8
 

コンデンサーターレットを[OPEN]（中空：明視野位

置）にする 

 DS-L3 の画面で[コンデンサー]ボタンを押してサブ画面を表示さ

せ、[OPEN]を選択します。 

  



第 4 章 DS-L3 を使った検鏡手順 

1-31 

D
S

-
L
3

を
使
っ
た 

検
鏡
手
順 

9
 
対物レンズ 10x を光路に入れる 

 DS-L3 の画面で[レボルバー]ボタンを押してサブ画面を表示させ、

10x の対物レンズを選択します。 

  

10
 
標本をセットし、検鏡部位を光路に入れる 

 (1) DS-L3 の画面で[XYZ]ボタンを押してサブ画面を表示させ、

[標本取外し位置]ボタンを押して、ステージを移動します。 

 

 (2) 標本ホルダーの可動側の爪を開いて、標本をステージ上に置き、

爪を静かに戻して標本を固定します。 

1 2

A

λ

F. STOP

A. STOP

EX. ADJ

2
3

4
5 6

4 7

8

カバーガラスが上 

 (3) もう一度[標本取外し位置]ボタンを押して、ステージを元の位置

に戻します。 

 

 (4) エルゴコントローラーまたはジョイスティックを操作して、標

本の検鏡部位を光路に入れます。 

（カバーガラス下に封入されている試料部分に光が通る状態に

する。） 

 



第 4 章 DS-L3 を使った検鏡手順 

1-32 

D
S

-
L
3

を
使
っ
た

検
鏡
手
順 

11
 
試料にピントを合わせる 

 顕微鏡本機、エルゴコントローラー、またはジョイスティックのフ

ォーカスハンドルを回し本機上下動部を駆動します。 

 

 

Z 軸座標値 

 

  

フォーカスハンドルをひねらない！ 

   

   Z 軸位置表示のゼロリセット 

[Z-axis RESET]ボタンを押すと、Z 軸の座標値をゼロリセットする

ことができます。現在の位置をピント合せの基準位置とするのに便利

です。  

  

12
 
視度調整を行う 

 左右の接眼レンズを、それぞれ左目、右目でのぞき、各レンズの視

度補正環を回して、標本にピントを合わせます。このとき、フォー

カスハンドルは使いません。 

50

60
70

 

  

 フォーカスハンドルの禁止操作 

 次のような操作は故障の原因となりますので行わないでくだ

さい。顕微鏡本機の左右のフォーカスハンドルを互いに逆方向

にひねる。 



第 4 章 DS-L3 を使った検鏡手順 

1-33 

D
S

-
L
3

を
使
っ
た 

検
鏡
手
順 

13
 
眼幅調整を行う 

 両接眼レンズをのぞきながら双眼部を回し、左右の視野が一つに重

なって見えるよう、双眼部の開き具合を調整します。 

 

50

60

70

 

 

   眼幅調整のコツ 

遠くを見るような感じで接眼レンズをのぞくと合わせやすいです。 

 

  

14
 
コンデンサーのピント合せと心出しを行う 

 (1) DS-L3 の[視野絞り]ボタンを押して透過視野絞りを最小に絞

った状態で接眼レンズをのぞきます。コンデンサー上下動ノブ

で視野絞り像にピントを合わせた後、コンデンサー心出しねじ

で、絞りの像を視野の中心に移動します。 

(2) [レボルバー]ボタンを押して 40x 対物レンズを光路に入れ、視

野絞り像のピントの状態と中心位置を確認し、必要であれば同

様に調整します。 

(3) 視野絞り像が視野とほぼ同じ大きさになるように視野絞りの大

きさを調整します。 

 

 

 

 

 

視野絞り像 

接眼レンズ 

視野環 

視野絞り像

接眼レンズ

視野環 

左右の視野

をひとつに

合わせる
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電動明視野検鏡操作 

 

15
 
任意の対物レンズを光路に入れる 

 DS-L3 の画面で[レボルバー]ボタンを押してサブ画面を表示させ、

任意の対物レンズを選択します。 

油浸系の対物レンズを使用する場合は、標本と対物レンズの間をイ

マージョンオイルで油浸します。 

 

  電動レボルバーの回転についての設定 

レボルバーの回転動作については以下の設定が可能です。 

 上下動部が設定した位置より上方のときにレボルバーの回転を

禁止する（→6 章の「5.3 上下動部の位置により電動レボルバー

の回転を禁止する」参照） 

 低倍対物レンズから高倍対物レンズへの切替え(レボルバー番地

1→6 または 1→7 の回転)を禁止する（→6 章の「5.4 レボルバ

ーの逆回転を禁止する」参照） 
 

   対物レンズ切替え時の連動動作 

レボルバーを回転させて対物レンズを切り替えた際に、自動的に下記

の動作を行うように設定することができます。 

 Ni-E 顕微鏡本機上下動部の退避と対物レンズ切替え後の復帰 

 電動ユニバーサルコンデンサーの開口絞り調整 

 Ni-E 顕微鏡本機の透過視野絞り調整 

 電動 ND フィルターホイールの ND フィルター透過率調整 

 電動ユニバーサルコンデンサーのモジュール切替え 

 Ni-E 顕微鏡本機の上下動部駆動速度切替え 

 電動 XY ステージの駆動速度切替え 

 焦点位置の補正 

詳細については 6 章の「5.1.1 対物レンズ切替え時の連動動作を設定

する」、「5.1.3 顕微鏡の上下動部と電動ステージの駆動速度を自動的

に切り替える」、「5.1.4 同焦点補正機能を設定する(Auto Link 

Focus)」を参照してください。 

開口絞り[75%]、視野絞り[100%]、ND フィルター[標準]に設定す

ると、以下の手順での開口絞り、視野絞り、ND フィルターの調整は

不要になります。 

 
 

  

   トグル機能 

2 本の対物レンズを交互に切り替えて使用する場合は、トグル機能が

便利です。詳細については 6 章の「5.5 トグル機能を設定する（2 本

の対物レンズを交互に切り替える）」を参照してください。 
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透過開口絞りを調整する 

 DS-L3 の画面で[開口絞り]ボタンを押して開口絞り径を調整しま

す。 

 

使用する対物レンズの開口数の 70～80％程度になるように調整し

ます。 

   開口絞りの適正サイズ 

通常は、対物レンズの開口数の 70～80％が適正な大きさです。開口

絞りを絞りすぎると分解能が低下しますので、透明に近い試料などの

場合以外は、対物レンズの開口数の 60%以下にしないことをお勧めし

ます。 

心出し望遠鏡を使って開口絞りを見た場合 

  

   開口絞りの調整タイミング 

開口絞りは、対物レンズを切り替えるたびに調整してください。 
  

   開口絞り径の計算 

下記の計算式により、開口絞りの適正サイズを決めることができます。

34×NA×割合 
NA： 対物レンズの開口数 
 （対物レンズの側面に表示されています。） 
割合： 70％の場合 0.70、  80%の場合 0.80 

＜例＞ 
• Plan 40x 対物レンズ使用・・・・・・・ 開口数は 0.75 

この場合、コンデンサーの開口絞りの径を 70%に設定するには、
34×0.75×0.70=17.85 

小数点第二位を四捨五入して、17.9（mm）とすればよいことになり
ます。 

 

 

40x / 0.75

Plan 40x

Nikon JAPAN

/ -WD

Plan  40X

40x /  0.75

/ -WD
 

倍率 40x/開口数 0.75 の表示 

  

17
 
試料にピントを合わせる 

 顕微鏡本機、エルゴコントローラー、またはジョイスティックのフ

ォーカスハンドルを回し本機上下動部を駆動します。 

 

Z 軸座標値 

開口絞りの像 

70～80 

100 

対物レンズの瞳 
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透過視野絞りを調整する 

 DS-L3 の画面で[視野絞り]ボタンを押して、視野絞りを視野の周辺

に外接する程度の大きさに調整します。 

 

 

視野絞りのちょうど良い大きさ 

 

視野周辺部に外接 

  視野絞りの大きさ 

通常の場合、視野絞りは視野の周辺に外接する程度の大きさまで絞り

ます。視野絞りを開きすぎると、外から迷光が混入してフレアが発生

し、光学像のコントラストが低下します。また試料の退色の範囲が広

くなってしまいます。 

 

  視野絞りの調整タイミング 

視野絞りは、対物レンズを切り替えるたびに調整してください。 

 

  

19
 
明るさを調整する   

 DS-L3 の画面で[ND ホイール]ボタンを押してサブ画面を表示さ

せ、スライダーを操作して ND フィルターの透過率を調整します。

 

  

20
 
検鏡する   

 試料の別部位を検鏡したい場合は、エルゴコントローラーまたはジ

ョイスティックを操作してステージを移動します。試料にピントが

合っていない場合は、フォーカスハンドルを回してピントを合わせ

なおします。 

別の倍率で検鏡したい場合は、手順 15 から操作します。 

  

  

  切替え時のまぶしさ 

暗視野から明視野に切り替えた瞬間は、視野がまぶしく感じることが

あります。これを避けるには、切り替える瞬間に目を閉じるか、また

は接眼内をのぞき込まないことをお勧めします。 

 

  

  検鏡状態の記憶 

MODE 機能を使うと、現在の電動装置の状態を記憶させて後で再現す

ることができます。詳細については 5 章の「2 MODE 機能を使用す

る」を参照してください。 

 

  

視野 視野絞り 
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撮影する 

 (1) DS-L3 の画面で[REAR]ボタンを押して、四眼鏡筒の光路をデ

ジタルカメラが接続されているリアポート（電動 DSC ズームポ

ート）に向けます。 

  光路切替え時の連動動作 

光路を切り替えた際に、透過視野絞り径が自動的に調整されるように

設定することができます。 

詳細については 6 章の「5.1.6 光路切替え時の連動動作を設定する」

を参照してください。 

 
(2) カメラの画像を確認しながら操作するために、[カメラ-顕微鏡]

ボタンを押して[カメラ・顕微鏡制御]画面に切り替えます。 

(3) [ズーム]ボタンを押してサブ画面を表示させ、スライダーを操作

して電動 DSC ズームポートのズーム倍率を調整します。 
  

   電動 DSC ズームポートのズーム倍率切替え時の連動動作

ズーム倍率を変更した際に、自動的に下記の動作を行うように設定す

ることができます。 

 Ni-E 顕微鏡本機の透過視野絞り調整 

 電動 ND フィルターホイールの ND フィルター透過率調整 

詳細については 6 章の「5.1.5 ズーム倍率切替え時の連動動作を設定

する」を参照してください。 

 

  

 (4) [キャプチャー]ボタンを押して画像をキャプチャーします。 

必要があればキャプチャーを行う前に[カメラ・顕微鏡制御]画面

の上部でカメラの設定を変更します。（より詳しい設定が必要な

場合は、[▼]ボタンを押してカメラ制御画面に移動し、設定を変

更します。） 

 

   DS-L3 から可能なキャプチャー操作 

DS-L3 から可能なキャプチャー操作には 2 種類あり、操作方法が異

なります。 

 本 DS-L3 が直接コントロールしているデジタルカメラでのキャ

プチャー操作（本手順での操作） 

 顕微鏡からのキャプチャートリガー信号の出力 

詳細については、5 章の「1.17 顕微鏡からキャプチャートリガー信

号を出力する」を参照してください。 

 

22
 
DS-L3 の電源スイッチを押して OFF にする 

  

23
 
顕微鏡本機と電動付属品の電源を OFF にする 

 コントロールボックス A、接続している電動装置の電源スイッチを

「○」側に倒して、電源を OFF にします。 

（各パワーLED が消灯します。） 
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本章では、DS-L3 を使って顕微鏡の電動装置を操作する方法について個別に説明します。 

 

  顕微鏡の構成や設定によって画面表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続されて DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章の「DS-L3 から操

作できる電動装置」を参照してください。 

また、[顕微鏡制御]画面と[カメラ・顕微鏡制御]画面のボタンの配置はカスタマイズすることができます。ボタンの配

置と表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。 

 
 

1  電動装置を操作する 

 

電動装置の操作は[顕微鏡制御]画面、または[カメラ・顕微鏡制御]画面の下部で行います。 

 

[顕微鏡制御]画面 

（タスクバーの[顕微鏡]ボタンで表示） 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

（タスクバーの[カメラ-顕微鏡]ボタンで表示） 

 

1.1  対物レンズを切り替える（電動レボルバー）   

 

電動レボルバーを回転させて対物レンズを切り替えるには、[レボルバー]ボタンまたは[対物レンズ（番地）]ボタンを使用しま

す。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動レボルバーが装着されている場合のみ、DS-L3 から対物レンズを切り替えることができます。状態検出

レボルバーが装着されている場合は、対物レンズの情報は表示されますが操作はできません。電動または状態検出レ

ボルバーが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

 

目的別操作 5 章 
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[レボルバー]ボタンによる操作 

 

[レボルバー]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 デフォルトで表示 

Ni-U 設定により表示可 デフォルトで表示 

Ci-E - 表示（変更不可） 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [レボルバー]ボタンを押す  
[顕微鏡制御]画面 

 

 
  

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

(2) 使用したい対物レンズのボタンを押す 

対物レンズが切り替わります。現在選択されている対物レンズ

のボタンには青い枠が表示されます。 

 
[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 
 

現在光路に入っているレボルバー番地 

対物レンズのシリーズ名（略号）

倍率 液浸タイプ

レボルバー番地 

シリーズ名（略号）

倍率 液浸タイプ 

シリーズ名（略号）

倍率 液浸タイプ 

レボルバー番地 
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[対物レンズ（番地）]ボタンによる直接操作 

 

[対物レンズ（番地）]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により表示可 設定により表示可 

Ni-U デフォルトで表示 設定により表示可 

Ci-E - 表示不可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

[対物レンズ（番地）]ボタンを押す 

対物レンズが切り替わります。現在選択されている対物レンズのボ

タンには青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

  対物レンズ切替え時に他の電動装置を連動させる（Ni-E

のみ） 

レボルバーを回転させて対物レンズを切り替えた際に、自動的に下記

の動作を行うように設定することができます。 

 顕微鏡本機上下動部の退避と対物レンズ切替え後の復帰※1 

 電動ユニバーサルコンデンサーの開口絞り調整 

 Ni-E 顕微鏡本機の透過視野絞り調整 

 電動 ND フィルターホイールの ND フィルター透過率調整 

 電動ユニバーサルコンデンサーのモジュール切替え 

 Ni-E 顕微鏡本機の上下動部駆動速度切替え 

 電動 XY ステージの駆動速度切替え 

 焦点位置の補正※1 

※1 状態検出レボルバーを手で回転させた場合には機能しません。

 

詳細については 6 章の「5.1.1 対物レンズ切替え時の連動動作を設定

する」、「5.1.3 顕微鏡の上下動部と電動ステージの駆動速度を自動

的に切り替える」、「5.1.4 同焦点補正機能を設定する(Auto Link

Focus)」を参照してください。 

[LINK]ボタンを押すと、設定画面に直接移動することができます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レボルバー番地 

シリーズ名（略号）

倍率 液浸タイプ 

シリーズ名（略号）

倍率 

レボルバー番地 
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1.2  光路を切り替える（電動傾角四眼鏡筒）   

 

電動傾角四眼鏡筒の光路を双眼部、直筒、リアポートの間で切り替えるには、[BINO]、[FRONT]、[REAR]ボタンを使用しま

す。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動傾角四眼鏡筒が装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

[BINO]、[FRONT]、[REAR]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 デフォルトで[光路]ボタンのサブ画面に表示 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [光路]ボタンを押す 

（[顕微鏡制御]画面ではこの操作は不要です。次の手順に進

んでください。） 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) 使用したい光路のボタン（双眼部[BINO]／直筒[FRONT]／

リアポート[REAR]）を押す 

光路が切り替わります。現在選択されている光路のボタンに

は青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

  光路切替え時に他の電動装置を連動させる 

光路を切り替えた際に、透過視野絞り径が自動的に調整されるように設定することができます。 

詳細と設定方法については 6 章の「5.1.6 光路切替え時の連動動作を設定する」を参照してください。[顕微鏡制御]画

面では、画面上部の[LINK]ボタンを押すと設定画面に直接移動することができます。 
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1.3  ズーム倍率を調整する（電動 DSC ズームポート）   

 

電動 DSC ズームポートのズーム倍率を調整するには、[ズーム]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に四眼鏡筒用電動 DSC ズームポートが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

[ズーム]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 デフォルトで表示 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [ズーム]ボタンを押す 

 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) スライダーを操作してズーム倍率を調整する [顕微鏡制御]画面 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

  ズーム倍率調整時に他の電動装置を連動させる 

ズーム倍率を変更した際に、自動的に下記の動作を行うように設定することができます。 

 Ni-E 顕微鏡本機の透過視野絞り調整 

 電動 ND フィルターホイールの ND フィルター透過率調整 

詳細と設定方法については 6 章の「5.1.5 ズーム倍率切替え時の連動動作を設定する」を参照してください。[顕微鏡制

御]画面では、画面上部の[LINK]ボタンを押すと設定画面に直接移動することができます。 

 

 

現在のズーム倍率 

現在のズーム倍率 
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1.4  フィルターキューブを切り替える（電動蛍光キューブターレット）   

 

電動蛍光キューブターレット内のフィルターキューブを切り替えるには、[蛍光ターレット]ボタンまたは[フィルターキューブ

（番地）]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動蛍光キューブターレットが装着されている場合のみ、DS-L3 からフィルターキューブの切替えを行うこと

ができます。状態検出蛍光キューブターレットが装着されている場合は、フィルターキューブの情報は表示されますが

操作はできません。電動または状態検出蛍光キューブターレットが装着されていない場合、以下の操作を行うことはで

きません。 

 

  電動蛍光キューブターレットを 2 段重ねて使用する場合（Ni-E のみ） 

下記の説明は 1 段目の蛍光キューブターレットの操作方法です。Ni-E に装着された 2 段目の電動蛍光キューブターレ

ットを操作する場合は、「2nd」と表示されているボタンで下記と同様に操作することができます。 

 
  

[蛍光ターレット]ボタンによる操作 

 

[蛍光ターレット]ボタンの表示（1 段目の蛍光キューブターレット） 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 デフォルトで表示 

Ni-U デフォルトで表示 デフォルトで表示 

 

[蛍光ターレット 2]ボタンの表示（2 段目の蛍光キューブターレット） 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [蛍光ターレット]ボタンを押す 

 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

現在光路に入っている 

ターレット番地 

フィルターキューブ名称 
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(2) 使用したいフィルターキューブのボタンを押す 

フィルターキューブが切り替わります。現在選択されている

フィルターキューブのボタンには青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 
  

[フィルターキューブ（番地）]ボタンによる直接操作 

 

[フィルターキューブ（番地）]ボタンの表示（1 段目の蛍光キューブターレット） 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により表示可 設定により表示可 

Ni-U 設定により表示可 設定により表示可 

 

[フィルターキューブ 2（番地）]ボタンの表示（2 段目の蛍光キューブターレット） 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により表示可 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

[フィルターキューブ（番地）]ボタンを押す 

フィルターキューブが切り替わります。現在選択されている

フィルターキューブのボタンには青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 
 

フィルターキューブ名称 

フィルターキューブ名称 

ターレット番地 

ターレット番地 

フィルターキューブ名称 

フィルターキューブ名称 

ターレット番地 

内蔵シャッターの状態： 

OPEN（シャッター開） 

CLOSED（シャッター開）

ターレット番地 
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1.5  電動蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する   

 

電動蛍光キューブターレットに内蔵されたシャッターを開閉するには、[シャッターFL]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動蛍光キューブターレットが装着されている場合のみ、DS-L3 からターレットの内蔵シャッターの開閉を行

うことができます。状態検出蛍光キューブターレットが装着されている場合は、内蔵シャッターの状態は表示されませ

ん。 

 

  電動蛍光キューブターレットを 2 段重ねて使用する場合（Ni-E のみ） 

下記の説明は 1 段目の蛍光キューブターレットの操作方法です。Ni-E に装着された 2 段目の電動蛍光キューブターレ

ットを操作する場合は、「2nd」と表示されているボタンで下記と同様に操作することができます。 

 

[シャッターFL]ボタンの表示（1 段目の蛍光キューブターレット） 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 ・ デフォルトで[蛍光ターレット]ボ

タンのサブ画面と[シャッター]ボ

タンのサブ画面に表示 

・ 設定により単独表示可 

Ni-U デフォルトで表示 ・ デフォルトで[蛍光ターレット]ボ

タンのサブ画面と[シャッター]ボ

タンのサブ画面に表示 

・ 設定により単独表示可 

 

[シャッターFL2]ボタンの表示（2 段目の蛍光キューブターレット） 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 ・ デフォルトで[蛍光ターレット]ボ

タンのサブ画面と[シャッター]ボ

タンのサブ画面に表示 

・ 設定により単独表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 
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[操作方法] 

(1) [蛍光ターレット]または[シャッター]ボタンを押す 

（[シャッターFL]ボタンが表示されている場合はこの操作は

不要です。次の手順に進んでください。） 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

   

(2) [シャッター FL]ボタンを押す 

ボタンを押すたびにシャッターが開閉します。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

（[蛍光ターレット]ボタンのサブ画面） 

 
 

（[シャッター]ボタンのサブ画面） 

 
 

シャッター開状態 

 

シャッター閉状態 
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1.6  落射照明用シャッターを一度に開閉させる   

 

落射照明用の以下のシャッターを一度に開閉させます。 

 電動 HG プリセンターファイバー光源の内蔵のシャッター 

 EPI 電動シャッター 

 電動蛍光キューブターレットの内蔵シャッター（2 段重ねている場合は 2 段とも） 

この操作には[シャッター EPI ALL]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

操作の対象となるシャッターが少なくとも 1 つ装着されていることが必要です。 

 

[シャッターEPI ALL]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 ・ デフォルトで[シャッター]ボタンのサブ

画面に表示 

・ 設定により単独表示可 

Ni-U デフォルトで表示 ・ デフォルトで[シャッター]ボタンのサブ

画面に表示 

・ 設定により単独表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 
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[操作方法] 

(1) [シャッター]ボタンを押す 

（[シャッター EPI ALL]ボタンが表示されている場合はこ

の操作は不要です。次の手順に進んでください。） 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) [シャッター EPI ALL]ボタンを押してシャッターを開閉させ

る 

[シャッター EPI ALL]ボタンを押すたびに、落射照明用のシ

ャッターが一度に開閉します。 

 

落射照明用のシャッターを個別に開閉させた場合、いずれか1

つでも閉じていれば[シャッター EPI ALL]ボタンの表示はシ

ャッター閉状態になります。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

シャッター開状態 

 

シャッター閉状態 
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1.7  励起フィルターを切り替える（電動励起フィルターホイール）   

 

電動励起フィルターホイールを回転させて励起フィルターを切り替えるには、[励起ホイール]ボタンまたは[励起フィルター（番

地）]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動励起フィルターホイールが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

  励起フィルター切替え時の注意 

励起フィルターを切り替える途中でフィルターが入っていない中空の番地を通過すると、光学部材の配置によっては、

観察側に強い光が入り、まぶしいことがあります。また、標本に不必要に照明光を照射させないためにも、励起フィル

ターを切り替えるときは、落射照明用シャッターを閉じることをお勧めします。 

 
  

[励起ホイール]ボタンによる操作 

 

[励起ホイール]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [励起ホイール]ボタンを押す [顕微鏡制御]画面 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

現在光路に入っているホイール番地 

励起フィルター名称 
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(2) 使用したい励起フィルターのボタンを押す 

励起フィルターが切り替わります。現在選択されている励起

フィルターのボタンには青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 
  

[励起フィルター（番地）]ボタンによる直接操作 

 

[励起フィルター（番地）]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により表示可 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

[励起フィルター（番地）]ボタンを押す 

励起フィルターが切り替わります。現在選択されている励起

フィルターのボタンには青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 
 

ホイール番地 

励起フィルター名称 

ホイール番地 

励起フィルター名称 

ホイール番地 

励起フィルター名称 

励起フィルター名称 

ホイール番地 
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1.8  吸収フィルターを切り替える（電動吸収フィルターホイール）   

 

電動吸収フィルターホイールを回転させて励起フィルターを切り替えるには、[吸収ホイール]ボタンまたは[吸収フィルター（番

地）]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動吸収フィルターホイールが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 
  

[吸収ホイール]ボタンによる操作 

 

[吸収ホイール]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [吸収ホイール]ボタンを押す 

 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

(2) 使用したい吸収フィルターのボタンを押す 

吸収フィルターが切り替わります。現在選択されている吸収

フィルターのボタンには青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 
 

現在光路に入っている

ホイール番地 

吸収フィルター名称 

吸収フィルター名称 

ホイール番地 

ホイール番地 

吸収フィルター名称
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[吸収フィルター（番地）]ボタンによる直接操作 

 

[吸収フィルター（番地）]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により表示可 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

[吸収フィルター（番地）]ボタンを押す 

吸収フィルターが切り替わります。現在選択されている吸収

フィルターのボタンには青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

1.9  コンデンサーモジュールを切り替える（電動ユニバーサルコンデンサー）  

 

電動ユニバーサルコンデンサーのコンデンサーモジュールを切り替えるには、[コンデンサー]ボタンまたは[コンデンサーモジ

ュール（番地）]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動ユニバーサルコンデンサーが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

 
  

[コンデンサー]ボタンによる操作 

 

[コンデンサー]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 デフォルトで表示 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

ホイール番地 

吸収フィルター名称 

吸収フィルター名称 

ホイール番地 
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[操作方法] 

(1) [コンデンサー]ボタンを押す 

 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

(2) 使用したいコンデンサーモジュールのボタンを押す 

コンデンサーモジュールが切り替わります。現在選択されて

いるコンデンサーモジュールのボタンには青い枠が表示され

ます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 
  

[コンデンサーモジュール（番地）]ボタンによる直接操作 

 

[コンデンサーモジュール（番地）]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により表示可 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

現在光路に入っている 

ターレット番地 

コンデンサーモジュール名称 

ターレット番地 

コンデンサーモジュール名称 

コンデンサーモジュール名称 

ターレット番地 
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[操作方法] 

[コンデンサーモジュール（番地）]ボタンを押す 

コンデンサーモジュールが切り替わります。現在選択されて

いるコンデンサーモジュールのボタンには青い枠が表示され

ます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

 

 

1.10  透過開口絞りを調整する（電動ユニバーサルコンデンサー）   

 

電動ユニバーサルコンデンサーの開口絞りを調整するには、[開口絞り]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動ユニバーサルコンデンサーが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

[開口絞り]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [開口絞り]ボタンを押す [顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

ターレット番地 

コンデンサーモジュール名称 

コンデンサーモジュール名称 

ターレット番地 

現在の開口絞り径
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(2) スライダーを操作して開口絞り径を調整する [顕微鏡制御]画面 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

1.11  コンデンサートップレンズをはねのける（電動ハネノケコンデンサー）  

 

電動ハネノケコンデンサーのトップレンズをはねのけるには、[コンデンサー]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動ハネノケコンデンサーが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

[コンデンサー]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ci-E - 表示（変更不可） 

 

[操作方法] 

[コンデンサー]ボタンを押してトップレンズの状態を切り替える 

ボタンを押すたびにトップレンズの状態が切り替わります 

[顕微鏡制御]画面 

トップレンズが光路に入っている状態 

 

 

トップレンズをはねのけた状態 

 

 

 
 

現在の開口絞り径
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1.12  電動 HG プリセンターファイバー光源（インテンシライト）を操作する  

 

電動 HG プリセンターファイバー光源（インテンシライト）に内蔵されたシャッターを開閉させるには、[シャッターINTSL]

ボタンを使用します。 

電動 HG プリセンターファイバー光源に内蔵された ND を切り替えるには、[インテンシライト]ボタンまたは[インテンシライ

ト（ND 番号）]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動 HG プリセンターファイバー光源が装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

1.12.1  電動 HG プリセンターファイバー光源の内蔵シャッターを開閉させる 

 

[シャッターINTSL]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 ・デフォルトで[インテンシライト]

ボタンのサブ画面と[シャッター]

ボタンのサブ画面に表示 

・設定により単独表示可 

Ni-U デフォルトで表示 ・デフォルトで[インテンシライト]

ボタンのサブ画面と[シャッター]

ボタンのサブ画面に表示 

・設定により単独表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 
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[操作方法] 

(1) [インテンシライト]または[シャッター]ボタンを押す 

（[シャッター INTSL]ボタンが表示されている場合はこの

操作は不要です。次の手順に進んでください。） 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) [シャッター INTSL]ボタンを押す 

ボタンを押すたびにシャッターが開閉します。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

（[インテンシライト]ボタンのサブ画面） 

 

（[シャッター]ボタンのサブ画面） 

 

 

シャッター開状態 

 

シャッター閉状態 
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1.12.2  電動 HG プリセンターファイバー光源の ND を切り替える 

 
  

[インテンシライト]ボタンによる操作 

 

[インテンシライト]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 デフォルトで表示 

Ni-U デフォルトで表示 デフォルトで表示 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [インテンシライト]ボタンを押す 

 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

(2) 使用したい ND のボタンを押す 

ND が切り替わります。現在選択されている ND のボタンに

は青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 
  

[インテンシライト（ND 番号）]ボタンによる直接操作 

 

[インテンシライト（ND 番号）]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により表示可 設定により表示可 

Ni-U 設定により表示可 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

ND の番号 

ND の番号 

現在の ND の番号 



第 5 章 目的別操作 

1-59 

目
的
別
操
作 

[操作方法] 

[インテンシライト（ND 番号）]ボタンを押す 

ND が切り替わります。現在選択されている ND のボタンに

は青い枠が表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

1.13  透過照明用 ND フィルターを調整する（電動 ND フィルターホイール）  

 

電動 ND フィルターホイールの ND フィルター透過率を調整するには、[ND ホイール]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動 ND フィルターホイールが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

[ND ホイール]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [ND ホイール]ボタンを押す 

 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

ND の番号 

ND の番号 

現在の ND フィルター

透過率 
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(2) スライダーを操作して透過率を調整する [顕微鏡制御]画面 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

 

1.14  透過照明用ランプ/LED を調整する   

 

透過照明用ランプ/LED の制御権を切り替えて、ON/OFF を切り替えたり、明るさを調整したりするには、[ランプ]/[LED]ボ

タンを使用します。 

 

  透過照明用ランプ/LED の制御権 

DS-L3 から透過照明用ランプ/LED を制御するには、制御権を顕微鏡から DS-L3 側に切り替える必要があります。

DS-L3 に制御権がない場合、ボタンはグレー表示され、操作できません。制御権が DS-L3 にあるときは、PC からも

透過照明用ランプ/LED を制御することができます。また透過照明用ランプ/LED の制御権は、顕微鏡本機の電源を切る

と顕微鏡本機に戻ります。 

 

[ランプ]/[LED]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 

（[ランプ CTRL]、[調光]、[ランプ

ON/OFF]ボタンを展開して表示） 

デフォルトで表示 

Ni-U デフォルトで表示 

（[ランプ CTRL]、[調光]、[ランプ

ON/OFF]ボタンを展開して表示） 

デフォルトで表示 

Ci-E - 表示（変更不可） 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 
 

現在の ND フィルター

透過率 
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1.14.1  透過照明用ランプ/LED の制御権を切り替える 

 

[操作方法] 

(1) [ランプ]/[LED]ボタンを押す 

（[顕微鏡制御]画面ではこの操作は不要です。次の手順に進

んでください。） 

以下の画面は Ni-E/Ni-U のものです。Ci-E では[ランプ]では

なく[LED]と表示されます。 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) [ランプ CTRL]/[LED CTRL]ボタンを押して制御権を切り

替える 

[ランプ CTRL]/[LED CTRL]ボタンを押すたびに、制御権が

顕微鏡と DS-L3 の間を切り替わります。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

DS-L3 に制御権がない状態 

 

DS-L3 に制御権がある状態 
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1.14.2  透過照明用ランプ／LED を点灯／消灯させる 

 

[操作方法] 

(1) [ランプ]/[LED]ボタンを押す 

（[顕微鏡制御]画面ではこの操作は不要です。次の手順に進

んでください。） 

以下の画面は Ni-E/Ni-U のものです。Ci-E では[ランプ]では

なく[LED]と表示されます。 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) [ ラ ン プ ON/OFF]/[LED ON/OFF] ボ タ ン を 押 し て

ON/OFF を切り替える 

[ランプ ON/OFF]/[LED ON/OFF]ボタンを押すたびに、ラ

ンプ/LED の ON/OFF が切り替わります。 

（ランプ/LED の制御権が DS-L3 側に設定されていること

が必要です。制御権については本章の「1.14.1 透過照明用

ランプ/LED の制御権を切り替える」を参照してください。）

[顕微鏡制御]画面 

   

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 

1.14.3  透過照明用ランプ／LED の明るさを調整する 

 

[操作方法] 

(1) （[顕微鏡制御]画面の場合）[調光]ボタンを押す 

（[カメラ・顕微鏡制御]画面の場合）[ランプ]/[LED]ボタン

を押す 

以下の画面は Ni-E/Ni-U のものです。Ci-E では[ランプ]では

なく[LED]と表示されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) スライダーを操作して明るさを調整する 

（ランプ/LED の制御権が DS-L3 側に設定されていること

が必要です。制御権については本章の「1.14.1 透過照明用

ランプ/LED の制御権を切り替える」を参照してください。）

[顕微鏡制御]画面 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 
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  色の再現性を重視する場合（Ni-E、Ni-U のみ）

Ni-E、Ni-U では、ランプ電圧を調整すると照明の色味が変わ

ります。色の再現性が重要な場合は、[PHOTO]ボタンを押す

と、ランプ電圧を最も色再現性の良い電圧に調整することがで

きます（[PHOTO]ボタンが黄色になります。スライダー上の

黄色い指標は動きません）。この場合、明るさの調整が必要な

ときは ND フィルターを使用してください。 

[PHOTO]ボタン 

 

 

 

1.15  透過視野絞りを調整する   

 

顕微鏡本機の透過視野絞りを調整するには、[視野絞り]ボタンを使用します。 

 

[視野絞り]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 デフォルトで表示 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [視野絞り]ボタンを押す 

 

[顕微鏡制御]画面 

 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) スライダーを操作して視野絞り径を調整する [顕微鏡制御]画面 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

 
 

現在の視野絞り径

現在の視野絞り径
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1.16  EPI／DIA／AUX 電動シャッターを開閉させる   

 

顕微鏡に装着された電動シャッターを開閉させるには、[シャッターEPI/DIA/AUX]ボタンを使用します。 

 

  電動操作の条件 

顕微鏡に電動シャッターが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

[シャッターEPI/DIA/AUX]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 ・デフォルトで[シャッター]ボタンの

サブ画面に表示 

・設定により単独表示可 

Ni-U デフォルトで表示 ・デフォルトで[シャッター]ボタンの

サブ画面に表示 

・設定により単独表示可 

（EPI、DIA、AUX のうち、接続設定が行われているボタンが表示されます。電動シャッターの接続設定については 6 章の「3.2 

電動シャッターの接続を設定する」を参照してください。 

ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

 

[操作方法] 

(1) [シャッター]ボタンを押す 

[シャッターEPI/DIA/AUX]ボタンが表示されている場合は

この操作は不要です。次の手順に進んでください。） 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) [シャッターEPI/DIA/AUX]ボタンを押してシャッターを開

閉させる 

[シャッターEPI/DIA/AUX]ボタンを押すたびに、シャッター

が開閉します。 

シャッター開状態 

     

シャッター閉状態 
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1.17  顕微鏡からキャプチャートリガー信号を出力する   
 

顕微鏡の DSC コネクターからキャプチャートリガー信号を出力することができます。 

本操作を行うためにはあらかじめ DSC コネクターに接続されたデジタルカメラについての設定が必要です。6 章の「3.1 デジ

タルカメラの接続を設定する」を参照してください。 

露光時間など撮影に関する設定は、デジタルカメラのコントローラーで別途行う必要があります。 

 

  DS-L3 から可能な 2 種類のキャプチャー操作 

DS-L3 から可能なキャプチャー操作には 2 種類あり、操作

方法が異なります。 

 顕微鏡からのキャプチャートリガー信号の出力（Ni-E、

Ni-U のみ）（本項で説明） 

[顕微鏡制御]画面または[カメラ・顕微鏡制御]画面の[キ

ャプチャーFRONT/LEFT/RIGHT/AUX]ボタンで行い

ます。これらのボタンを押すと、設定により DSC コネク

ター（Ni-E の場合は DSC1 または DSC2 コネクター）

からキャプチャートリガー信号が出力され、その先に接

続されたカメラコントロールユニットでキャプチャーが

行われます。この操作を行うためには、[装置接続]画面

で接続の設定を行う必要があります。（顕微鏡本機の

DSC コネクターからのカメラトリガーケーブルが本

DS-L3 に接続されている場合は、本 DS-L3 がキャプチ

ャーを行います。） 

 本 DS-L3 が直接コントロールしているデジタルカメラ

でのキャプチャー操作（詳しくは別冊「カメラ操作編」

を参照してください） 

[カメラ・顕微鏡制御]画面の上部にある[キャプチャー]

ボタン、またはカメラ制御画面の[キャプチャー]ボタン

で行います。これらのボタンを押すと、本 DS-L3 に DS

カメラケーブルで直接接続されているカメラヘッドがキ

ャプチャーを行います。[装置接続]画面で接続の設定を

行う必要はありません。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[キャプチャーFRONT/LEFT/RIGHT/AUX]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により表示可 設定により表示可（画面下部に表示され

る[キャプチャー]ボタンのサブ画面） 

Ni-U 設定により表示可 設定により表示可（画面下部に表示され

る[キャプチャー]ボタンのサブ画面） 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [キャプチャー]ボタンを押す 

（[顕微鏡制御]画面ではこの操作は不要です。次の手順に進

んでください。） 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

(2) [キャプチャー FRONT/LEFT/RIGHT/AUX]ボタンを押す

顕微鏡の DSC コネクターからキャプチャートリガー信号が

出力されます。     
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  キャプチャートリガー信号出力時に他の電動装置を連動させる（Ni-E のみ） 

Ni-E を使用していて、顕微鏡本機の CAPTURE ボタンまたは DS-L3 の[キャプチャーFRONT/LEFT/RIGHT/AUX]

ボタンを押すことによってキャプチャートリガー信号を送る場合、自動的に下記の動作を行うように設定することがで

きます。 

 電動傾角四眼鏡筒の光路切替え 

 電動蛍光キューブターレットのフィルターキューブ切替え 

詳細と設定方法については 6 章の「5.1.7 キャプチャーコマンド送信／トリガー信号出力時の連動動作を設定する」を

参照してください。[顕微鏡制御]画面では、画面上部の[LINK]ボタンを押すと設定画面に直接移動することができます。

 

 

1.18  上下動部、電動 XY ステージを操作する   

 

上下動部の位置表示のゼロリセット、上下動部の退避、電動 XY ステージの標本取外し位置への移動を行います。DS-L3 を操

作して上下動部や XY ステージを任意の位置に移動することはできません。 

 

[Z-axis RESET]、[ESCAPE]、[標本取出し位置]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E [XYZ]ボタンのサブ画面に表

示（変更不可） 

・ 設定により[XYZ]ボタンのサ

ブ画面に表示 

・ 設定により単独表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

 

1.18.1  Z 軸位置の表示をゼロリセットする 

 

DS-L3 画面に表示されている上下動部の位置をゼロリセットし、現在の位置を 0.000μm に設定します。顕微鏡本機の表示パ

ネルの表示も同様にゼロリセットされます。 

 

[操作方法] 

(1) Z 軸表示のゼロ位置として設定したい位置に上下動部を移動

させる 

 

(2) [XYZ]ボタンを押す 

（[カメラ・顕微鏡制御]画面で[Z-axis RESET]ボタンが表示

されている場合はこの操作は不要です。次の手順に進んでく

ださい。） 

 

 

(3) [Z-axis RESET]ボタンを押す 

現在の上下動部の位置を 0.000μm として表示します。 

[顕微鏡制御]画面 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 
 



第 5 章 目的別操作 

1-67 

目
的
別
操
作 

1.18.2  上下動部を退避させる 

 

[操作方法] 

(1) [XYZ]ボタンを押す 

（[カメラ・顕微鏡制御]画面で[ESCAPE]ボタンが表示され

ている場合はこの操作は不要です。次の手順に進んでくださ

い。） 
 

(2) [ESCAPE]ボタンを押す 

上下動部が[上下動部退避量]で指定された位置に移動し、退避

状態になります。上下動部退避量については 6 章の「5.2 上

下動部の退避量を設定する」を参照してください。 

退避状態では下記の操作が無効になります： 

• 顕微鏡本機、エルゴコントローラー、および 

ジョイスティックのフォーカスハンドル 

• [標本取外し位置]ボタン 

また[顕微鏡制御]画面の Z 座標の表示が点滅します。 

 

もう一度押すと元の位置に戻ります 

退避状態は解除され、フォーカスハンドルと[標本取外し位置]

ボタンが有効になります。 

[顕微鏡制御]画面 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 
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1.18.3  上下動部を退避させ、ステージを標本取外し位置に移動する 

 

  必要な電動装置 

顕微鏡に電動 XY ステージが装着されていない場合、以下の操作を行うことはできません。 

 

[操作方法] 

(1) [XYZ]ボタンを押す 

（[カメラ・顕微鏡制御]画面で[ESCAPE]ボタンが表示され

ている場合はこの操作は不要です。次の手順に進んでくださ

い。） 

 

 

(2) [標本取外し位置]ボタンを押す 

上下動部が[上下動部退避量]で指定されただけ移動します。ま

た電動 XY ステージが手前側のソフトウェア制限位置に移動

します。 

 

上下動部退避量については 6 章の「5.2 上下動部の退避量を

設定する」を参照してください。 

ソフトウェア制限については 6 章の「6.4 ソフトウェア制限

を設定する」を参照してください。 

標本取外し位置に移動した状態では下記の操作が無効になり

ます： 

• 顕微鏡本機、エルゴコントローラー、およびジョイスティ

ックのフォーカスハンドル 

• エルゴコントローラーまたはジョイスティックによる XY

方向の移動 

• [ESCAPE]ボタン 

また[顕微鏡制御]画面の X、Y、Z 座標の表示が点滅します。

 

もう一度押すと電動 XY ステージのみ元の位置に戻り、エル

ゴコントローラー、ジョイスティックによる XY 方向の移動

が有効になります。 

上下動部は元の位置に戻りませんが、退避状態は解除され、

フォーカスハンドルが有効になります。また、[ESCAPE]ボ

タンが有効になります。 

[顕微鏡制御]画面 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 
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2  MODE 機能を使用する   

 

MODE 機能は、検鏡状態（電動装置の位置や状態）を顕微鏡内のメモリーに記憶しておき、後で 1 回のボタン操作によりそれ

を再現する機能です。1 つの検鏡状態を 1 つの MODE として記憶します。MODE は 8 つまで記憶することができ、それぞれ

に最大 4 文字の名前を付けることができます。どの電動装置を再現の対象とするかは MODE ごとに設定します。MODE は Ni-E

顕微鏡本機の MODE ボタンでも再現することができます。 

 

2.1  対象とする電動装置のセットを登録する／変更する 

 

MODE 機能を使うためには、どの電動装置を再現の対象とするかをあらかじめ選択しておきます。 

MODE 機能で状態を記憶／再現することができる電動装置は下記のとおりです。 

 

設定項目 記憶する対象 

[コンデンサー]（Ni-E のみ） 電動ユニバーサルコンデンサーで光路に入っているコンデンサーモジュール 

[蛍光ターレット] 電動蛍光キューブターレットで光路に入っている蛍光フィルターキューブ 

[FL[シャッター]] 電動蛍光キューブターレットの内蔵シャッターの開閉状態 

[蛍光ターレット 2]（Ni-E のみ） 電動蛍光キューブターレット（2 段目）で光路に入っている蛍光キューブ 

[FL2[シャッター]]（Ni-E のみ） 電動蛍光キューブターレット（2 段目）の内蔵シャッターの開閉状態 

[励起ホイール]（Ni-E のみ） 電動励起フィルターホイールで光路に入っている励起フィルター 

[吸収ホイール]（Ni-E のみ） 電動吸収フィルターホイールで光路に入っている吸収フィルター 

[光路]（Ni-E のみ） 電動傾角四眼鏡筒の光路 

[上下動部]（Ni-E のみ） 上下動部の位置※1 

[EPI/DIA/AUX シャッター] EPI/DIA/AUX 電動シャッターの開閉状態 

[ランプ] 透過照明ランプの ON/OFF 

[INTSL[シャッター]] 電動 HG プリセンターファイバー光源の内蔵シャッターの開閉状態 

[ランプ調光] 透過照明用ランプの電圧 

[インテンシライト] 電動 HG プリセンターファイバー光源の ND 

[開口絞り] 電動ユニバーサルコンデンサーの透過開口絞り径 

[視野絞り]（Ni-E のみ） 透過視野絞り径 

[ズーム]（Ni-E のみ） 電動 DSC ズームポートのズーム倍率 

[ND ホイール]（Ni-E のみ） 電動 ND フィルターの ND フィルター透過率 

※1 Ni-E 顕微鏡本機の上下動部は、標本への対物レンズの接触を避けるため、顕微鏡本機の電源を OFF にして再度 ON にす

ると自動的に非対象になります。 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[MODE 機能]  

(1) 使用したい MODE 番号のボタンを押す 

(2) （新規に登録する場合） 

[追加]ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

 

（すでに登録されている MODE の対象電動装置を変更する

場合） 

[修正]ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

 

追加や修正をやめるときは[NO]ボタンを押します。 

(3) [入力]ボタンを押して、必要に応じて MODE の名前を入力

後、[ENTER]ボタンを押す 

MODE の名前は最大 4 文字です。デフォルトの名前は[MD1]

～[MD8]です。 

 

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

[SHIFT]ボタンを押すと、アルファベットの大文字／小文字

が切り替わります。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 
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(4) [NEXT]ボタンを押す 

(5) どの電動装置を再現の対象とするかを選択する 

ボタンを押すたびに再現する／しないが切り替わります。装

着していない電動装置のボタンは無効です。 

 

前の画面に戻るときは[BACK]ボタンを押します。 



第 5 章 目的別操作 

1-72 

目
的
別
操
作 

(6) OK ボタンを押す 

[MODE 機能]画面に戻ります。 

 

 

  対象の装置を変更した場合 

再現の対象とする電動装置を変更した場合は、対象となるすべ

ての電動装置の状態を調整したうえで、[記憶]ボタンを押して

現在位置を記憶し直してください。現在位置を記憶する方法に

ついては、本章「2.2 電動装置の状態を MODE として記憶す

る／MODE の記憶を更新する」を参照してください。 

選択されていた電動装置を一旦再現の対象から解除し、再度再

現対象に設定した場合や、一旦 MODE を削除した後に同じ番

号に再度登録する場合は、本操作を行わないと、前回記憶した

ときの位置の記憶が復活します。 

  
 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については 6 章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

 

2.2  電動装置の状態を MODE として記憶する／MODE の記憶を更新する 

 

現在の顕微鏡の状態を MODE として記憶する、あるいは過去に記憶した電動装置の状態を現在の状態で上書き更新するには、

[記憶]ボタンを使用します。 

 

  対象とする電動装置のセットをあらかじめ登録しておく必要があります 

電動装置の状態を MODE として記憶するには、どの電動装置を再現の対象とするかをあらかじめ設定しておく必要があ

ります。設定方法については本章「2.1 対象とする電動装置のセットを登録する／変更する」を参照してください。 

 

[記憶]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 設定により表示可 

Ni-U デフォルトで表示 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 
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[操作方法] 

(1) [記憶]ボタンを押す 

 

(2) 保存先の MODE 番号のボタンを押す 

対象として設定されている電動装置について、現在の状態が

MODE として保存されます。 

 

このとき、電動装置が正しい位置で停止していない場合、そ

の電動装置は自動的に再現の対象から除外されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 

  [MODE 機能]画面の[記憶]ボタン 

MODE の対象とする電動装置のセットを登録すると、[セット

アップメニュー]の[MODE 機能]画面にも[記憶]ボタンが表示

されます。このボタンを押すことによって MODE を保存する

ことも可能です。 

 

 

  記憶した MODE の確認 

各電動装置がどの状態で記憶されているかを確認するには、対

象電動装置の選択画面を開きます（[セットアップメニュー]の

[MODE 機能]画面で、MODE 番号のボタンを押した後、[修正]

ボタンを押して、対象電動装置を選択する画面まで進みます）。

各電動装置のボタン上に、記憶された状態が表示されます。

ランプの調光については、状態が記憶されている場合に[Set]

と表示されます。 

また、工場出荷時、および装着されていない電動装置の場合は、

ボタン上に[-]が表示されます。 

[CANCEL]ボタンを押すと[MODE 機能]画面に戻ります。
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2.3  MODE を再現する 

 

あらかじめ記憶した MODE を再現するには、[再現]ボタンまたは[再現（MODE 番号）]ボタンを使用します。 

（MODE の記憶については本章「2.2 電動装置の状態を MODE として記憶する／記憶を更新する」を参照してください。） 

 
  

[再現]ボタンによる操作 

 

[再現]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E デフォルトで表示 デフォルトで表示 

Ni-U デフォルトで表示 デフォルトで表示 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

(1) [再現]ボタンを押す 

 

 

(2) 再現したい MODE 番号のボタンを押す 

MODE の状態が再現されます。 

[顕微鏡制御]画面 

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面 

 
 

 
  

[再現（MODE 番号）]ボタンによる直接操作 

 

[再現（MODE 番号）]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により表示可 設定により表示可 

Ni-U 設定により表示可 設定により表示可 

（ボタンの表示／非表示の切替えについては、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照してください。） 

 

[操作方法] 

[再現]ボタンを押す 

MODE の状態が再現されます。 
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2.4  MODE を削除する 

 

使用しない MODE を削除します。MODE の削除を行うと、その MODE の名前はデフォルトの[MD（1～8）]に戻り、すべて

の電動装置が再現の対象外になります。 

 

  MODE を削除しても電動装置の状態の記憶は削除されません 

MODE の削除を行うと、その MODE のすべての電動装置が再現の対象から除外されます。ただし、電動装置の状態の

記憶は顕微鏡内部のメモリーに残っています。したがって、新たに同じ MODE 番号で MODE を設定する場合には、対

象となるすべての電動装置の状態を調整したうえで、[記憶]ボタンを押して現在位置を記憶し直してください。本操作

を行わないと、前回記憶したときの位置の記憶が復活します。 

現在位置を記憶する方法については、本章「2.2 電動装置の状態を MODE として記憶する／MODE の記憶を更新する」

を参照してください。 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[MODE 機能]  

(1) 削除したい MODE 番号のボタンを押す 

(2) [削除]ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

MODE の設定が削除されます。 

 

削除をやめるときは[NO]ボタンを押します。 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については 6 章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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3  スリープ状態にする（ノイズ低減）   

 

ノイズの発生を低減するために電動装置への電源供給を停止するには、[SLEEP]ボタンを使用します。 

スリープ状態では行えない操作については、Ni-E 使用説明書の「操作編」を参照してください。 

 

[SLEEP]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 [カメラ・顕微鏡制御]画面 

Ni-E 設定により画面上部に表示可 設定により表示可 

（[SLEEP]ボタンは設定で表示/非表示の切替えができます。[顕微鏡制御]画面に[SLEEP]ボタンが表示されていない場合は、

6 章の「4.1.2 [SLEEP]ボタンを表示する/非表示にする」を参照してください。[カメラ・顕微鏡制御]画面で[SLEEP]ボタン

を表示させる場合は、6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参照して[SLEEP]ボタンを配置したうえで、6 章

の「4.1.2 [SLEEP]ボタンを表示する／非表示にする」を参照して表示を ON にしてください。） 

 

[操作方法] 

[SLEEP]ボタンを押す 

ボタンを押すたびに通常状態／スリープ状態が切り替わりま

す。 

 

通常状態  

 

スリープ状態 

 

 

 

 

4  [顕微鏡制御]画面の背景色を変更する   

 

[顕微鏡制御]画面の背景の色を変更します。 

作業環境に合わせて 4 色（薄いグレー、グレー、濃いグレー、青）から選択することができます。デフォルトの背景色は薄い

グレーです。 

背景色の設定は保存されません。DS-L3 の電源を切ると、次に起動したときにはデフォルトの状態に戻ります。 

 

[背景色]ボタンの表示 

 [顕微鏡制御]画面 

Ni-E 画面上部に表示（変更不可） 

Ni-U 画面上部に表示（変更不可） 

 

[操作方法] 

[背景色]ボタンを押す 

ボタンを押すたびに、背景色が薄いグレー、グレー、濃いグ

レー、青の順に切り替わります。 
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5  モニター上で位置を指定して電動 XY ステージを操作する   

 

DS-L3 モニター上でライブ画像をタッチ（またはマウスでクリック）することにより、その位置がモニターの中央に表示され

るように電動 XY ステージを移動させることができます。 

本機能を使用するには、事前にセットアップメニューの[その他機能]画面で本機能を有効にする必要があります。 

 

5.1  モニターでの位置指定による XY 移動を有効にする 

 

  設定の条件 

この機能を使用するには、電動（または状態検出）レボルバーと電動 XY ステージが装着されている必要があります。

 

設定項目 設定値 説明 

[許可] ON 画像上でタッチ（またはマウスでクリック）することにより位置を指定す

ると、その位置をモニターの中央に表示するように電動 XY ステージが移

動する 

 OFF（デフォルト） 画像上での位置指定による XY ステージの移動を行わない 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[その他機能]  

[XY ステージ制御]の[許可]ボタンを押して ON/OFF を切り替える

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を DS-L3 のメモリーに保存してください。保存しない

で DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については 6 章の「1 設定を一括保存する（[メイン]画

面）」を参照してください。 
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5.2  位置を指定して電動 XY ステージを操作する 

 

ライブ画像が画面に表示されている状態で、画面の中央に表示したい箇所をタッチ（またはマウスでクリック）します。 

 

この操作で XY ステージを移動させるには、下記の条件を満たす必要があります： 

 画面にライブ画像が表示されていること。 

次の場合は本機能を使用できません。 

・ 静止画像または再生画像が表示されているか、2 画面表示になっている 

・ エラーや確認メッセージが表示されている 

・ スキャンラージイメージ機能が実行中のとき 

・ DS-L3 が待機状態（ブラックアウト）のとき 

カメラ制御画面では、上記のほか、次の場合に本機能を使用できません。 

・ [カメラメニュー]のサブメニューが表示されている 

・ [ツールバー]でいずれかの機能が選択されている（機能が選択されていると、その機能のボタンは枠が青色で表示され

ます） 

・ カメラのセットアップメニューが表示されている 

 電動傾角四眼鏡筒を装着している場合は、光路が[FRONT]または[REAR]になっていること。 

光路が[BINO]の場合、本機能は使用できません。 

光路が[BINO]の状態で画面をタッチ（またはマウスでクリック）すると、「XY ステージ制御 光路は[FRONT]または

[REAR]を選択してください。」というメッセージが表示されます。 

手動鏡筒を装着している場合は、光路がどの方向になっていても使用できます。 

     

 

[カメラ・顕微鏡制御]画面や[顕微鏡情報]画面が表示されていても、ライブ画像が表示されている部分をタッチすると XY ステー

ジを操作することができます。 
 

  正しく動作させるための条件 

XY ステージを正しく動作させるためには、キャリブレーションの設定が正しく行われ、カメラヘッドが正しい方向に取

り付けられている必要があります。正しく動作しない場合は以下を確認してください。 

 対物レンズの情報が設定されていること。 

 6 章の「2.1 対物レンズの情報を設定する 」を参照してください。 

 キャリブレーションの設定が登録されていること。 

「カメラ操作編」11 章の「11.2.4 キャリブレーション設定を登録する」を参照してください。（キャリブレー

ションのモードとして[オプチカル]を選択して顕微鏡に登録されている対物レンズの情報を使用する場合も、リ

レーレンズの倍率を入力し、[保存]ボタンを押す必要があります。） 

 カメラヘッドの取り付け方向が正しいこと。 

 手動 DSC ズームポートを装着している場合、ズーム倍率が 1.0x になっていること。 

 電動 DSC ズームポートが装着されている場合以外は、ズーム倍率を 1.0x とみなして移動距離を算出します。 

 
 

電動 XY ステージ

動作 

中央に表示したい箇

所をタッチ、または

マウスでクリック 

指定した箇所

を中央に表示
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  タスクバーのボタンの近くを指定する場合 

タスクバーのボタン（[顕微鏡]/[カメラ・顕微鏡]/[顕微鏡情報]/[セットアップ]/[▼]）に隣接する部分でタッチ（また

はクリック）すると、ボタンが押されたものと認識されますのでご注意ください。（マウスをお使いの場合は、タスク

バーのボタン枠が黄色になっている状態でクリックすると、ボタンが押されたものと認識されます。） 

タスクバーのボタン近くを画面中央に移動したい場合は、2 回の移動に分けて操作してください。 

 

  連写実行中の XY ステージ操作 

連写実行中でも、ライブ画像が表示されている部分をタッチ（またはマウスでクリック）すると XY ステージが移動し

ます。 
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6  
NIS-Elements ソフトウェアを使用してスキャンラージイメージ機能を 

実行する   

 

スキャンラージイメージ機能は、画像を分割してキャプチャーし、キャプチャーした画像を貼り合わせることで、広視野・高解

像の画像を取得する機能です。 

本機能を使用するには、顕微鏡システムの構成が本機能（画像のキャプチャーと貼合せ）に適したものであることを確認し、事

前に Ni-E 顕微鏡の設定および NIS-Elements の設定を行う必要があります。また、前述の事前設定のほかに、NIS-Elements

でスキャン条件やファイル保存設定を行う必要があります。その後、スキャンエリアを設定し、スキャンを開始します。スキャ

ンの実行は、NIS-Elements が行います。 

スキャンエリアの設定およびスキャンの開始には、3 つの方法があります（下表）。NIS-Elements で操作モードを選択してく

ださい。 

本書では、3 つの操作モードのうち、DS-L3 モードおよび Ni-E モードについて説明します。NIS-Elements を使用する手順

については、別冊「カメラ操作編」の「14.3 「NIS-Elements」を使用して DS-L3 にアクセスする」を参照してください。 
 

操作モード スキャンエリア設定の方法 

NIS-Elements モード NIS-Elements 上でスキャンエリアを設定し、スキャンを開始します。操作方法については、

NIS-Elements のオンラインヘルプを参照してください。 

DS-L3 モード DS-L3 のモニター上で画像（マクロ画像※、ライブ画像）を見ながらスキャンエリアを設定し、

スキャンを開始します。 

Ni-E モード Ni-E 顕微鏡の接眼部で観察しながらスキャンエリアを設定し、スキャンを開始します。DS-L3

からスキャンエリアを設定したりスキャンを開始することはできません。 

※ マクロ画像とは、低倍対物レンズで撮影した画像です。 

 

  スキャンラージイメージ機能の動作条件 

本機能を使用する前に、以下の動作条件が整っていることをご確認ください。 

PC 環境： 

 NIS-Elements AR/BR/D（Ver.4.10 以降）がインストールされていること。 

顕微鏡システムの構成： 

 顕微鏡本機が Ni-E であること。 

 電動レボルバーが接続されていること。 

 電動 XY ステージが接続されていること。 

 エルゴコントローラーまたはジョイスティックコントローラーが接続されていること。 
 

IN

ND
8

ND
32

NCB
11

OUT

1 2

A

F. STOP

A. STOP

EX. ADJ

2
3

4
5 6

1

1
O

2

3

4

5

6

7

8

50

60
70

Coarse

Fine

+Y

+X-X

-Y

Ex Fine

Coarse

Fine

Ex Fine

Z Speed

XY Speed
Constant Speed

Z Speed
FL Block 1 OBJ

PFS L100/E100 INTSL

XY Speed

  

① 電動レボルバー 

② 電動 XY ステージ 

① 

② 

PC（NIS-Elements） DS-L3 

Ni-E 顕微鏡 

＋ 

または 

エルゴコントローラー 

ジョイスティックコントローラー 
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6.1  操作のフロー 

 

スキャンラージイメージ機能は、以下の流れで操作します。 

 

1  
Ni-E 顕微鏡の設定と NIS-Elements の設定を行います。 

⇒ 6.2 事前設定（1-81 ページ） 

  
 

 

2  
NIS-Elements でスキャン条件の設定を行います。 

⇒ 6.3 スキャン条件とファイル保存の設定（1-83 ページ） 

  
 

 

3  
NIS-Elements から DS-L3 モードまたは Ni-E モードを起動します。 

⇒ 6.4 DS-L3 モード／Ni-E モードの起動と終了（1-84 ページ） 

  
 

 

4  

スキャンエリアを設定して、スキャンを開始します。 

・DS-L3 モード ⇒ 6.5.1 DS-L3 モード（1-86 ページ） 
・Ni-E モード ⇒ 6.5.2 Ni-E モード（1-94 ページ） 
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6.2  事前設定 

 

スキャンラージイメージ機能を使用するには、事前に Ni-E 顕微鏡の設定と NIS-Elements の設定が必要です。それぞれの必要

項目が設定済みかを確認し、未設定の項目があれば設定してください。 

 

6.2.1  Ni-E 顕微鏡の設定 

 

以下の設定を確認し、未設定の項目があれば設定します。 

 

設定項目 設定値 設定の詳細 

対物レンズ情報 適宜 第 6 章の「2.1 対物レンズの情報を設定する」を参照してください。

同焦点補正 焦点位置 適宜 第 6 章の「5.1.4 同焦点補正機能を設定する」を参照してください。

ALF ON 

キャプチャー連動 OFF 第 6 章の「5.1.7 キャプチャーコマンド送信／トリガー信号出力時の

連動動作を設定する」を参照してください。 

上下動部のソフトウェア制限 適宜※1 第 6 章の「6.4.1 上下動部の上限／下限を設定する」を参照してくだ

さい。 

※1： スキャンラージイメージ機能では対物レンズを自動で切り替えるため、倍率の高い対物レンズに切り替えた場合、そ

の先端が標本に接触してしまうことがあります。これを防ぐため、標本に接触しない位置を上下動部の上限に設定し

てください。 

 

 

6.2.2  NIS-Elements の設定 

 

NIS-Elements を起動して、以下の項目を設定します。 

 

 対物レンズのキャリブレーション 

 マクロ画像用のオプティカルコンフィグレーション 

 スキャン用のオプティカルコンフィグレーション 

 
  

対物レンズのキャリブレーションを設定する 

 

以下の手順で、対物レンズのキャリブレーションを自動に設定します。 

 

[設定方法] 

(1) NIS-Elements のメインウィンドウで、[Calibration]メニ

ューから[Recalibrate Objective …]を選択します。 

 

(2) [Calibration Method]ウィンドウが表示されたら、 

①[Automatically, using stage]オプションをオンにして 

②[Auto]を選択します。 

 

 

 

①

②
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オプティカルコンフィグレーションを登録する 

 

以下の手順で、マクロ画像取得およびスキャンに使用するカメラ・顕微鏡・対物レンズを登録します。 

 

[設定方法] 

(1) NIS-Elements のメインウィンドウで、[Calibration]メニ

ューから[New Optical Configuration]を選択します。 

 

(2) [New Optical Configuration]ウィンドウが表示されたら、

カメラ・顕微鏡・対物レンズにマクロ画像用の設定を行いま

す。 

① [Camera setting] 

露光を[Manual Exposure]に設定します。 

② [Microscope setting] 

光路： マクロ画像を取得するカメラの光路に設定し

ます。 

その他： 明視野観察の設定にします。 

③ [Objective] 

チェックボックスをオフに設定します。 

 

 

  [Microscope setting]設定について 

 [Camera Light Path]で光路を設定してある場合 

[Acquire]>[Camera Light Path]の設定が希望する光路

になっているか確認してください。違っている場合は、マ

クロ画像を取得するカメラが取り付けられている光路に

設定してください。 

 ランプ電圧の設定 

ランプ電圧は、マクロ画像用とスキャン用とで同じ設定に

してください。明るさは、ND フィルターで調光するかカ

メラの露光時間で調整してください。 

 

 

(3) [New Optical Configuration]ウィンドウで、カメラ・顕微

鏡・対物レンズにスキャン用の設定をします。 

① [Camera setting] 

露光を[Manual Exposure]に設定します。 

② [Microscope setting] 

光路： スキャン画像を取得するカメラの光路に設定

します。 

その他： 明視野観察の設定にします。 

③ [Objective] 

チェックボックスをオフに設定します。 

 

 
 

 

①

②

③



第 5 章 目的別操作 

1-84 

目
的
別
操
作 

6.3  スキャン条件とファイル保存の設定 

 

スキャンラージイメージ機能を使用するには、セクション 6.2 で述べた事前設定のほかに、NIS-Elements でスキャン条件や

ファイル保存設定を行う必要があります。本セクションで説明する項目以外のスキャン条件を設定したい場合は、

NIS-Elements のオンラインヘルプを参照してください。 

 

[設定方法] 

(1) NIS-Elements のメインウィンドウで、[Acquire]メニュー

から[Scan Large Image]を選択します。 

 

(2) [Scan Large Image]ウィンドウが表示されたら、以下を設

定します。 

① [Capturing]エリア 

[Macro Image]： マクロ画像撮影用の対物レンズ（低

 倍対物）とオプティカルコンフィグ

 レーションを選択します。 

[Scanning]： スキャン用の対物レンズ（高倍対物）

 とオプティカルコンフィグレーショ

 ンを選択します。 

[Macro Image]に設定するオプティカルコンフィグ

レーションは、明視野観察のものを指定してください。

② ファイル保存設定 

保存形態： [Create large image]/[Store single 

images]/[Create both]から選択しま

す。 

ファイル形式： [Format]ドロップダウンから選択しま

す。 

保存先： [Filename]/[Folder]ボックスにパスを

指定します。 

 

 

 

①

②
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6.4  DS-L3 モード／Ni-E モードの起動と終了 

 

DS-L3 モードおよび Ni-E モードは、NIS-Elements から起動します。終了は、DS-L3 または NIS-Elements のいずれから

も可能です。 

 

[起動方法] 

(1) NIS-Elements の[Scan Large Image]ウィンドウ

（[Acquire]メニュー ＞[Scan Large Image]）で、以下の

ボタンのいずれかを選択します。 

① [Define using L3 controller]ボタン： 

DS-L3 モードを使用する場合に選択します。 

② [Define using Ni-E microscope]ボタン： 

Ni-E モードを使用する場合に選択します。 

 

 

(2) DS-L3 のモニターに、DS-L3 モード（または Ni-E モード）

の画面が表示されます。 

 DS-L3 モードの場合 

  
 

Ni-E モードの場合 

  

  

  Ni-E モード時の DS-L3 画面 

Ni-E モードでは、スキャンエリアの設定は、Ni-E 顕微鏡接

眼部で観察しながら、Ni-E 顕微鏡の CAPTURE ボタンを使

用して行います。このため DS-L3 画面の表示は、機能を終

了する[終了]ボタン、対物レンズの倍率情報、およびスキャ

ン情報のみとなります。 

  

 

 

 

②① 
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[終了方法] 

(1) DS-L3 モード（または Ni-E モード）の画面右上の[終了]ボ

タンを押します。 

 DS-L3 モードの画面 

  
 

Ni-E モードの画面 

  
 

(2) [終了する]ダイアログボックスが表示されます。そのまま終

了するには[はい]ボタンを押します。 

 DS-L3 モードの画面 

  
 

Ni-E モードの画面 

  
 

(3) DS-L3 モード（または Ni-E モード）が終了し、DS-L3 の

モニターに、ライブ画像が表示されます。 
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6.5  操作の詳細 

 

本セクションでは、スキャンエリアの設定およびスキャン開始の手順とスキャン完了までの流れを、操作モード別（DS-L3 モー

ド／Ni-E モード）に説明します。操作は、以下の準備を行ってから開始してください。 
 

 動作条件の確認（セクション 6 冒頭を参照） 

 Ni-E 顕微鏡の設定と NIS-Elements の設定（セクション 6.2 を参照） 

 スキャン条件とファイル保存の設定（セクション 6.3 を参照） 

 

6.5.1  DS-L3 モード 

 

DS-L3 モードでは、DS-L3 モニター上の画像を見ながらスキャンのエリアを設定し、スキャンを開始します。 

DS-L3 モードの場合、DS-L3 のモニターには以下のような画面が現れます。 
 

 
 

画像表示エリア（大）（小）には、マクロ画像とライブ画像が表示されます。マクロ画像が画像表示エリア（大）に表示されて

いるとき、ライブ画像は画像表示エリア（小）に表示されます。また、ライブ画像が画像表示エリア（大）に表示されていると

き、マクロ画像は画像表示エリア（小）に表示されます。スキャンエリアの設定は、主に画像表示エリア（大）に表示されてい

る画像を見て行います。 

DS-L3 モードには、スキャンエリア設定モードが 2 タイプ（[L3-ASSIGN]／[L3-MIC]）用意されています。 
 

 [L3-ASSIGN]  画像表示エリア（大）に表示されているマクロ画像を見ながらスキャンエリアを設定します。電動 XY

ステージを移動させる必要がないため、簡単にスキャンエリアを設定することができます。 

 [L3-MIC]  画像表示エリア（大）に表示されているライブ画像を見ながら電動 XY ステージを操作して、スキャン

エリアを設定します。現在表示されている画像の外の領域も指定することが可能です。 

NIS-Elements から DS-L3 モードが選択され、DS-L3 にスキャンラージイメージ機能用の画面が表示されたとき、スキャン

エリア設定モードは[L3-ASSIGN]に設定された状態です。スキャンエリア設定モードと画像表示エリア（大）に表示されてい

る画像により、スキャンエリア設定の方法が異なります（下表）。 
 

スキャンエリア 

設定モード 

画像表示エリア（大）

の画像表示 

エリア設定の方法 

[L3-ASSIGN] マクロ画像 ① マクロ画像上でタッチ（またはマウスでクリック）する。② [エリア設定]ボタンを

押す。③ Ni-E 顕微鏡の CAPTURE ボタンを押す。 

ライブ画像 スキャンエリアの設定はできません（[キャプチャー]ボタンを押すことにより画像表示

エリア（大）がマクロ画像に変わり、スキャンエリアの設定が可能になります）。 

[L3-MIC] ライブ画像 ① [エリア設定]ボタンを押す。② Ni-E 顕微鏡の CAPTURE ボタンを押す。 
 

画像表示エリア（小）

画像表示エリア（大） 
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DS-L3 モード時の画面機能 

 

 
 

 操作ボタン 機能 

① L3-ASSIGN スキャンエリア設定モードを L3-ASSIGN モードに設定する。 

モードを切り替えると画像表示エリア（大）にライブ画像、画像表示エリア（小）にマクロ画像を

表示し、キャプチャー待ち状態になる。 

※ L3-MIC でのスキャンエリア設定は取り消されます。 

② L3-MIC スキャンエリア設定モードを L3-MIC モードに設定する。 

モードを切り替えると画像表示エリア（大）にライブ画像、画像表示エリア（小）にマクロ画像を

表示する。 

※ L3-ASSIGN でのスキャンエリア設定は取り消されます。 

③ ライブ／ 

キャプチャー 

ライブ L3-ASSIGN モード時のみ有効。 

画像表示エリア（大）にライブ画像、画像表示エリア（小）にマクロ画像を表示する。このとき、

直前までのスキャンエリア設定は取り消される。また、ボタン表示は[キャプチャー]に切り替わる。

※ [キャプチャー]ボタンに切り替わると、キャプチャーを実行するまでスキャンエリア設定はで

きなくなります。 

  キャプチャー L3-ASSIGN モード時、実行するとマクロ画像をキャプチャーして画像表示エリア（大）に表示

し、画像表示エリア（小）にはライブ画像を表示する。また、ボタン表示は[ライブ]に切り替わる。

※ L3-MIC モード時に[キャプチャー]ボタンを使用すると、直前までのスキャンエリア設定が取

り消されます。 

※ 対物レンズが NIS-Elements で設定された低倍対物でない場合は、[キャプチャー]ボタンは無

効になります。 

④ 対物レンズ（倍率） NIS-Elements で設定された低倍対物と高倍対物を切り替える。（ボタン上に表示されている倍率）

⑤ エリア設定 スキャンエリアを設定する。 

※ スキャンエリアの設定は、1 点目と 2 点目とも同じ方法で行う必要があります。1 点目の指定

をマクロ画像上のタッチ操作で行った場合（L3-ASSIGN モード時）、または Ni-E 顕微鏡の

CAPTURE ボタンを押して指定した場合は、[エリア設定]ボタンは無効となります。 

  エリア設定 1 マクロ画像上のセンターマーク位置に、1 点目のエリア設定マークを表示する。 

  エリア設定 2 マクロ画像上のセンターマーク位置に、2 点目のエリア設定マークを表示し、1 点目と 2 点目の

指定によるスキャンエリアが赤枠で表示される。L3-MIC モード時には、2 点目が設定されるとス

キャンが開始される。 

※ L3-ASSIGN モード時は、2 点目が設定されると[スキャン]ボタンが有効となります。 

⑥ キャプチャー位置に戻す 電動 XY ステージを、直前のマクロ画像キャプチャー時のステージ位置に移動する。 

※ キャプチャーした後で標本を替えると、このボタンの操作で対物レンズが標本に当たる場合が

あります。DS-L3 モードを終了するまで、標本を替えないでください。 

⑦ エリア取り消し エリア設定 1 またはエリア設定 2 の位置を取り消す。 

⑧ スキャン L3-ASSIGN モード時、スキャンを開始する。 

※ L3-MIC モード時は、スキャンエリア設定で 2 点目が設定されると自動的にスキャンを開始します。

① 

④

⑥

⑧

画像表示エリア（小） 

⑨

③ 

⑤ 

⑦ 

画像表示エリア（大）

②
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 操作ボタン 機能 

⑨ 終了 DS-L3 モードを終了する。 

※ DS-L3 のモニターに、ライブ画像が表示されます。 
 

 

スキャンエリア設定時に表示されるマーク 

マーク 機能 

センターマーク 

 

ライブ画像／マクロ画像上で、電動 XY ステージの位置を示す。 

※ ライブ画像では常に画面中央に表示されます。 

エリア設定マーク 

 

マクロ画像上で、スキャンエリア設定された位置を示す。 

範囲外マーク 

 

マクロ画像上で、電動 XY ステージがある方向を示す。 

電動 XY ステージの位置がマクロ画像の範囲から外れると、センターマークから範囲外マークに切り替わ

る。 

 

X、Y 方向ともに範囲外の場合、マクロ画像の四隅のいずれかに、該当方向の位置に外向き矢印が表示され

る。 

 
X 方向が範囲外の場合、マクロ画像の左端中央または右端中央に、該当方向の位置に外向き矢印が表示さ

れる。 

 
Y 方向が範囲外の場合、マクロ画像の上端中央または下端中央のいずれかに、該当方向の位置に外向き矢

印が表示される。 

 例） スキャンエリア設定モードが L3-ASSIGN モード（画像表示エリア（小）にライブ画像、画像表示エリ

ア（大）にマクロ画像を表示している）時に電動 XY ステージを画像の左上方向へ移動させた場合 

 マクロ画像上の中央にあったセンターマークが左上方向に移動し、マクロ画像の範囲外へ移動すると、

センターマークが左上方向の範囲外を示すマークに切り替わる。 

 

 

電動 XY ステージが

直前のマクロ画像キャプチャー時の

位置にある状態

電動 XY ステージが移動するとともに

センターマークが移動

電動 XY ステージが画像表示範囲外まで

移動すると、センターマークが消えて

範囲外マークが表示される
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L3-ASSIGN モードでの操作 

 

L3-ASSIGN モードでは、DS-L3 のモニターに表示されているマクロ画像をタッチ（またはマウスでクリック）してスキャン

エリアを設定し、[スキャン]ボタンを押してスキャンを開始します。 
 

  ライブ画像でスキャンエリアを設定する 

L3-ASSIGN モードでも L3-MIC モード同様に、画像表示エリア（小）のライブ画像を見ながら電動 XY ステー

ジを操作して、[エリア]設定ボタン（または Ni-E 顕微鏡の CAPTURE ボタン）でスキャンエリアを設定すること

ができます。その場合、スキャンエリア設定の操作方法は L3-MIC モードの操作と同じですが、スキャンの開始に

は[スキャン]ボタンを使用します。また、マクロ画像の範囲外におよぶスキャンエリアの設定はできません。操作

方法の詳細は、次項「L3-MIC モードでの操作」を参照してください。 

 

[操作方法] 

(1) NIS-Elements の[Scan Large Image]ウィンドウで、

DS-L3 モードを選択します。 

 （「6.4 DS-L3 モード／Ni-E モードの起動と終了」を参照し

てください。） 

 

 

  

(2) DS-L3 のスキャンラージイメージ画面で、スキャンエリア設

定モードが[L3-ASSIGN]になっていることを確認します。
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(3) スキャンエリアを設定します。 

① スキャンしたい範囲の四隅のうちの 1 箇所をタッチ（ま

たはマウスでクリック）します。その位置にエリア設定

マーク（ ）が表示され、スキャンエリア設定用の 1 点

目となります。 

② ①で指定した 1 点目の対角の位置をタッチ（またはマウ

スでクリック）します。その位置にエリア設定マーク（ ）

が表示され、スキャンエリア設定用の 2 点目となります。

2 点目が決まるとスキャンエリアに枠が表示されます。

 

 

  スキャンエリア設定をやり直す 

 [エリア取り消し]ボタンで設定を取り消す 

1 点目の設定後に[エリア取り消し]ボタンを押すと、1 点

目を取り消します。2 点目の指定後に押すと 2 点目を取

り消し、1 点目が設定された状態に戻ります。設定を取り

消したら、①～②の手順を適宜やり直してください。 

 エリア設定マークを移動する 

移動したいエリア設定マークをタッチします。 

タッチしたエリア設定マークが黄色に変わり、スキャン範

囲を示す枠が点線になります。 

エリア設定マークの移動先をタッチします。※1 

エリア設定マークが移動し、元の色に戻ります。 

※1 画像表示エリア（小）のライブ画像を見ながら電動

XY ステージを操作して、指定したい位置をライブ画

像のセンター位置に移動させ、[エリア設定]ボタン

（または Ni-E 顕微鏡の CAPTURE ボタン）を押す

ことで位置を指定することもできます。 

 
  

(4) スキャンを開始します。 

① スキャンエリアが設定されると、[スキャン]ボタンが有効

になります。スキャンを開始するには、このボタンを押

します。 

 

② スキャンが開始すると、DS-L3 のモニターにプログレス

バーが表示されます。 

 

 

  プログレスバーが進まない場合 

NIS-Elements の画面に表示されているダイアログの指示に

従って操作してください。 

 

  スキャンを中止する 

スキャン実行中に、DS-L3 のモニターにプログレスバーと

ともに表示される[中止]ボタンを押し、ダイアログで[はい]

ボタンを押すと、スキャンを中止することができます。この

とき、スキャンエリアの設定もクリアされます。 
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③ スキャンが完了すると「完了しました」のメッセージが

表示されるので、[OK]ボタンを押します。 

プログレスバーおよびメッセージが消え、スキャンエリ

アの設定がクリアされます。 
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L3-MIC モードでの操作 

 

L3-MIC モードでは、DS-L3 のモニターに表示されているライブ画像を見ながら電動 XY ステージを操作して、[エリア設定]

ボタンでスキャンエリアを設定します。スキャンエリア設定の際、エリア設定マーク（または範囲外マーク）やスキャンエリア

の枠が画像表示エリア（小）のマクロ画像上に表示されます。スキャンは、[エリア設定]ボタンで 2 点目を指定すると開始しま

す。 

 

[操作方法] 

 (1) NIS-Elements の[Scan Large Image]ウィンドウで、

DS-L3 モードを選択します。 

 （「6.4 DS-L3 モード／Ni-E モードの起動と終了」を参照し

てください。） 

 

 

  

(2) DS-L3 のスキャンラージイメージ画面で[L3-MIC]ボタンを

押して、スキャンエリア設定モードを L3-MIC にします。

 

 

  

(3) スキャンエリアを設定します。 

① 電動 XY ステージを操作して、スキャンしたい範囲の四

隅のうちの 1 箇所を、ライブ画像のセンター位置に移動

させます。位置がよければ、[エリア設定]ボタンを押して

スキャンエリア設定用の 1 点目とします。 
 

1 点目の指定後に設定をやり直したい場合は、[エリア取

り消し]ボタンで取り消すことができます。取消し後、同

じ手順で 1 点目を指定し直してください。 
 

② 電動 XY ステージを操作して、①で指定した 1 点目の対

角位置を、ライブ画像のセンター位置に移動させます。

位置がよければ、[エリア設定]ボタンを押してスキャンエ

リア設定用の 2 点目とします。 
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  Ni-E 顕微鏡の CAPTURE ボタンによるスキャン

 エリア指定 

スキャンエリアの設定は、[エリア設定]ボタンの代わりに

Ni-E 顕微鏡の CAPTURE ボタンを使用することもできま

す。 

この場合は、1 点目、2 点目ともに Ni-E 顕微鏡の CAPTURE

ボタンで指定してください。Ni-E 顕微鏡の CAPTURE ボタ

ンで 1 点目を指定すると、[エリア設定]ボタンは、スキャン

エリア設定が完了するまで無効になります。 

  

  マクロ画像の範囲外におよぶスキャンエリア設定

ライブ画像で指定するスキャンエリアがマクロ画像上の範囲

外におよんでも（電動 XY ステージがマクロ画像上の範囲外

の状態）そのままスキャンエリア設定をすることができます。

マクロ画像から外れるとセンターマークは消え、代わりに範

囲外マークが現れます。範囲外マークの詳細は、「DS-L3 モー

ド時の画面機能」-「スキャンエリア設定時に表示されるマー

ク」の表（1-88 ページ）をご覧ください。 

 

  

(4) スキャンエリアの 2 点目を指定するとスキャンが開始しま

す。 

① スキャンが開始すると、DS-L3 のモニターにプログレス

バーが表示されます。 

 

 

  プログレスバーが進まない場合 

NIS-Elements の画面に表示されているダイアログの指示に

従って操作してください。 

 

  スキャンを中止する 

スキャン実行中に、DS-L3 のモニターにプログレスバーと

ともに表示される[中止]ボタンを押し、ダイアログで[はい]

ボタンを押すと、スキャンを中止することができます。この

とき、スキャンエリアの設定もクリアされます。 

  

② スキャンが完了すると「完了しました」のメッセージが

表示されるので、[OK]ボタンを押します。 

プログレスバーおよびメッセージが消え、スキャンエリ

アの設定がクリアされます。 
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6.5.2  Ni-E モード 

 

Ni-E モードでは、Ni-E 顕微鏡の接眼部で観察しながら、Ni-E 顕微鏡の CAPTURE ボタンでスキャンエリアを設定し、スキャ

ンを開始します。 

Ni-E モードの場合、DS-L3 のモニターには現在の対物レンズの倍率とスキャン情報が表示されます。 

 

 

 

 
  

操作方法 

 

(1) NIS-Elements の[Scan Large Image]ウィンドウで、Ni-E

モードを選択します。 

 （「6.4 DS-L3 モード／Ni-E モードの起動と終了」を参照し

てください。） 

 

 

  

(2) 鏡筒の光路を双眼に設定します。 

 Ni-E 顕微鏡の BINO 光路ボタンで、光路を双眼に設定します。

 

  
  

[終了]ボタン 

Ni-E モードが終了し、

DS-L3 のモニターに、ライ

ブ画像が表示されます。 
現在の対物レンズの倍率

スキャン情報

BINO 光路ボタン
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(3) スキャンエリアを設定します。 

① Ni-E 顕微鏡の接眼部で観察しながら電動 XY ステージを

操作して、スキャンしたい範囲の四隅のうちの 1 箇所を、

視野の中央に移動させます。Ni-E 顕微鏡の CAPTURE

ボタンを押して、スキャンエリアの 1 点目として指定し

ます。 

② 電動 XY ステージを操作して、①で指定した 1 点目の対

角位置を、視野の中央に移動させます。Ni-E 顕微鏡の

CAPTURE ボタンを押して、スキャンエリアの 2 点目と

して指定します。 

 

ND
8

ND
32

OUT

IN

NCB
11

  

(4) スキャンエリアの 2 点目を指定するとスキャンが開始しま

す。 

① スキャンが開始すると、DS-L3 のモニターにプログレス

バーが表示されます。 

 

 

  プログレスバーが進まない場合 

NIS-Elements の画面に表示されているダイアログの指示に

従って操作してください。 

 

  スキャンを中止する 

スキャン実行中に、DS-L3 のモニターにプログレスバーと

ともに表示される[中止]ボタンを押し、ダイアログで[はい]

ボタンを押すと、スキャンを中止することができます。この

とき、スキャンエリアの設定もクリアされます。 

  

② スキャンが完了すると「完了しました」のメッセージが

表示されるので、[OK]ボタンを押します。 

プログレスバーおよびメッセージが消え、スキャンエリ

アの設定がクリアされます。 

 

  

 

 

CAPTURE

ボタン
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6.6  警告メッセージ一覧 

 

スキャンラージイメージ機能に関わる警告メッセージの意味と対処方法を説明します。 

 

表示内容 意味 対処方法 

ラージイメージモードエラー 

（DS-L3 処理中） 

DS-L3 が連続画像キャプチャー中また

はサムネイル表示中のため、スキャン

ラージイメージモードに入れない。 

連続画像キャプチャーまたはサムネイル表示を中止し

てからスキャンラージイメージモードを開始する。 

ラージイメージモードエラー 

（デバイス未接続） 

ラージイメージを取得するために必要

な機器が DS-L3 に接続されていない。

必要な機器を接続してからスキャンラージイメージ

モードを開始する。 

指定した位置は無効です。 

（キャプチャー画像の範囲外） 

[エリア設定]ボタンまたは Ni-E 顕微鏡

の CAPTURE ボタンで指定した位置

が、マクロ画像の外にある。 

マクロ画像内に入るよう、位置を設定し直す。 

指定した位置は無効です。 

（ステージの動作範囲外） 

マクロ画像で指定した位置が、電動 XY

ステージの動作範囲外にある。 

電動 XY ステージの動作範囲内に入るよう、位置を設定

し直す。 

スキャン処理を中止しました。 
NIS-Elements からスキャンが中止さ

れた。 

スキャンエリアを再設定してスキャンをやり直すか、

[終了]ボタンで終了する。 

スキャンが異常終了しました。 

（DS-L3 処理中） 

NIS-Elements のスキャンがエラー終

了した。 

スキャンエリアを再設定してスキャンをやり直すか、

[終了]ボタンで終了する。 
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この章では、顕微鏡と DS-L3 の各種設定を DS-L3 の画面から変更する方法について説明します。これらの設定は[セットアッ

プメニュー]で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[セットアップメニュー]の各画面のうち、[メイン]画面以外で左上

のボタンを押すと、他の設定画面に移動することができます。 

[セットアップメニュー]の[メイン]画面 

（タスクバーの[セットアップ]ボタンで表示） 

 

 

 設定変更後は[SAVE]ボタンを押す 

設定後は、必ず[セットアップメニュー]の[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存して

ください。保存しないで DS-L3 の電源を切ると元の設定に戻ります。詳しくは本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

  顕微鏡の構成によって設定できない項目があります 

顕微鏡の構成によって設定できる項目は異なり、設定できない項目はグレーで表示されます。そのためお使いの画面は

以下の説明と異なることがあります。 

 
 

設定 6 章 
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1  設定を一括保存する（[メイン]画面）   

 

[セットアップメニュー]で設定を変更したら、必ず[セットアップメニュー]の[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を

顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しないで DS-L3 の電源を切ると元の設定に戻ります。 

 

[操作方法] 

(1) 設定を変更した後、[<<メイン]ボタンを押して[セットアップ

メニュー]の[メイン]画面に戻る 

 

(2) [SAVE]ボタンを押す 

確認ダイアログが表示されます。 

 

保存する設定データがない場合は、[SAVE]ボタンは無効で

す。 

 

(3) [YES]ボタンを押す 

設定が保存されます。 

 

保存をやめるときは[NO]ボタンを押します。 

画面右上の[x]ボタンを押すと[セットアップメニュー]を閉じ

ることができます。 

 

 

 

  保存される設定内容 

[SAVE]ボタンを押すと、前回保存した後に行った設定が一度に保存されます。（装着されている光学素子の情報、MODE

として保存された検鏡状態、および連動設定[インテリジェント]の初期値を含む） 

設定を個別に保存する場合は、設定操作のたびに上記の保存操作を行ってください。 

 

設定を一時的なもの（DS-L3 の電源が ON の間のみ）とする場合は、保存の操作は不要です。 
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2  光学素子の情報を設定する（[光学素子取付け]画面） 

 

[光学素子取付け]画面では、対物レンズ、コンデンサーモジュールなど、顕微鏡に装着されている光学素子の情報を設定します。 

 

2.1  対物レンズの情報を設定する   

 

電動レボルバーまたは状態検出レボルバーに装着されている対物レンズの情報を設定します。設定した対物レンズの情報は、

DS-L3 の画面や顕微鏡の表示パネル（Ni-E のみ）に表示されます。また、各種連動動作に使用されます。対物レンズを交換し

たり追加したりした場合には設定を変更する必要があります。 

 

  設定の条件 

顕微鏡に電動レボルバーまたは状態検出レボルバーが装着されていない場合、本設定を行うことはできません。 

 

  DS-L3 のスケール表示／測定機能を使用する場合、キャリブレーション設定の登録も必要です 

DS-L3 のスケール表示や測定機能を使用する場合は、対物レンズの情報を設定した後、必ずキャリブレーション設定を

登録してください。対物レンズの情報を設定してセットアップメニューを閉じようとすると、キャリブレーション設定

の登録を促すメッセージが表示されます。キャリブレーション設定の登録に関する詳細は、「カメラ操作編」の 11 章

「11.2.4 キャリブレーション設定を登録する」を参照してください。 

 

2.1.1  対物レンズをリストから選んで設定する 

 

  該当する対物レンズがリストにない場合 

該当する対物レンズがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意の対物レンズを登録することができます。

詳しくは本章「2.1.2 対物レンズのデータを任意に設定する」を参照してください。 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [レボルバー]タブを選択する 

(2) 設定したいレボルバー番地のボタンを押す 

対物レンズの表示が[-----]になっている場合は、対物レンズ

の情報が設定されていません。Ni-E、Ni-U のデフォルトの状

態では、すべての番地が[-----]になっています。 

 

  Ci-E のデフォルト設定 

Ci-E のデフォルト設定は下記のとおりです。 

1:P   4x/0.10 Dry 

2:P  10x/0.25 Dry 

3:P  20x/0.40 Dry 

4:P  40x/0.65 Dry 

5:-----x/---- ---- 

6:-----x/---- ---- 
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(3) 装 着 さ れ て い る 対 物 レ ン ズ の シ リ ー ズ 名 称 を 選 択 し 、

[NEXT]ボタンを押す 

リストの右端に[▲] [▼]ボタンが表示されている場合は、[▲]

[▼]ボタンを押すとページを移動することができます。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

(4) 装着されている対物レンズの倍率を選択し、[NEXT]ボタン

を押す 

 

前の画面に戻るときは[BACK]ボタンを押します。 

 

(5) 装着されている対物レンズの製品コードを選択し、[OK]ボタ

ンを押す 

選択した対物レンズがレボルバー番地に設定されます。 

 

  同一の仕様の対物レンズが複数表示されている

場合 

同一の仕様（倍率／NA／液浸対応／検鏡方法など）の対物レ

ンズが複数表示されている場合は、商品コードの一桁目の数

字が大きいものを選択してください。 
 

(6) 設定したいすべてのレボルバー番地について手順(2)から(5)

を繰り返す 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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2.1.2  対物レンズのデータを任意に設定する 

 

装着されている対物レンズがリストにない場合は、レンズのデータを任意に設定することができます。任意に設定したレンズの

データはメモリー（メモリー番地 1～10）に登録されます。 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [レボルバー]タブを選択する 

(2) 設定したいレボルバー番地のボタンを押す 

 

(3) 対物レンズ設定画面で[任意データ]ボタンを押す 

メモリーに登録されている対物レンズが表示されます。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

  すでにメモリーにデータが登録されている場合 

使用する対物レンズのデータがすでにメモリーに登録されて

いる場合は、表示のなかから対物レンズを選択して[OK]ボタ

ンを押すと設定が完了します。 

 

(4) [EDIT]ボタンを押して編集画面に移動する 
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(5) 登録したい（または内容を変更したい）メモリー番地（1～

10）を選択する 

 

 

 

(6) （新規に登録する場合） 

[追加]ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

 

（すでに登録されているメモリー番地の内容を変更する場

合） 

[修正] ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

 

追加や修正をやめるときは[NO]ボタンを押します。 

 
 

  メモリーに登録されているデータを削除する 

メモリー番地に登録されている対物レンズのデータを削除す

る場合、[削除]ボタンを押します。削除される仕様がレボルバー

番地に割り当てられている場合、そのレボルバー番地の設定内

容も削除されます。 

 

(7) 装 着 さ れ て い る 対 物 レ ン ズ の シ リ ー ズ 名 称 を 選 択 し 、

[NEXT]ボタンを押す 

リストの右端に[▲] [▼]ボタンが表示されている場合は、

[▲] [▼]ボタンを押すとページを移動することができます。
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(8) 装着されている対物レンズの倍率を選択し、[NEXT]ボタン

を押す 

 

前の画面に戻るときは[BACK]ボタンを押します。 

 

(9) [入力]ボタンを押して、装着されている対物レンズの開口数

を入力後、[ENTER]ボタンを押し、[NEXT]ボタンを押す

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

 

(10) 装着されている対物レンズの液浸タイプを選択し、[NEXT]

ボタンを押す 
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(11) [入力]ボタンを押して、装着されている対物レンズの製品

コードを入力後、[ENTER]ボタンを押す 

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

[SHIFT]ボタンを押すと、アルファベットの大文字／小文字

が切り替わります。 

 

 

(12)  [OK]ボタンを押す 

 

(13) メモリー番地にデータが登録されたことを確認し、[BACK]

ボタンを押して編集画面を終了する 
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(14) メモリー番地に登録された対物レンズを選択し、[OK]ボタン

を押す 

選択した対物レンズがレボルバー番地に設定されます。 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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2.2  コンデンサーモジュールの情報を設定する   

 

電動ユニバーサルコンデンサーに装着されているコンデンサーモジュールの情報を設定します。設定したコンデンサーモジュー

ルの情報は、DS-L3 の画面や顕微鏡本機表示パネルに表示されます。コンデンサーモジュールを交換したり追加したりした場

合には設定を変更する必要があります。 
 

  設定の条件 

顕微鏡に電動ユニバーサルコンデンサーが装着されていない場合、本設定を行うことはできません。 

 

2.2.1  コンデンサーモジュールをリストから選んで設定する 

 

  該当するコンデンサーモジュールがリストにない場合 

該当するコンデンサーモジュールがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意の名前を登録することがで

きます。詳しくは本章の「2.2.2 コンデンサーモジュールの名前を任意に設定する」を参照してください。 
 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [コンデンサー]タブを選択する 

(2) 設定したいターレット番地のボタンを押す 

コンデンサーモジュールの表示が[-----]になっている場合

は、モジュールの情報が設定されていません。デフォルトの

状態では、変更可能な番地はすべて[-----]になっています。

 

  ターレット番地 1 

ターレット番地 1 は[OPEN]に固定されています。 
 

 

(3) 装着されているコンデンサーモジュールを選択し、[OK]ボタ

ンを押す 

選択したコンデンサーモジュールがターレット番地に設定さ

れます。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

(4) 設定したいすべてのターレット番地について手順(2)から(3)

を繰り返す 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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2.2.2  コンデンサーモジュールの名前を任意に設定する 

 

装着されているコンデンサーモジュールがリストにない場合は、任意の名前を設定することができます。任意に設定した名前は

メモリー（メモリー番地 1～10）に登録されます。 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [コンデンサー]タブを選択する 

(2) 設定したいターレット番地のボタンを押す 

 

(3) コンデンサーモジュール設定画面で[任意データ]ボタンを押

す 

メモリーに登録されているコンデンサーモジュールが表示さ

れます。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

  すでにメモリーにモジュールの名前が登録され

ている場合 

使用するモジュールの名前がすでにメモリーに登録されてい

る場合は、表示のなかからコンデンサーモジュールを選択し

て[OK]ボタンを押すと設定が完了します。 
 

 

(4) [EDIT]ボタンを押して編集画面に移動する 
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(5) 登録したい（または内容を変更したい）メモリー番地（1～

10）を選択する 

 

(6) （新規に登録する場合） 

[追加]ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

 

（すでに登録されているメモリー番地の内容を変更する場

合）[修正] ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

追加や修正をやめるときは[NO]ボタンを押します。 
 

  メモリーに登録されているモジュール名を削除

する 

メモリー番地に登録されているモジュール名を削除する場

合、[削除]ボタンを押します。削除されるモジュール名がター

レット番地に割り当てられている場合、そのターレット番地

の設定内容も削除されます。 
 

 

(7) [入力]ボタンを押して、装着されているコンデンサーモ

ジュールの名前（最大 5 文字）を入力後、[ENTER]ボタンを

押す 

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

[SHIFT]ボタンを押すと、アルファベットの大文字／小文字

が切り替わります。 
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(8) [OK]ボタンを押す 

 

(9) メモリー番地に名前が登録されたことを確認し、[BACK]ボ

タンを押して編集画面を終了する 

 

(10) メモリー番地に登録されたコンデンサーモジュールを選択

し、[OK]ボタンを押す 

選択したコンデンサーモジュールがターレット番地に設定さ

れます。 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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2.3  フィルターキューブの情報を設定する   

 

電動または状態検出蛍光キューブターレットに装着されているフィルターキューブの情報を設定します。設定したフィルター

キューブの情報は、DS-L3 の画面や顕微鏡の表示パネル（Ni-E のみ）に表示されます。フィルターキューブを交換したり追加

したりした場合には設定を変更する必要があります。 

電動または状態検出蛍光キューブターレットを 2 段重ねてお使いの場合は、2 段目（上段）に装着されているフィルターキュー

ブの情報も設定してください。 

 

  設定の条件 

 顕微鏡に電動または状態検出蛍光キューブターレットが装着されていない場合、本設定を行うことはできません。

 2 段目（上段）に電動または状態検出の蛍光キューブターレットが装着されていない場合、2 段目に関する設定は行

えません。 

 

 

2.3.1  フィルターキューブをリストから選んで設定する 

 

  該当するフィルターキューブがリストにない場合 

該当するフィルターキューブがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意の名前を登録することができま

す。詳しくは本章の「2.3.2 フィルターキューブの名前を任意に設定する」を参照してください。 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [蛍光ターレット]タブを選択する 

2段目の蛍光キューブターレットについて設定を行う場合は、

[蛍光ターレット 2]を選択します。 

(2) 設定したいターレット番地のボタンを押す 

フィルターキューブの表示が[-----]になっている場合は、

フィルターキューブの情報が設定されていません。デフォル

トの状態では、すべての番地が[-----]になっています。 

 

(3) 装着されているフィルターキューブを選択し、[OK]ボタンを

押す 

選択したフィルターキューブがターレット番地に設定されま

す。 

 

ターレット番地 1 のみ[OPEN]を選択できます。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 
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(4) 設定したいすべてのターレット番地について手順(2)から(3)

を繰り返す 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

 

 

2.3.2  フィルターキューブの名前を任意に設定する 

 

装着されているフィルターキューブがリストにない場合は、任意の名前を設定することができます。任意に設定した名前はメモ

リー（メモリー番地 1～10）に登録されます。蛍光キューブターレット（電動または状態検出）を 2 段重ねてご使用の場合、

登録先のメモリー番地 1～10 は 1 段目と 2 段目に共通です。 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [蛍光ターレット]タブを選択する 

2段目の蛍光キューブターレットについて設定を行う場合は、

[蛍光ターレット 2]を選択します。 

(2) 設定したいターレット番地のボタンを押す 

 

(3) フィルターキューブ設定画面で[任意データ]ボタンを押す 

メモリーに登録されているコンデンサーモジュールが表示さ

れます。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

  すでにメモリーにフィルターキューブの名前が

登録されている場合 

使用するフィルターキューブの名前がすでにメモリーに登録

されている場合は、表示のなかからフィルターキューブを選択

して[OK]ボタンを押すと設定が完了します。 
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(4) [EDIT]ボタンを押して編集画面に移動する 

 

(5) 登録したい（または内容を変更したい）メモリー番地（1～

10）を選択する 

 

(6) （新規に登録する場合） 

[追加]ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

 

（すでに登録されているメモリー番地の内容を変更する場

合） 

[修正]ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

 

追加や修正をやめるときは[NO]ボタンを押します。 

 

  メモリーに登録されているフィルターキューブ

名を削除する 

メモリー番地に登録されているフィルターキューブ名を削除

する場合、[削除]ボタンを押します。削除されるフィルター

キューブ名がターレット番地に割り当てられている場合、その

ターレット番地の設定内容も削除されます。 
 

 



第 6 章 設定 

1-114 

設
定 

(7) [入力]ボタンを押して、装着されているフィルターキューブ

の名前（最大 5 文字）を入力後、[ENTER]ボタンを押す 

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

[SHIFT]ボタンを押すと、アルファベットの大文字／小文字

が切り替わります。 

 

 

(8) [OK]ボタンを押す 

 

(9) メモリー番地に名前が登録されたことを確認し、[BACK]ボ

タンを押して編集画面を終了する 
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(10) メモリー番地に登録されたフィルターキューブを選択し、

[OK]ボタンを押す 

選択したフィルターキューブがターレット番地に設定されま

す。 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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2.4  励起フィルター／吸収フィルターの情報を設定する   

 

電動励起フィルターホイールに装着されている励起フィルターの情報と、電動吸収フィルターホイールに装着されている吸収

フィルターの情報を設定します。設定したフィルターの情報は、DS-L3 の画面や顕微鏡の表示パネルに表示されます。フィル

ターを交換したり追加したりした場合には設定を変更する必要があります。 
 

  設定の条件 

 顕微鏡に電動励起フィルターホイールが装着されていない場合、励起フィルターの設定を行うことはできません。

 顕微鏡に電動吸収フィルターホイールが装着されていない場合、吸収フィルターの設定を行うことはできません。

 

 

2.4.1  励起フィルター／吸収フィルターをリストから選んで設定する 

 

  該当するフィルターがリストにない場合 

該当するフィルターがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意の名前を登録することができます。詳し

くは「2.4.2 励起／吸収フィルターの名前を任意に設定する」を参照してください 
 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [励起ホイール]または[吸収ホイール]タブを選択する 

以下の手順の画面は[励起ホイール]を選択した場合のもので

すが、[吸収ホイール]を選択した場合も同様の画面が表示され

ます。 

(2) 設定したいホイール番地のボタンを押す 

吸収／励起フィルターの表示が[-----]になっている場合は、

フィルターの情報が設定されていません。デフォルトの状態

では、変更可能な番地はすべて[-----]になっています。 
 

  吸収フィルターのホイール番地 

吸収フィルターの番地 1 は[OPEN]に固定されています。 
 

 

(3) 装着されている励起／吸収フィルターを選択し、[OK]ボタン

を押す 

選択した励起／吸収フィルターがホイール番地に設定されま

す。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 
 

 

(4) 設定したいすべてのホイール番地について手順(2)から(3)を

繰り返す 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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2.4.2  励起／吸収フィルターの名前を任意に設定する 

 

装着されている励起／吸収フィルターがリストにない場合は、任意の名前を設定することができます。任意に設定した名前はメ

モリー（メモリー番地 1～10）に登録されます。 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [励起ホイール]または[吸収ホイール]タブを選択する 

以下の手順の画面は[励起ホイール]を選択した場合のもので

すが、[吸収ホイール]を選択した場合も同様の画面が表示され

ます。 

(2) 設定したいホイール番地のボタンを押す 

 

 (3) 励起／吸収フィルター設定画面で[任意データ]ボタンを押す

メモリーに登録されている励起／吸収フィルターが表示され

ます。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

  すでにメモリーに励起／吸収フィルターの名前

が登録されている場合 

使用する励起／吸収フィルターの名前がすでにメモリーに登

録されている場合は、表示のなかからフィルターを選択して

[OK]ボタンを押すと設定が完了します。 
 

 

(4) [EDIT]ボタンを押して編集画面に移動する 
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(5) 登録したい（または内容を変更したい）メモリー番地（1～

10）を選択する 

 

(6) （新規に登録する場合） 

[追加]ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 

 

（すでに登録されているメモリー番地の内容を変更する場

合） 

[修正]ボタンを押した後、[YES]ボタンを押す 
 
追加や修正をやめるときは[NO]ボタンを押します。 
 

  メモリーに登録されているフィルター名を削除する

メモリー番地に登録されているフィルター名を削除する場合、

[削除]ボタンを押します。削除されるフィルター名がホイール

番地に割り当てられている場合、そのホイール番地の設定内容

も削除されます。 
 

 

(7) [入力]ボタンを押して、装着されている励起／吸収フィル

ターの名前（最大 9 文字）を入力後、[ENTER]ボタンを押す

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

[SHIFT]ボタンを押すと、アルファベットの大文字／小文字

が切り替わります。 
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(8) [OK]ボタンを押す 

 

(9) メモリー番地に名前が登録されたことを確認し、[BACK]ボ

タンを押して編集画面を終了する 

 

(10) メモリー番地に登録された励起／吸収フィルターを選択し、

[OK]ボタンを押す 

選択した励起／吸収フィルターがホイール番地に設定されま

す。 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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3  電動装置の接続を設定する（[装置接続]画面） 

 

[装置接続]画面では、デジタルカメラと電動シャッターの接続について設定します。 

 

3.1  デジタルカメラの接続を設定する   

 

顕微鏡本機とカメラコントロールユニットをトリガーケーブルで接続し、顕微鏡本機の DSC コネクターからトリガー信号を出

力してキャプチャーを行う場合に本設定を行ってください。 

本設定を行うと、[顕微鏡制御]／[カメラ・顕微鏡制御]画面に[キャプチャー FRONT/LEFT/RIGHT/AUX]ボタンが表示※1 さ

れ、それらのボタンでトリガー信号によるキャプチャーを行うことができます。 

顕微鏡本機の CAPTURE ボタンを押すことによってトリガー信号によるキャプチャーを行う場合※2 も本設定が必要です。 

カメラ制御画面の[キャプチャー]ボタンを押して、本 DS-L3 に直接接続されているカメラヘッドでキャプチャーを行う場合は、

本設定は不要です。 

顕微鏡本機とカメラコントロールユニットの接続については、トリガーケーブルに付属の使用説明書をご覧ください。 

※1 本設定の他に、6 章の「4.1 DS-L3 の画面ボタンについて設定する」で[キャプチャー]ボタンを Ni-E、Ni-U の[顕微鏡

制御]／[カメラ・顕微鏡制御]画面に配置する必要があります。 

※2 デフォルトの設定で CAPTURE ボタンを押すと、Ni-E、Ni-U では USB コネクターから通信コマンドが出力され、Ci-E

では DSC コネクターからトリガー信号が出力されます。 

設定の変更方法については、6 章の「4.2.3 顕微鏡の CAPTURE ボタンで操作するデジタルカメラを変更する」を参照してく

ださい。 

 

  DS-L3 から可能な 2 種類のキャプチャー操作 

DS-L3 から可能なキャプチャー操作には 2 種類あり、操作方法が異な

ります。 

 顕微鏡からのキャプチャートリガー信号の出力（Ni-E、Ni-U のみ）

[顕微鏡制御]画面または[カメラ・顕微鏡制御]画面の[キャプチャー

FRONT/LEFT/RIGHT/AUX]ボタンで行います。これらのボタン

を押すと、設定により DSC コネクター（Ni-E の場合は DSC1 ま

たは DSC2 コネクター）からキャプチャートリガー信号が出力さ

れ、その先に接続されたカメラでキャプチャーが行われます。この

操作を行うためには、[装置接続]画面で接続の設定を行う必要があ

ります。（顕微鏡本機の DSC コネクターからのカメラトリガーケー

ブルが本 DS-L3 に接続されている場合は、本 DS-L3 がキャプ

チャーを行います。） 

 本 DS-L3 が直接コントロールしているデジタルカメラでのキャプ

チャー操作 

[カメラ・顕微鏡制御]画面の上部にある[キャプチャー]ボタン、ま

たはカメラ操作画面の[キャプチャー]ボタンで行います。これらの

ボタンを押すと、本 DS-L3 に DS カメラケーブルで直接接続され

ているカメラヘッドがキャプチャーを行います。[装置接続]画面で

接続の設定を行う必要はありません。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

設定の対象となる DSC コネクターは下記のとおりです。 

 

顕微鏡 DSC コネクター位置 DSC コネクター名称 

Ni-E 
顕微鏡本機背面 DSC1 

コネクターボックス DSC2 

Ni-U コントロールボックス B DSC 

Ci-E 顕微鏡本機背面 DSC 
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Ni-E、Ni-U をお使いの場合の設定項目 

設定項目 設定値 説明 

カメラヘッド装着位置 

[未接続]（デフォルト） DSC コネクターにデジタルカメラが接続されていない場合 

[FRONT] 
DSC コネクターに接続されたデジタルカメラを直筒に装着してい

る場合 

[LEFT] 
DSC コネクターに接続されたデジタルカメラを四眼鏡筒用 DSC

ズームポートに装着している場合 

[RIGHT] 
DSC コネクターに接続されたデジタルカメラをバックポートユ

ニットに装着している場合 

[AUX] 上記以外の位置にデジタルカメラを装着している場合 

デジタルカメラメーカー 
[Nikon] ニコン製デジタルカメラ用のトリガー信号を出力 

[Andor] Andor 製デジタルカメラ用のトリガー信号を出力 

 

Ci-E をお使いの場合の設定項目 

設定項目 設定値 説明 

カメラヘッド装着位置 

[未接続]（デフォルト） DSC コネクターにデジタルカメラが接続されていない場合 

[FRONT] 
DSC コネクターに接続されたデジタルカメラを直筒に装着してい

る場合 

[REAR] 
DSC コネクターに接続されたデジタルカメラをエルゴ鏡筒用 DSC

ポートに装着している場合 

[AUX] 上記以外の位置にデジタルカメラを装着している場合 

デジタルカメラメーカー 
[Nikon] ニコン製デジタルカメラ用のトリガー信号を出力 

[Andor] Andor 製デジタルカメラ用のトリガー信号を出力 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[装置接続]  

(1) 設定したい DSC コネクターのボタンを押す 

接続されているカメラヘッドの位置を選択するサブ画面が表

示されます。 

 

(2) カメラが接続されていない場合は[未接続]を、接続されてい

る場合は位置を選択する 

 

(3) カメラメーカーを選択する 

(4) Ni-E で 2 つの DSC コネクターを使用する場合は手順(2)か

ら(3)を繰り返す 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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3.2  電動シャッターの接続を設定する   
 

電動シャッターの使用目的を AUX（EPI/DIA 以外）に変更する場合に、本設定で電動シャッターの接続を設定してください。 
 

  意図したシャッターが動かない場合 

[シャッター EPI]ボタンを押したときに透過照明用シャッターが開閉する、あるいは[シャッター DIA]ボタンを押したときに落射照明用

シャッターが開閉する場合は、電動シャッターが EPI SHUTTER/DIA SHUTTER コネクターに正しく接続されていません。 

この場合は、顕微鏡と DS-L3 の電源を OFF にしてから、電動シャッターを顕微鏡（Ni-U の場合はコントロールボックス B）の EPI

SHUTTER/DIA SHUTTER コネクターに正しく接続しなおしてください。または EPI SHUTTER/DIA SHUTTER コネクターに接続さ

れている電動シャッターの用途を確認し、本設定で用途を変更してください。 

 

設定項目 設定値 説明 

EPI SHUTTER PORT 

（Ni-E では顕微鏡本機背面、Ni-U ではコントロールボックス B） 

[EPI]（デフォルト） 落射照明用 

[DIA] 透過照明用 

[AUX] 補助シャッター用 

DIA SHUTTER PORT 

（Ni-E ではコネクターボックス、Ni-U ではコントロールボックス B）

[EPI] 落射照明用 

[DIA]（デフォルト） 透過照明用 

[AUX] 補助シャッター用 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[装置接続]  

(1) 設定したいコネクターのボタンを押す 

シャッターの用途を選択するサブ画面が表示されます 

 

(2) シャッターの用途（[EPI]、[DIA]または[AUX]）を選択する

(3) もう 1 つのコネクターについても設定する場合は手順(1)か

ら(2)を繰り返す 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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4  ボタンの機能を設定する（[ボタン関連]画面） 

 

[ボタン関連]画面では、DS-L3 や顕微鏡本機のボタンの機能と表示を設定します。 

 

 

4.1  DS-L3 の画面ボタンについて設定する   

 

[顕微鏡制御]画面には、顕微鏡を操作するボタンを最大で 15 個配置できます。また、[カメラ・顕微鏡制御]画面には、顕微鏡

を操作するボタンを最大で 12 個配置できます。下記のなかから機能を選択して任意の位置に配置します。 

配置されたボタンの操作対象が装着されていない場合、そのボタンの位置は空白になります。 

 

各ボタンの機能とデフォルトの配置については 2 章「DS-L3 による顕微鏡操作の基本」を参照してください。 

 

ボタンアイコン 
直接操作ボタンの 

上位分類 

[顕微鏡制御]画面に表示 
[カメラ・顕微鏡制御]画面に 

表示 

Ni-E Ni-U Ni-E Ni-U 

 

[レボルバー] 

- 可 可 可 可 

 

[対物レンズ（番地）] 

[レボルバー] 可 可 可 可 

 

[光路] 

- 

可（[BINO]、

[FRONT]、

[REAR]ボタン

を展開して表

示） 

不可 可 不可 

 

[ズーム] 

- 可 不可 可 不可 

 

[蛍光ターレット] 

- 可 可 可 可 

 

[フィルターキューブ（番地）] 

[蛍光ターレット] 可 可 可 可 

 

[蛍光ターレット 2] 

- 可 不可 可 不可 

 

[フィルターキューブ 2（番地）] 

[蛍光ターレット 2] 可 不可 可 不可 
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ボタンアイコン 
直接操作ボタンの 

上位分類 

[顕微鏡制御]画面に表示 
[カメラ・顕微鏡制御]画面に 

表示 

Ni-E Ni-U Ni-E Ni-U 

 

[励起ホイール] 

- 可 不可 可 不可 

 

[励起フィルター（番地）] 

[励起ホイール] 可 不可 可 不可 

 

[吸収ホイール] 

- 可 不可 可 不可 

 

[吸収フィルター（番地）] 

[吸収ホイール] 可 不可 可 不可 

 

[コンデンサー] 

- 可 不可 可 不可 

 

[コンデンサーモジュール（番地）]

[コンデンサー] 可 不可 可 不可 

 

[開口絞り] 

- 可 可 可 可 

 

[インテンシライト] 

- 可 可 可 可 

 

[インテンシライト（ND 番号）] 

[インテンシライト] 可 可 可 可 

 

[ND ホイール] 

- 可 不可 可 不可 

 

[ランプ] 

- 

可 

（[ランプ CTRL]、[調光]、 

[ランプ ON/OFF]ボタンを 

展開して表示） 

可 可 

 

[視野絞り] 

- 可 不可 可 不可 
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ボタンアイコン 
直接操作ボタンの 

上位分類 

[顕微鏡制御]画面に表示 
[カメラ・顕微鏡制御]画面に 

表示 

Ni-E Ni-U Ni-E Ni-U 

 

[シャッター] 

- 

可 

（[シャッターEPI/DIA/AUX]、

[シャッター EPI ALL]ボタンを 

展開して表示） 

可 可 

 

[シャッター EPI ALL] 

[シャッター] 
[シャッター]ボタンを配置するこ

とにより表示 
可 可 

 

[シャッター FL] 

[シャッター] 
[蛍光ターレット]ボタンを配置す

ることにより表示 
可 可 

 

[シャッター FL2] 

[シャッター] 

[蛍光ターレッ

ト 2]ボタンを

配置することに

より表示 

不可 可 不可 

 

[シャッター INTSL] 

[シャッター] 
[インテンシライト]ボタンを配置

することにより表示 
可 可 

   

[シャッター EPI/DIA/AUX] 

[シャッター] 
[シャッター]ボタンを配置するこ

とにより表示 
可 可 

 

[キャプチャー] 

- 可 可 可 可 

 

[記憶] 

- 
[再現] ボタンを配置することに 

より表示 
可 可 

 

[再現] 

- 可 可 可 可 

 

[再現（MODE 番号）] 

[再現] 可 可 可 可 

 

[XYZ] 

- 
画面上部に表示

（変更不可） 
不可 可 不可 

 

[Z-axis RESET] 

[XYZ] 
[XYZ]ボタンの

サブ画面に表示
不可 可 不可 
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ボタンアイコン 
直接操作ボタンの 

上位分類 

[顕微鏡制御]画面に表示 
[カメラ・顕微鏡制御]画面に 

表示 

Ni-E Ni-U Ni-E Ni-U 

 

[ESCAPE] 

[XYZ] 
[XYZ]ボタンの

サブ画面に表示
不可 可 不可 

 

[標本取外し位置] 

[XYZ] 
[XYZ]ボタンの

サブ画面に表示
不可 可 不可 

 

[SLEEP] 

- 

別途設定。本章

「4.1.2 

[SLEEP]ボタ

ンを表示する／

非表示にする」

参照。 

不可 可 不可 

 

 

4.1.1  画面に配置するボタンを変更する   

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

(1) （[顕微鏡制御]画面の設定を変更する場合） 

[顕微鏡制御]の下の[機能設定]ボタンを押す 

 

（[カメラ・顕微鏡制御]画面の設定を変更する場合） 

[カメラ・顕微鏡制御]の下の[機能設定]ボタンを押す 

現在の設定が表示されます。 

 

(2) 機能の割当てを変更したいボタンを選択する 

機能を選択するためのサブ画面が表示されます。 

[全消去]ボタンを押すとすべてのボタンの設定が削除されま

す。 

（以下の画面例は[顕微鏡制御]画面の設定の例ですが、

[カメラ・顕微鏡制御]画面の場合も操作方法は同様です。）
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(3) 割り当てたい機能を選択する 

選択された機能には青い枠が表示されます。 

[消去]ボタンを押すと、機能は割り当てられずボタンは空白に

なります。 

 

 
 

  直接操作ボタンの配置 

直接操作ボタン（サブ画面を表示せずに対物レンズ、コンデン

サーモジュールなどを直接操作するボタン）を配置する場合

は、上位分類のボタンを選択した後、下に表示されるボタンを

選択します。 
 

 

(4) 設定を変更したいボタンがほかにもある場合は、手順(2)から

(3)を繰り返す 

 

(5) サブ画面の右上の[x]ボタンを押してサブ画面を閉じる 
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(6) [OK]ボタンを押す 

[ボタン関連]画面に戻ります。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

 

4.1.2  [SLEEP]ボタンを表示する／非表示にする   

 

スリープ機能を使用するための[SLEEP]ボタンを表示するかを設定します。[カメラ・顕微鏡制御]画面で[SLEEP]ボタンを表

示するには、あらかじめ[SLEEP]ボタンを画面内に配置しておく必要があります。本章「4.1.1 画面に配置するボタンを変更

する」を参照してください。 

 

設定項目 設定値 説明 

[表示] ON [SLEEP]ボタンを表示する 

OFF（デフォルト） [SLEEP]ボタンを表示しない 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

[SLEEP ボタン]の下の[表示]ボタンを押して表示／非表示を切り

替える 

[表示]ボタンを押すたびに ON（表示）／OFF（非表示）が切

り替わります。 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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4.2  顕微鏡本機のボタンについて設定する   

 

顕微鏡本機のボタンの機能を設定します。 

 

4.2.1  FUNCTION ボタンに機能を設定する   

 

Ni-E 顕微鏡本機正面にある 6 つの FUNCTION ボタンに、以下の機能のなかから任意の機能を設定することができます。 
 

機能アイコン 機能 

   

[コンデンサー(+/-)] 

電動ユニバーサルコンデンサーのターレットを正回転／逆回転させてコンデンサーモジュールを

切り替える。 

 

[シャッター FL] 

蛍光キューブターレット（1 段目）の内蔵シャッターを開閉する。 

   

[蛍光ターレット 2(+/-)] 

電動蛍光キューブターレット（2 段目）を正回転／逆回転させてフィルターキューブを切り替え

る。 

 

[シャッター FL2] 

蛍光キューブターレット（2 段目）の内蔵シャッターを開閉する。 

   

[励起ホイール(+/-)] 

励起フィルターホイールを正回転／逆回転させて励起フィルターを切り替える。 

   

[吸収ホイール(+/-)] 

吸収フィルターホイールを正回転／逆回転させて吸収フィルターを切り替える。 

   

[明るく]/[暗く] 

ND フィルターホイールを回転させて透過照明を明るく／暗くする。 

   

[拡大]/[縮小] 

電動 DSC ズームポートのズーム倍率を上げる／下げる 

 

[シャッター EPI] 

EPI 電動シャッターを開閉する。 

 

[シャッター DIA] 

DIA 電動シャッターを開閉する。 

 

[再現（MODE 番号）] 

MODE を再現する。 
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デフォルト設定 

ボタン番号 機能 

1 コンデンサー(-) 

2 コンデンサー(+) 

3 励起ホイール(-) 

4 励起ホイール(+) 

5 吸収ホイール(-) 

6 吸収ホイール(+) 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

(1) [FUNCTION ボタン]の下の[機能設定]ボタンを押す 

現在の設定が表示されます。 

 

(2) 機能の割当てを変更したいボタンを選択する 

機能を選択するためのサブ画面が表示されます。 

[全消去]ボタンを押すとすべてのボタンの設定が削除されま

す。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 
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(3) 割り当てたい機能を選択する 

選択された機能には青い枠が表示されます。 

[消去]ボタンを押すと、機能は割り当てられず、表示は空白に

なります。 

 

 

(4) 設定を変更したいボタンがほかにもある場合は、手順(2)から

(3)を繰り返す 

 

 

(5) サブ画面の右上の[x]ボタンを押してサブ画面を閉じる 

 

(6) [OK]ボタンを押す 

[ボタン関連]画面に戻ります。 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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4.2.2  FL SHUTTER ボタンで操作する電動シャッターを変更する   

 

Ni-E 顕微鏡本機の FL SHUTTER ボタンで操作する電動シャッターを変更することができます。 

 

設定項目 設定値 動作するシャッター 

[FL SHUTTER ボタン] [インテンシライト] 電動 HG プリセンターファイバー光源の内蔵シャッター 

[蛍光ターレット]（デフォルト） 電動蛍光キューブターレットの内蔵シャッター 

[蛍光ターレット 2] 電動蛍光キューブターレット（2 段目）の内蔵シャッター 

[EPI]/[DIA]/[AUX] [装置接続]画面で EPI、DIA、または AUX として設定された

シャッター 

（ここに表示される電動シャッターの選択肢が正しくない場合

は、電動シャッターの接続設定を変更する必要があります。本章

の「3.2 電動シャッターの接続を設定する」を参照してくださ

い。） 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

[FL SHUTTER ボタン]にある選択肢のなかから操作したいシャッ

ターを選択する 

表示されるボタンは電動シャッターの接続設定によって異な

ります。 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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4.2.3  顕微鏡の CAPTURE ボタンで操作するデジタルカメラを変更する   

 

顕微鏡本機の CAPTURE ボタンを押したときのキャプチャー方法を変更することができます。 

 

設定項目 設定値 キャプチャー方法 

[CAPTURE ボタン] [OFF] CAPTURE ボタンの操作を無効にする 

[USB] 

（Ni-E、Ni-U のデフォルト）

USB コネクターから通信コマンドを送信してキャプチャーを行う 

[FRONT]/[LEFT] 

/[RIGHT]/[REAR]/[AUX]

（DSC コネクター） 

（Ci-E のデフォルト） 

DSC コネクターからトリガー信号を出力してキャプチャーを行う 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

[CAPTURE ボタン]にある選択肢のなかから、キャプチャーの方法

を選択する 

表示されるボタンはデジタルカメラの接続設定によって異な

ります。6 章の「3.1 デジタルカメラの接続を設定する」を

参照してください。 

（以下の画面は Ni-E の場合） 

 

 

Ni-E/Ni-U の場合は、設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して設定を顕微鏡本機のメモリーに保存して

ください。保存しないで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括

保存する（[メイン]画面）」を参照してください。 

Ci-E の場合は、この設定を顕微鏡本機のメモリーに保存することはできません。ここでの［SAVE］ボタンの操作は不要です。 
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4.2.4  正回転／逆回転ボタンで操作する電動装置を変更する   

 

Ni-E 顕微鏡本機の正回転／逆回転ボタンで操作する電動装置を変更することができます。 

 

設定項目 設定値 
操作する対象 

左側の正回転／逆回転ボタン 右側の正回転／逆回転ボタン 

[正回転/逆回転ボタン] [左:蛍光 / 右:対物] 電動蛍光キューブターレット 電動レボルバー 

[左:対物 / 右:蛍光] 

（デフォルト） 

電動レボルバー 電動蛍光キューブターレット 

[左:対物 / 右:対物] 電動レボルバー  電動レボルバー 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

[正回転/逆回転ボタン]にある選択肢のなかから、操作する対象を選

択する 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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4.2.5  ボタン操作の有効／無効を切り替える   

 

誤操作を防ぐために、顕微鏡本機のボタンの有効／無効を切り替えることができます。 

 

設定項目 設定値 説明 

[Ni-E 左側面]/ 

[Ci-E 左側面] 

ON（デフォルト） 左側面のボタンによる操作が有効 

OFF 左側面のボタンによる操作が無効 

[Ni-E 正面] ON（デフォルト） 正面のボタンによる操作が有効 

OFF 正面のボタンによる操作が無効 

[Ni-E 右側面] / 

[Ci-E 右側面] 

ON（デフォルト） 右側面のボタンによる操作が有効 

OFF 右側面のボタンによる操作が無効 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

[操作ボタンの有効]でボタンを押して各操作部分の有効／無効を設

定する 

ボタンを押すたびに ON（有効）／OFF（無効）が切り替わ

ります。 

（以下の画面は Ni-E の場合） 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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4.3  エルゴコントローラーのボタンの機能を設定する   

 

エルゴコントローラーのボタンの機能を変更することができます。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、エルゴコントローラーが接続されている必要があります。 

 

設定可能なボタンは以下のとおりです。 

Z Speed
FL cube OBJ

Fl shutter B/F/R EPI all

XY Speed

 

 

 

 

正回転ボタン／逆回転ボタンで操作する対象のデフォルト設定は以下のとおりです。 

設定項目 操作対象 

A 側（左側 LED 点灯時） 電動蛍光キューブターレット（1 段目） 

B 側（右側 LED 点灯時） 電動レボルバー 

 

ボタン 1 から 5 のデフォルト設定は以下のとおりです。 

設定項目 機能 

ボタン 1（左上） Z SPEED 

ボタン 2（右上） XY SPEED 

ボタン 3（左下） シャッター FL 

ボタン 4（下中央） B/F/R 

ボタン 5（右下） シャッター EPI ALL 

 

 

正回転ボタン／逆回転ボタンで操

作する対象（2 種類） 

・A 側（左側 LED 点灯時） 

・B 側（右側 LED 点灯時） 

ボタン 1（左上） ボタン 2（右上）

ボタン 3（左下）
ボタン 4（下中央）

ボタン 5（右下）
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正回転／逆回転ボタンで操作する対象を設定する 

 

エルゴコントローラーの正回転／逆回転ボタンで操作する対象を下記のなかから 2 種類（A 側、B 側）を設定することができ

ます。 
 

機能アイコン 操作対象 

 

[吸収ホイール] 

電動吸収フィルターホイール（吸収フィルター切替え） 

 

[励起ホイール] 

電動励起フィルターホイール（励起フィルター切替え） 

 

[蛍光ターレット] 

電動蛍光キューブターレット（蛍光キューブ切替え） 

 

[蛍光ターレット 2] 

電動蛍光キューブターレット 2 段目（蛍光キューブ切替え） 

 

[レボルバー] 

電動レボルバー（対物レンズ切替え） 

 

[インテンシライト] 

電動 HG プリセンターファイバー光源（ND 切替え） 

 

[コンデンサー] 

電動ユニバーサルコンデンサー（コンデンサーモジュール切替え） 

 

[開口絞り] 

電動ユニバーサルコンデンサー（透過開口絞り径調整） 

 

[ND ホイール] 

電動 ND フィルター（透過率調整） 

 

[ズーム] 

電動 DS ズームポート（ズーム倍率調整） 

 

[視野絞り] 

透過視野絞り（絞り径調整） 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

(1) [エルゴコントローラー]の[機能設定]ボタンを押す 

現在の設定が表示されます。 

 

(2) 電動装置の割当てを変更したいボタンを押す 

（左が A 側、右が B 側） 

電動装置を選択するためのサブ画面が表示されます。 

[全消去]ボタンを押すとすべてのボタンの設定が削除されま

す。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

 

(3) 割り当てたい電動装置を選択する 

選択された電動装置には青い枠が表示されます。 

[消去]ボタンを押すと、電動装置は割り当てられずボタンは無

効になります。 

(4) もう 1 つのボタンの割当ても変更したい場合は、手順(2)から

(3)を繰り返す 
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(5) サブ画面の右上の[x]ボタンを押してサブ画面を閉じる 

 

(6) [OK]ボタンを押す 

[ボタン関連]画面に戻ります。 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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正回転／逆回転以外のボタン 1～5 に機能を設定する 

 

エルゴコントローラーの正回転／逆回転以外の 5 つのボタンに、20 の機能のなかから任意の機能を設定することができます。

各ボタンの LED が示す内容は、設定された機能によって異なります。 

 

機能アイコン 機能 

 

[Z SPEED] 

フォーカスハンドルの動作モードを粗動／微動／極微動の間で切り替える。 

LED 消灯：粗動、LED 点灯：微動、LED 点滅：極微動 

 

[XY SPEED] 

ステージハンドルの動作モードを粗動／微動／極微動の間で切り替える。 

LED 消灯：粗動、LED 点灯：微動、LED 点滅：極微動 

 

[BINO] 

電動傾角四眼鏡筒の光路を双眼部 100%に切り替える。 

LED 点灯：双眼 100%、LED 消灯：直筒 100%またはリアポート 100% 

 

[FRONT] 

電動傾角四眼鏡筒の光路を直筒 100%に切り替える。 

LED 点灯：直筒 100%、LED 消灯：双眼 100%またはリアポート 100% 

 

[REAR] 

電動傾角四眼鏡筒の光路をリアポート 100%に切り替える。 

LED 点灯：リアポート 100%、LED 消灯：双眼 100%または直筒 100% 

 

[B100/F100] 

電動傾角四眼鏡筒の光路を双眼部 100%と直筒 100%の間で切り替える。 

LED 点灯：双眼 100%、LED 点滅：直筒 100%、LED 消灯：リアポート 100% 

 

[F100/R100] 

電動傾角四眼鏡筒の光路を直筒 100%とリアポート 100%の間で切り替える。 

LED 点灯：双眼 100%、LED 点滅：直筒 100%、LED 消灯：リアポート 100% 

 

[R100/B100] 

電動傾角四眼鏡筒の光路をリアポート 100%と双眼部 100%の間で切り替える。 

LED 点灯：双眼 100%、LED 点滅：直筒 100%、LED 消灯：リアポート 100% 

 

[B/F/R] 

電動傾角四眼鏡筒の光路を双眼部 100%、直筒 100%、リアポート 100%の間で切り

替える。 

LED 点灯：双眼 100%、LED 点滅：直筒 100%、LED 消灯：リアポート 100% 

 

[シャッターFL] 

電動蛍光キューブターレットの内蔵シャッターを開閉する。 

LED 点灯：シャッター閉、LED 消灯：シャッター開 
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機能アイコン 機能 

 

[シャッター FL2] 

電動蛍光キューブターレット（2 段目）の内蔵シャッターを開閉する。 

LED 点灯：シャッター閉、LED 消灯：シャッター開 

 

[シャッター EPI] 

EPI 電動シャッターを開閉する。 

LED 点灯：シャッター閉、LED 消灯：シャッター開 

 

[シャッター DIA] 

DIA 電動シャッターを開閉する。 

LED 点灯：シャッター閉、LED 消灯：シャッター開 

 

[シャッター INTSL] 

電動 HG プリセンターファイバー光源の内蔵シャッターを開閉する。 

LED 点灯：シャッター閉、LED 消灯：シャッター開 

 

[シャッター EPI ALL] 

電動蛍光キューブターレットの内蔵シャッター、EPI 電動シャッター、HG プリセン

ターファイバー光源の内蔵シャッターを一度に開閉する。 

LED 点灯：シャッター閉、LED 消灯：シャッター開（1 つでも閉じていると点灯） 

 

[レボルバー正回転] 

電動レボルバーを正回転させる。 

 

[レボルバー逆回転] 

電動レボルバーを逆回転させる。 

 

[キャプチャー] 

顕微鏡本機の CAPTURE ボタンと同じ働きをする。 

 

[Z-axis RESET] 

上下動部の位置表示をゼロリセットする。 

 

[SLEEP] 

ノイズの発生を低減するために、電動装置への電源供給を停止する。 

LED 点灯：スリープ状態、LED 消灯：通常状態 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

 (1) [エルゴコントローラー]の[機能設定]ボタンを押す 

現在の設定が表示されます。 

 

(2) 機能の割当てを変更したいボタンを押す 

電動装置を選択するためのサブ画面が表示されます。 

[全消去]ボタンを押すとすべてのボタンの設定が削除されま

す。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

(3) 割り当てたい機能を選択する 

選択された機能には青い枠が表示されます。 

[消去]ボタンを押すと、機能は割り当てられずボタンは無効に

なります。 

(4) 他のボタンの割当ても変更したい場合は、手順(2)から(3)を

繰り返す 

 



第 6 章 設定 

1-144 

設
定 

(5) サブ画面の右上の[x]ボタンを押してサブ画面を閉じる 

 

(6) [OK]ボタンを押す 

[ボタン関連]画面に戻ります。 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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4.4  Ci-E リモートコントロールパッドのボタンを有効／無効にする   

 

誤操作を防ぐために、リモートコントロールパッドのボタンの有効／無効を切り替えることができます。 

 

設定項目 設定値 説明 

[上面] ON（デフォルト） ボタン操作有効 

OFF ボタン操作無効 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[ボタン関連]  

(1) [リモートコントロールパッド]でボタンを押して有効／無効

を切り替える 

ボタンを押すたびに ON（有効）／OFF（無効）が切り替わ

ります。 

 

本設定を顕微鏡本機のメモリーに保存することはできません。 
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5  電動装置の動作を設定する（[動作関連]画面） 

 

[動作関連]画面では、電動装置の動作について設定します。 

 

5.1  連動動作を設定する   

 

対物レンズ、ズーム倍率、光路の切替え時、または顕微鏡からのキャプチャートリガー（USB 通信コマンド送信／トリガー信

号出力）時に、ほかの電動装置を連動させることができます。連動させるには事前に設定が必要です。 

 

 

  [LINK]ボタン 

[顕微鏡制御]画面または[カメラ・顕微鏡制御]画面のレボルバーサブ画面

で[LINK]ボタンを押すと、[セットアップメニュー]の[動作関連]画面に

直接移動することができます。 
 

 

 

5.1.1  対物レンズ切替え時の連動動作を設定する   

 

レボルバーを回転させて対物レンズを切り替えた場合に、他の電動装置を対物レンズの切替えに連動させることができます。 

連動動作を行うためには、レボルバー番地ごとに、その番地に切り替えたときに行う動作を設定します。 

 

  設定の条件 

[退避] 

連動動作を行うには、電動レボルバーが装着されている必要があります。 

[視野絞り]  

連動動作を行うには、電動（または状態検出）レボルバーが装着されている必要があります。また、対物レンズの情

報が設定されている必要があります。 

[開口絞り]、[コンデンサー] 

連動動作を行うには、電動ユニバーサルコンデンサー、電動（または状態検出）レボルバーが装着されている必要が

あります。また、対物レンズの情報が設定されている必要があります。 

[ND ホイール] 

連動動作を行うには、電動 ND フィルターホイール、電動（または状態検出）レボルバーが装着されている必要が

あります。また、対物レンズの情報が設定されている必要があります。 

 

  状態検出レボルバーの場合 

状態検出レボルバーを手で回転させる場合は、レボルバーがクリック位置に入った後に連動が行われます。ただし、ALF

（同焦点補正）と退避は行われません。 

スリープ中に手でレボルバーを回転させたときは、連動設定がされていても連動は行われません。 
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設定項目 
連動動作をさせる 

装置 
設定値 連動動作 

[退避] Ni-E 本機の上下動部 [する] 対物レンズを切り替える前に上下動部をソフトウェア

制限の設定位置に退避させ、対物レンズ切替え後に元

の位置に復帰させる。対物レンズが標本に接近してい

る場合に、倍率の高い対物レンズが標本に接触するの

を防ぐため。 

（ソフトウェア制限の設定については本章の「6.4 ソ

フトウェア制限を設定する」を参照してください。） 

[しない]（デフォルト） 退避しない 

[開口絞り] 電動ユニバーサルコン

デンサーの透過開口絞

り 

[75%] 対物レンズの開口数の 75%にする 

[インテリジェント] 観察時に行った任意の開口絞りの調整を、他の対物レ

ンズに切り替えてから元の対物レンズに戻した際に再

現する。※3 

[全開] 最大にする 

[全閉] 最小にする 

[連動なし]（デフォルト） 連動しない 

[視野絞り] Ni-E 本機の透過視野

絞り 

[100%] 視野に一致させる※1 

[インテリジェント] 観察時に行った任意の視野絞りの調整を、他の対物レ

ンズに切り替えてから元の対物レンズに戻した際に再

現する。※3 

[全開] 最大にする 

[全閉] 最小にする 

[連動なし]（デフォルト） 連動しない 

[ND ホイール] 電動 ND フィルターホ

イール 

[標準] 対物レンズの倍率と開口数から計算された標準的な透

過率にする※2 

[インテリジェント] 観察時に行った任意の ND フィルターの調整を、他の

対物レンズに切り替えてから元の対物レンズに戻した

際に再現する。※3 

[連動なし]（デフォルト） 連動しない 

[コンデンサー] 電動ユニバーサルコン

デンサー 

番地 1～7 の 

モジュール名 
指定されたコンデンサーモジュールを光路に入れる 

[連動なし]（デフォルト） 連動しない 

 

※1： 電動傾角四眼鏡筒が装着されている場合は、光路による視野の違いも加味して自動的に調整します。また、電動ズーム

ポートが装着されていて、光路を[REAR]にしている場合は、視野絞りはズーム倍率も加味して自動的に調整されます（手

動ズームポートの場合は、ズーム倍率が 1.0x であるものとして調整されます）。 

手動鏡筒が装着されている場合は、視野数 25 として調整されます。 

※2： 視野の明るさは開口絞りの大きさによっても変化します。電動 ND フィルターホイールの設定を[標準]または[インテリ

ジェント]にした場合、開口絞りが対物レンズの開口数の 75%の状態になっているものとして、それに合わせて ND フィ

ルターが調整されます。そのため、開口絞りの連動設定を[75%]以外にしている場合には、調整される ND フィルター

の透過率が最適にならない可能性があります。その際は、[顕微鏡制御]または[カメラ・顕微鏡制御]画面の[ND ホイール]

ボタンで調整してください。また、電動ズームポートが装着されていて、光路を[REAR]にしている場合は、透過率はズー

ム倍率も加味して自動的に調整されます（手動ズームポートの場合は、ズーム倍率が 1.0x であるものとして調整されま

す）。 

※3： 一度 DS-L3 の電源を OFF にすると、前回の状態についての記憶は消えてデフォルトに戻ります。電源を OFF にして

も[インテリジェント]用の状態を保持するには、本章の「5.1.2 [インテリジェント]の初期値を変更する」を参照してく

ださい。 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [対物連動]の[設定]ボタンを押す 

現在の設定が表示されます 

 

 

(2) 変更が必要な場合、各対物レンズについて設定を変更する 

[退避]のボタンを押すと、押すたびに[する][しない]が切り替

わります。 

[開口絞り]、[視野絞り]、[ND ホイール]、[コンデンサー]の

ボタンを押すと、選択肢を表示するサブ画面が表示されます。

設定したい連動動作を選択します。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

(3) 設定が完了したら[OK]ボタンを押す 

[動作関連]画面に戻ります。 

  

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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5.1.2  [インテリジェント]の初期値を変更する   

 

対物レンズ切替え時に連動する装置のうち、開口絞り、視野絞り、ND ホイールについては、対物レンズ切替え時の動作として

[インテリジェント]を選択することができます。[インテリジェント]を選択すると、観察時に行った任意の調整を、他の対物レ

ンズに切り替えてから元の対物レンズに戻した際に再現させることができます。ただし、一度 DS-L3 の電源を OFF にして再

度 ON にすると、調整された状態についての記憶は消えて初期値に戻ります。 

開口絞り、視野絞り、ND ホイールの[インテリジェント]の状態を、次回以降の電源 ON 時にも使用するためには、装置状態の

保存を行います。これにより、現在[インテリジェント]で使用している、開口絞り、視野絞り、ND ホイールの状態が、顕微鏡

のメモリーに保存され、次回以降の起動時に使用する[インテリジェント]の初期値として使用されます。 

 

[設定方法] 

[セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [対物連動]の[SAVE]ボタンを押す 

確認ダイアログが表示されます。 

(2) [YES]ボタンを押す 

[インテリジェント]選択時に使用する透過開口絞り、透過視野

絞り、ND ホイールの状態が保存されます。 

 

保存をやめるときは[NO]ボタンを押します。 
 

  変更した[インテリジェント]の初期値を出荷時の

状態に戻す場合 

対物レンズの情報を再度設定すると、そのレボルバー番地の

[インテリジェント]の初期値は出荷時の状態に戻ります。 

対物レンズの情報の設定については 6 章の「2.1 対物レンズ

の情報を設定する」を参照してください。 

 

 

5.1.3  顕微鏡の上下動部と電動ステージの駆動速度を自動的に切り替える   

 

エルゴコントローラー（またはジョイスティック）で顕微鏡の上下動部と電動ステージを駆動するときの速度を、対物レンズの

倍率によって自動的に切り替えることができます。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、電動（または状態検出）レボルバー、エルゴコントローラー（またはジョイスティック）が装着

されている必要があります。また、対物レンズの情報が設定されている必要があります。 

 

設定項目 設定値 連動動作 

[XYZ 速度] ON 対物レンズの倍率に応じて顕微鏡の上下動部と電動ステージの駆動速度を変更：

2x、4x、10x：粗動 

20x、40x：微動 

60x、100x：極微動 

OFF（デフォルト） 連動しない 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [対物連動]の[設定]ボタンを押す 

 

 

(2) [XYZ 速度]ボタンを押して設定を変更する 

ボタンを押すたびに ON（連動する）／OFF（連動しない）

が切り替わります。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

 

(3) 設定が完了したら[OK]ボタンを押す 

[動作関連]画面に戻ります。 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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5.1.4  同焦点補正機能を設定する (Auto Link Focus)   

 

同焦点補正とは、あらかじめ各対物レンズの焦点位置を設定しておくことで、対物レンズを切り替えたときに対物レンズ間の焦

点位置の差を自動で補正することです。 

ただし、ESCAPE ボタンにより対物レンズが退避状態のときに対物レンズを切り替えた場合は、同焦点補正は行われません。

対物レンズ切替え時の連動設定により自動的に退避と復帰を行う場合は、本設定を ON にしておくと、同焦点補正を行います。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、電動レボルバーが装着されている必要があります。 

 
  

焦点位置を設定する 

 

各対物レンズの焦点位置を設定することで、対物レンズ切替え時の同焦点補正が正しく行われます。同焦点補正を行う場合は、

必ず、本設定を行ってください。 

 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [対物連動]の下の[設定]ボタンを押す 

 

(2) [ALF]ボタンが ON になっている場合、ボタンを押して OFF

にする 

同焦点補正が OFF でないと、焦点位置を設定できません。

(3) [合焦位置設定]ボタンを押す 
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(4) 全消去ボタンを押す 

前回の設定が削除されます 

 

 

(5) 番地 1 のボタンを押して番地 1 の対物レンズを光路に入れる

(6) 顕微鏡本機のフォーカスハンドルを使用して、標本に焦点を

合わせる 

(7) [記憶]ボタンを押して番地 1 の焦点位置を記憶させる 

下段の[合焦位置]表示部に設定の状態が表示されます： 

[set]合焦位置を設定済み 

[not set]合焦位置が未設定 

(8) 番地 2 以降についても同様に、焦点位置を記憶させる 

 

  対物レンズが未装着の番地の場合 

必ず、すべてのレボルバー番地に対し、焦点位置を設定してく

ださい。対物レンズが未装着の番地では、1 つ前の番地と同じ

状態のまま焦点位置を記憶させてください。焦点位置を設定し

ないと、未装着位置から装着位置に切り替えたとき、また装着

位置から未装着位置に切り替えたときに、同焦点補正が行われ

ません。 
 

 

(9) すべての番地の焦点位置を記憶させたら、[OK]ボタンを押す  

(10) [ALF]ボタンを押して ON にする 

同焦点補正機能が ON になります。 

(11) [OK]ボタンを押す 

[動作関連]画面に戻ります。 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 



第 6 章 設定 

1-153 

設
定 

  
同焦点補正の ON/OFF を切り替える 

 

同焦点補正機能を使用するかどうかを切り替えます。同焦点補正機能を使用する場合はあらかじめ焦点位置を設定しておく必要

があります。対物レンズを取付け後に焦点位置の設定を行っていない場合は、前項「焦点位置を設定する」を参照してください。 

 

設定項目 設定値 連動動作 

[ALF] ON 同焦点補正を行う 

OFF（デフォルト） 同焦点補正を行わない 

 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [対物連動]の[設定]ボタンを押す 

 

(2) [ALF]ボタンを押して ON/OFF を切り替える 

押すたびに、ON/OFF が切り替わります。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

(3) [OK]ボタンを押す 

[動作関連]画面に戻ります。 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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5.1.5  ズーム倍率切替え時の連動動作を設定する   

 

ズーム倍率を切り替えた場合に、透過視野絞りと電動 ND フィルターホイールを自動的に調整させることができます。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、電動 DSC ズームポート、電動（または状態検出）レボルバー、電動傾角四眼鏡筒が装着されてい

る必要があります。また対物レンズの情報が設定されている必要があります。 

ND フィルターを連動させるためには、さらに電動 ND フィルターホイールが装着されている必要があります。また、

顕微鏡がスリープ状態になっている場合は、連動機能は働きません。 

 

設定項目 
連動させる 

装置 
設定値 連動動作 

[視野絞り/ND] Ni-E 本機（透過視

野絞り）、電動 ND

フィルターホイー

ル 

ON 対物レンズ切替え時の連動の設定に従って視野絞りと電動

ND フィルターを調整する。（設定については本章の「5.1.1 

対物レンズ切替え時の連動動作を設定する」を参照してくだ

さい。対物レンズ切替え時の連動の設定が、[連動なし]になっ

ている場合、調整は行われません。） 

OFF（デフォルト） 連動しない 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

[ズーム連動]の[視野絞り/ND]ボタンを押して ON/OFF を切り替

える 

押すたびに、ON/OFF が切り替わります。 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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5.1.6  光路切替え時の連動動作を設定する   

 

光路を切り替えた場合に、透過視野絞りを自動的に調整させることができます。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、電動（または状態検出）レボルバーと電動傾角四眼鏡筒が装着されている必要があります。また、

対物レンズの情報が設定されている必要があります。 

 

設定項目 
連動させる 

装置 
設定値 連動動作 

[視野絞り] 
Ni-E 本機（透過視

野絞り） 

ON 対物レンズ切替え時の連動の設定に従って視野絞りを調整す

る。（設定については本章の「5.1.1 対物レンズ切替え時の

連動動作を設定する」を参照してください。対物レンズ切替

え時の連動の設定が、[連動なし]になっている場合、調整は

行われません。） 

OFF（デフォルト） 連動しない 

 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

[光路連動]の[視野絞り]ボタンを押して ON/OFF を切り替える 

押すたびに、ON/OFF が切り替わります。 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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5.1.7  キャプチャーコマンド送信／トリガー信号出力時の連動動作を設定する  

 

電動傾角四眼鏡筒と電動蛍光キューブターレットを、顕微鏡の USB コネクターからのキャプチャーコマンド送信または DSC

コネクターからのキャプチャートリガー信号出力に連動させて切り替えることができます。キャプチャー終了後は元の状態に戻

ります。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、連動の対象となる装置が装着されている必要があります。 

 

  連動動作が行われる操作 

本設定による連動動作が行われるのは、[顕微鏡制御]画面または[カメラ・顕微鏡制御]画面の[キャプチャー

FRONT/LEFT/RIGHT/AUX]ボタン、または顕微鏡本機の CAPTURE ボタンを押してキャプチャーコマンド／キャプ

チャートリガー信号を顕微鏡から出力する場合です。[カメラ・顕微鏡制御]画面の上部にある[キャプチャー]ボタン、ま

たはカメラ制御画面の[キャプチャー]ボタンを押して、本 DS-L3 に直接接続されているカメラヘッドでキャプチャーを

行うときには連動動作は行われません。 

 

設定項目 
連動させる 

装置 
設定値 連動動作 

[光路] 電動傾角四眼鏡筒

[FRONT] 

光路を直筒に切り替える（光路切替え時連動が有効の場

合は、対物レンズ切替え時の連動設定に従って視野絞り

も調整します。設定については本章の「5.1.1 対物レン

ズ切替え時の連動動作を設定する」を参照してくださ

い。） 

[REAR] 

光路をリアポートに切り替える（光路切替え時連動が有

効の場合は、対物レンズ切替え時の連動設定に従って視

野絞りも調整します。設定については本章の「5.1.1 対

物レンズ切替え時の連動動作を設定する」を参照してく

ださい。） 

[連動なし](OFF) 

（デフォルト） 
連動しない 

[蛍光ターレット] 電動蛍光キューブ

ターレット 

番地 1～6 の 

フィルターキューブ名 
指定されたフィルターキューブを光路に入れる 

[連動なし](OFF) 

（デフォルト） 
連動しない 

[蛍光ターレット 2] 電動蛍光キューブ

ターレット 

（2 段目） 

番地 1～6 の 

フィルターキューブ名 
指定されたフィルターキューブを光路に入れる 

[連動なし](OFF) 

（デフォルト） 
連動しない 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

[撮影連動]の下の[光路]、[蛍光ターレット]、および[蛍光ターレッ

ト 2]ボタンを押して設定を変更する 

それぞれのボタンを押すと、選択肢を表示するサブ画面が表

示されます。設定したい連動動作を選択します。 

 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

 

5.2  上下動部の退避量を設定する   

 

退避操作を行うことによって、上下動部（ステージ上下動システムの場合はステージ、対物上下動システムの場合は対物レンズ）

が現在の位置からどれだけ移動するかを設定することができます。 

ステージ上下動システムの場合は、ステージが退避量として設定した分だけ下に移動します。 

対物上下動システムの場合は、対物レンズが退避量として設定した分だけ上に移動します。 

 

上下動部が退避するのは下記の場合です： 

 Ni-E 顕微鏡本機の ESCAPE ボタンを押した場合 

 DS-L3 の[ESCAPE]ボタンを押した場合 

 DS-L3 の[標本取外し位置]ボタンを押した場合 

 対物レンズ切替え時の連動設定により退避動作を行う場合 

 

設定項目 設定値 退避量 

[上下動部退避量] [5mm] 現在の位置から 5mm 

[10mm] 現在の位置から 10mm 

[ソフトウェア制限] 

（デフォルト） 

[その他機能]画面で設定したソフトウェア制限位置。詳細については本章

の「6.4 ソフトウェア制限を設定する」を参照してください。 
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[設定方法] 

[セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [上下動部退避量]の下の[ソフトウェア制限]ボタンを押す 

退避量の選択肢を表示するサブ画面が表示されます。 

 

 

(2) 退避量を選択する 

退避量が設定されます。 

 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

 

5.3  上下動部の位置により電動レボルバーの回転を禁止する   

 

対物レンズと標本の接触を回避するための機能です。 

上下動部が指定した位置よりも上方にある場合、電動レボルバーの回転を禁止することができます。設定された上限位置は、す

べてのレボルバー番地に対して有効です。 

この機能は電源を切ると自動的に OFF になります。[メイン]画面の[SAVE]ボタンで設定を保存することはできません。 
 

  設定の条件 

この設定を行うには、電動レボルバーが装着されている必要があります。 
 

  上下動部の振動による影響 

設定値付近では、振動などの影響で上下動部の位置が変動し、電動レボルバーが回転する場合があります。 
 

設定項目 設定値 説明 

[回転制限] 
ON 上下動部が指定した位置よりも上方にある場合、レボルバーの回転を禁止する

OFF（デフォルト） 上下動部の位置による制限はしない 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [Z 位置によるレボルバー回転制限]の[回転制限]ボタンを押

して ON（制限あり）／OFF（制限なし）を切り替える 

 

 

 

(2) （ON にした場合のみ）フォーカスハンドルを回して、制限

としたい位置に上下動部を移動してから[OK]ボタンを押す

現在の位置よりも上下動部が上方にある場合、レボルバーは

回転しなくなります。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

 

 

5.4  レボルバーの逆回転を禁止する   

 

低倍率の対物レンズは焦点深度が深いため、標本と対物レンズの距離が接近している場合があります。そのような状態で倍率の

高い対物レンズに切り替えると、その先端が標本に接触してしまうことがあります。本設定ではそれを防ぐために、6 孔レボル

バーの場合は番地 1 から隣の 6 への回転を、7 孔レボルバーの場合は番地 1 から隣の 7 への回転を禁止することができます。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、電動レボルバーが装着されている必要があります。 
 

  番地を直接指定してレボルバーを回転させる場合 

本設定で[制限あり]を選択してある場合も、直接番地を指定してレボルバーを回転させる場合には、番地 6 や 7 が光路

に入ります。（例：6 孔レボルバーで、番地 1 が光路に入っているときにレボルバー番地 6 のボタンを押すと、レボル

バーは 1→2→3→4→5→6 のように回転して番地 6 が光路に入ります。） 

本設定で[制限なし]を選択してある場合は、レボルバーは指定された番地まで最短距離になる方向に回転します。 
 

設定項目 設定値 説明 

[レボルバー逆回転] [制限なし]（デフォルト） どの番地からの逆回転も禁止しない。 

[制限あり] （6 孔レボルバーの場合）番地 1 から隣の 6 への逆回転を禁止する。 

（7 孔レボルバーの場合）番地 1 から隣の 7 への逆回転を禁止する。 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

[レボルバー逆回転]の[制限なし]または[制限あり]ボタンを押して

設定を切り替える 

 

 

（Ni-E/Ni-U の場合） 

（Ci-E の場合） 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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5.5  トグル機能を設定する（2 本の対物レンズを交互に切り替える）   

 

トグル機能を使用すると、あらかじめ設定した 2 本の対物レンズを交互に切り替えながら検鏡することができます。切替えの 

操作は顕微鏡本機やエルゴコントローラーのレボルバー正回転／逆回転ボタンで行います。トグル機能で使用する対物レンズの

ペアは、「トグルパターン 1」「トグルパターン 2」の 2 組を設定できます。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、電動レボルバーが装着されている必要があります。 

 

設定項目 設定値 レボルバー正回転／逆回転ボタンを押したときの動作 

[レボルバートグル操作] [OFF]（デフォルト） トグル機能を使用しない 

[パターン 1] トグルパターン 1 で設定された 2 つの番地を交互に切替え 

[パターン 2] トグルパターン 2 で設定された 2 つの番地を交互に切替え 

 

デフォルトのトグルパターン 

設定項目 使用する番地 

[パターン 1] 1、2 

[パターン 2] 3、4 

 

 

5.5.1  トグル機能の ON/OFF を切り替える 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [レボルバートグル操作]の[設定]ボタンを押す 

（Ci-E の場合はこの操作は不要です。次の手順に進んでくだ

さい。） 

 

 

（Ni-E/Ni-U の場合） 
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(2) [レボルバートグル操作]の[OFF]、[パターン 1]または[パ

ターン 2]ボタンを押して、レボルバー正回転／逆回転ボタン

を押したときの動作を選択する 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。（Ni-E の

み） 

 

(3) [OK]ボタンを押す（Ci-E の場合はこの操作は不要です。）

[動作関連]画面に戻ります。 

（Ni-E/Ni-U の場合） 

（Ci-E の場合） 

 

Ni-E または Ni-U をご使用の場合は、設定が完了したら必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモ

リーに保存してください。保存しないで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の

「1 設定を一括保存する（[メイン]画面）」を参照してください。 

Ci-E をご使用の場合は、本設定を顕微鏡本機のメモリーに保存することはできません。 
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5.5.2  トグル機能で使用する番地を設定する 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [レボルバートグル操作]の下の[設定]ボタンを押す 

（Ci-E の場合はこの操作は不要です。次の手順に進んでくだ

さい。） 

 

 

（Ni-E の場合） 

 

(2) [パターン 1]または[パターン 2]で、トグル機能で使用したい

番地のボタン 2 つを押す 

各トグルパターンで指定できる番地は 2 つです。3 つ目を指

定すると、初めに指定した番地が取り消されます。 

 

設定をやめるときは [CANCEL]ボタンを押します。（Ni-E の

み） 

 

(3) [OK]ボタンを押す（Ci-E の場合はこの操作は不要です。）

[動作関連] 画面に戻ります。 

 

 

（Ni-E の場合） 

（Ci-E の場合） 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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5.6  電動ハネノケコンデンサーのトップレンズはねのけを設定する   

 

電動ハネノケコンデンサーを装着している場合は、低倍の対物レンズに切り替えたときにコンデンサーのトップレンズを自動で

はねのけるように設定できます。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、電動ハネノケコンデンサーが装着されている必要があります。 
 

デフォルトの設定 

レボルバー番地 トップレンズの状態 

1 OUT（はねのける） 

2～6 IN（光路に入れる） 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[動作関連]  

(1) [コンデンサー]の[IN]/[OUT]ボタンを押して、トップレンズ

のはねのけ有無を切り替える 

[IN]/[OUT]ボタンを押すたびに[IN]（光路に入れる）と

[OUT]（はねのける）が切り替わります。 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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6  その他の機能を設定する（[その他機能]画面、[保守]画面） 

 

6.1  Ni-E 前面表示パネルの表示を設定する   

 

Ni-E 顕微鏡本機の前面表示パネルには 9 種類の状態表示パターンがあります。本設定により、起動時に表示するパターンを変

更できます。 

デフォルト設定ではパターン 1 が表示されます。（パターンによる表示の違いについては Ni-E の使用説明書「操作編」を参照

してください。） 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[その他機能]  

 

(1) [Ni-E 表示パネル]の[表示パターン設定]ボタンを押す 

ダイアログ画面が表示されます。 

(2) 顕微鏡本機の DISPLAY Previous/Next ボタンを押して、起

動時に表示したいパターンに切り替える 

ここで顕微鏡本機の DISPLAY 切替えボタンを押すと、状態

表示と FUNCTION ボタンの機能表示とを切り替えることが

できます。FUNCTION ボタンの機能表示を起動時のパターン

として設定することも可能です。 

 

(3) [OK]ボタンを押す 

手順(2)で選択したパターンが起動時の表示パターンとして

設定されます。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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6.2  上下動部操作の有効／無効を設定する   

 

顕微鏡本機の上下動部を操作するフォーカスハンドルについて、有効／無効を切り替えることができます。ESCAPE ボタンは

本設定の影響を受けません。 

 

設定項目 設定の対象 設定値 説明 

[Ni-E] Ni-E のフォーカスハンドル ON（デフォルト） 操作が有効 

OFF 操作が無効 

[エルゴ/JOY] エルゴコントローラーまたはジョイス

ティックのフォーカスハンドル 

ON（デフォルト） 操作が有効 

OFF 操作が無効 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[その他機能]  

[フォーカスハンドル有効]の下の[Ni-E]ボタンまたは[エルゴ

/JOY]ボタンを押して有効／無効を切り替える 

ボタンを押すたびに ON（有効）／OFF（無効）が切り替わ

ります。 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

 

 

6.3  ブザーの ON/OFF を設定する   

 

操作ボタンを押したときに鳴るブザーについて、ON/OFF を設定することができます。 

 

設定項目 設定の対象 設定値 説明 

[Ni-E] Ni-E 顕微鏡本機の操作ボタンを押したとき

に鳴るブザー 

ON（デフォルト） ブザーON 

OFF ブザーOFF 

[エルゴ] エルゴコントローラーの操作ボタンを押した

ときに鳴るブザー 

ON ブザーON 

OFF（デフォルト） ブザーOFF 
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[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[その他機能]  

[ブザー]の[Ni-E]ボタンまたは[エルゴ]ボタンを押して ON/OFF

を切り替える 

ボタンを押すたびに ON/OFF が切り替わります。 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

 

6.4  ソフトウェア制限を設定する   

 

Ni-E 顕微鏡本機の上下動部と電動 XY ステージの動作の限界位置をソフト的に設定することができます。 

 

  設定の条件 

XY 方向の限界位置を設定するには、電動 XY ステージが装着されている必要があります。 

 

  実際の操作時の停止位置 

フォーカスハンドルで上下動部を操作する場合、実際に停止するのは、設定した限界位置を最大約 20μm 超えた位置

になります。 

エルゴコントローラーまたはジョイスティックでステージを XY 方向に操作する場合、実際に停止するのは、設定した

限界位置を最大約 800μm 超えた位置になります。 

 

設定項目 デフォルト設定 設定可能範囲 

Z 軸上限 

（ステージ上下動システムのみ） 

2000.000μm -8000.000μm から 2000.000μm 

Z 軸下限 

（対物上下動 

システムのみ） 

[UPPER +]での表示 -2000.000μm -2000.000μm から 10000.000μm 

[LOWER +]での表示 2000.000μm -10000.000μm から 2000.000μm 

X 軸最大値 34000.000μm 10000.000μm から 34000.000μm 

X 軸最小値 -34000.000μm -34000.000μm から-1000.000μm 

Y 軸最大値 27000.000μm 1000.000μm から 27000.000μm 

Y 軸最小値 -27000.000μm -27000.000μm から-1000.000μm 
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  対物上下動システムの Z 座標について 

対物上下動システムでは、ご使用の環境によって Z 座標の表示方法が異なります。現在の Z 座標値の右側に表示されている[UPPER +]

または[LOWER +]を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

[UPPER +]の場合 [LOWER +]の場合 

原点 0 
原点 0 

-

- +

+ 
上下動部が下がる方向が 

プラス（+） 

上下動部が上がる方向が 

プラス（+） 
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6.4.1  上下動部の限界位置を設定する 

 

上下動部を、動作の限界に設定したい位置に移動し、制限として設定します。 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[その他機能]  

(1) フォーカスハンドルを操作して動作の限界に設定したい位置

に上下動部を移動する 

(2) Z 軸の[現在位置を限界に設定]ボタンを押す 

現在の位置を基準にして限界位置が設定されます。 

[デフォルトに戻す]ボタンを押すと、設定がデフォルト値に戻

ります。 

  設定される限界位置 

ステージ上下動システムの場合は、現在の位置よりも 0.5μm

上の位置が限界に、対物上下動システムの場合は、現在の位置

よりも 0.5μm 下の位置が限界に設定されます。 
 

  現在上下動部が限界位置にある場合には、デフォ

ルト値に戻す操作はできません 

この場合は、上下動部を限界位置よりも下に（対物上下動シス

テムの場合は限界位置よりも上に）移動した後に再度[デフォ

ルトに戻す]ボタンを押してください。 
 

  対物上下動システムの Z 座標について 

対物上下動システムでは、ご使用の環境によって Z 座標の表示

方法が異なります。詳細については本章の「6.4 ソフトウェア

制限を設定する」を参照してください。 
 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
 

 

6.4.2  電動 XY ステージの限界位置を設定する 
 

 [セットアップメニュー]→[その他機能]  

(1) エルゴコントローラーまたはジョイスティックを操作して動

作の限界に設定したい位置に電動ステージを移動する 

(2) [ソフトウェア制限]の X軸または Y軸の[現在位置を最大値に

設定]または[現在位置を最小値に設定]ボタンを押す 

現在の位置を基準にして限界位置が設定されます。 

[デフォルトに戻す]ボタンを押すと、設定がデフォルト値に戻

ります。 

  設定される最大値／最小値 

最大値を設定する場合は、現在の位置よりも 0.5μm 大きな値

が、最小値を設定する場合は、現在の位置よりも 0.5μm 小さ

な値が設定されます（前後左右いずれの限界位置の場合も、0.5

μm 外側の値が設定されます）。 

 

 
 

 現在ステージが限界位置にある場合には、デフォ

ルト値に戻す操作はできません 

この場合は、ステージを限界位置よりも内側に移動した後に再

度[デフォルトに戻す]ボタンを押してください。 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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6.5  蛍光キューブターレットの駆動速度を設定する   

 

厚いダイクロイックミラーが内蔵されているフィルターキューブを使用する場合は、電動蛍光キューブターレットの駆動速度を

遅くする必要があります。 

電動蛍光キューブターレットを 2 段重ねて使用している場合は、1 段目と 2 段目について個別に設定します。 

 

  設定の条件 

この設定を行うには、電動蛍光キューブターレットが装着されている必要があります。 

 

設定項目 設定値 説明 

[蛍光キューブターレット] [高速]（デフォルト） 通常のフィルターキューブのみを使用する場合 

[低速] 厚いダイクロイックミラーを内蔵するフィルターキューブを

1 つでも使用する場合 

[蛍光キューブターレット 2 段目] 

（電動蛍光キューブターレットを 2 段重

ねて使用している場合） 

[高速]（デフォルト） 通常のフィルターキューブのみを使用する場合 

[低速] 厚いダイクロイックミラーを内蔵するフィルターキューブを

1 つでも使用する場合 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[保守]  

[蛍光ターレット駆動速度]にある選択肢のなかから駆動速度を選択

する 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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6.6  設定を出荷状態に戻す   

 

設定を出荷状態に戻すことができます。この操作を行うと、[セットアップメニュー]で行うことのできるすべての設定（装着さ

れている光学素子の情報、MODE として保存された検鏡状態、および連動設定[インテリジェント]の初期値を含む。）が出荷状

態に戻ります。 

 

[操作方法] 

 [セットアップメニュー]→[保守]  

(1) [設定値リセット]の[出荷状態に戻す]ボタンを押す 

確認画面が表示されます。 

(2) [YES]ボタンを押す 

出荷状態に戻すのをやめるときは[NO]ボタンを押します。

(3) 確認画面が消えたら、顕微鏡本機の電源を一度 OFF にした

後、再度 ON にする 

顕微鏡本機のメモリーに保存されている設定が、出荷時の状

態に戻ります。 

 

 

（Ni-E/Ni-U の場合） 

 

（Ci-E の場合） 
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6.7  プログラムのバージョンを表示する   

 

顕微鏡システムとエルゴコントローラーのプログラムバージョンを確認することができます。 

 

[操作方法] 

 [セットアップメニュー]→[保守]  

[プログラムバージョン]に表示されている内容を確認する 

顕微鏡システムのプログラムバージョンが表示されます。 

Ni-E でエルゴコントローラーを使用している場合は、

[ERGC:]の後にエルゴコントローラーのプログラムバージョ

ンが表示されます。 

Ni-E でジョイスティックを使用している場合は、[JOY:]の後

にジョイスティックのプログラムバージョンが表示されま

す。 

 

（Ni-E/Ni-U の場合） 

 

（Ci-E の場合） 
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誤った使い方をすると、故障ではないのに、本製品の性能が発揮されないことがあります。次のような現象が生じた場合は、修

理を依頼する前に、以下の表に従って再度ご確認ください。 

下記の対応以外に不具合があった場合や、対応したのに直らなかった場合は、装置の電源を抜いてお近くのニコンまでお問い合

わせください。 

なお以下の表は顕微鏡操作の際の問題点のみを記載しています。DS-L3 が起動しないなど DS-L3 のハードウェアに関する問

題点については別冊「カメラ操作編」を参照してください。 

 

1  表示に関する問題点 

 

問題点 原因 対策 

顕微鏡操作画面が表示されない。 

DS-L3 が顕微鏡に正しく接続されて

いない。 

顕微鏡、電動付属品、DS-L3 の電源を OFF にしてから、

DS-L3 を顕微鏡（Ni-U の場合はコントロールボックス

B）に接続しなおす。 

USB ハブを 2 階層以上使用している。 USB ハブは使用しないか、1 階層のみとする。 

顕微鏡の電源が ON になっていない。

一度 DS-L3 の電源を OFF にしてから、顕微鏡

（Ni-E/Ni-U の場合はコントロールボックス A/B）の

電源スイッチを ON にし、再度 DS-L3 の電源スイッチ

を ON にする。 

カメラ制御画面の[DDC I/F]の設定が

OFF になっているため、外部モニター

の有無を自動的に認識できない。かつ、

外部モニターを接続していないのに外

部モニターのみを使用する表示モード

になっている。 

下記の操作を行う。 

1. 電源ボタンを押して電源を ON にする 

2. 電源 ON 直後の、電源 LED が点滅している間にも

う一度電源ボタンを押して電源を OFF にする 

3. もう一度電源ボタンを押して電源を ON にする 

これにより設定が変更され、DS-L3 本体画面を使用す

る表示モードになります。詳しくは別冊「カメラ操作編」

を参照してください。 

電動装置を操作するボタンや電動

装置に関する設定画面が表示され

ない。（DSC コネクターに接続した

デジタルカメラと電動シャッター

を除く） 

（Ni-E、Ni-U のみ）ボタンを表示しな

い設定になっている。 

ボタンの配置を変更する。 

6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参

照してください。 

電動付属品が顕微鏡に正しく接続され

ていない。 

顕微鏡、電動付属品、DS-L3 の電源を OFF にしてから、

電動装置を正しく顕微鏡に接続／装着する。 

（Ni-E、Ni-U のみ） 

EPI/DIA/AUX 電動シャッターを

操作するボタンが正しく表示され

ない 

ボタンを表示しない設定になってい

る。 

ボタンの配置を変更する。 

6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」を参

照してください。 

接続の設定が正しくない。 

接続を確認し、接続に合った設定をする。 

6 章の「3.2 電動シャッターの接続を設定する」を参照

してください。 

（Ni-E/Ni-U のみ） 

[顕微鏡制御]画面／[カメラ・顕微

鏡制御]画面の[キャプチャー]ボタ

ンに正しいカメラのボタン（[キャ

プチャーFRONT/LEFT/RIGHT 

/AUX）が表示されない 

正しい情報が設定されていない。 

[セットアップメニュー]の[装置接続]でカメラの情報を

設定する。 

6 章の「3.1 デジタルカメラの接続を設定する」を参照

してください。 

  

使用上の問題点と対策 7 章 
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問題点 原因 対策 

光学素子（対物レンズ、コンデンサ

ーモジュール、蛍光フィルターキュ

ーブ、励起／吸収フィルター）の情

報が正しく表示されない 

光学素子のボタンを押すと、ボタン

表示と異なる素子が光路に入る 

正しい情報が設定されていない。 

[セットアップメニュー]の[光学素子取付け]で正しい情

報を設定する。 

6 章の「2 光学素子の情報を設定する（[光学素子取付

け]画面）」を参照してください。 

（Ni-E のみ） 

[顕微鏡制御]画面に[SLEEP]ボタ

ンが表示されない。 

[ボタン関連]画面で、[SLEEP]ボタン

が非表示に設定されている。 

[ボタン関連]画面で、[SLEEP]ボタンを表示するように

設定する。 

6 章の「4.1.2 [SLEEP]ボタンを表示する／非表示にす

る」を参照してください。 

（Ni-E のみ） 

[カメラ・顕微鏡制御]画面に

[SLEEP]ボタンが表示されない。

[ボタン関連]画面で、[カメラ・顕微鏡

制御]画面に[SLEEP]ボタンを配置す

るよう設定されていない。または、

[SLEEP]ボタンが非表示に設定されて

いる。あるいは、それらの両方。 

[ボタン関連]画面で、[カメラ・顕微鏡制御]画面に

[SLEEP]ボタンを配置するよう設定し、かつ、[SLEEP]

ボタンを表示するように設定する。 

6 章の「4.1.1 画面に配置するボタンを変更する」、

「4.1.2 [SLEEP]ボタンを表示する／非表示にする」を

参照してください。 

（Ni-E のみ） 

スキャンラージイメージ機能で、画

像表示エリア（大、小）に画像が表

示されない。 

シャッターが閉じている。 シャッターを開く。 

 
 

2  操作に関する問題点 
 

■全般 

問題点 原因 対策 

顕微鏡本機のボタンを押しても操

作ができない。 
ボタン操作が無効になっている。 

ボタン操作を有効にする。 

6 章の「4.2.5 ボタン操作の有効／無効を切り替える」

を参照してください。 

（Ni-E のみ） 

顕微鏡本機の FL SHUTTER ボタ

ンや正回転／逆回転ボタンを押し

たときに、意図した装置が動作しな

い。 

各ボタンによる操作の対象が正しく設

定されていない。 

ボタン操作の対象を変更する。 

6 章の「4.2.2 FL SHUTTER ボタンで操作する電動シ

ャッターを変更する」、「4.2.4 正回転／逆回転ボタンで

操作する電動装置を変更する」を参照してください。 

（Ni-E のみ） 

Ni-E 本機やエルゴコントローラー

のボタンを押したときの動作が意

図と異なる。 

機能の設定が正しくない。 

6 章の「4.2.1 FUNCTION ボタンに機能を設定する」、

「4.3 エルゴコントローラーのボタンの機能を設定す

る」を参照してください。 

（Ni-E、Ni-U のみ） 

レボルバー、蛍光キューブターレッ

ト等の操作ボタンが表示されるが、

押しても操作できない 

電動レボルバー、電動蛍光キューブタ

ーレットではなく状態検出レボルバ

ー、状態検出電動蛍光キューブターレ

ットが装着されている。 

状態検出レボルバー、状態検出電動蛍光キューブターレ

ットは DS-L3 からは操作できません。手動で操作して

ください。 

スリープ状態になっている。 

スリープを解除する。 

5 章の「3 スリープ状態にする（ノイズ低減）」を参照

してください。 
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ボタン操作時にブザーが鳴らない。 ブザーがオフになっている。 

ブザーをオンにする。 

6 章の「6.3 ブザーの ON／OFF を設定する」を参照

してください。 

[セットアップメニュー]の[ボタン

関連]画面で[正回転/逆回転ボタ

ン]の選択の状態が表示されない 

Ni Setup Tool で設定が行われている。

Ni Setup Tool を使用すると、DS-L3 のボタンに表示

される 3 種以外のパターンを選択することができます。

この場合、DS-L3 には選択の状態が表示されません。

（異常ではありません。） 

（Ni-E のみ） 

スキャンラージイメージ機能を使

用中、[終了]ボタンを押していない

のに機能が終了した。 

DS-L3 と PC が、正しく USB ケーブ

ルで接続されていない。 
DS-L3 と PC を、USB ケーブルで正しく接続する。

 

■上下動部と電動 XY ステージの操作 

（Ni-E のみ） 

Ni-E 本機やエルゴコントローラ

ー、ジョイスティックで、上下動部

の操作ができない。 

上下動部の操作が無効に設定されてい

る。 

有効にする。 

6 章の「6.2 上下動部操作の有効／無効を設定する」を

参照してください。 

（Ni-E のみ） 

上下動部や電動XYステージが意図

した位置まで移動できない 

ソフトウェア制限で移動範囲が狭く設

定されている。 

ソフトウェア制限を変更する。 

6 章の「6.4 ソフトウェア制限を設定する」を参照して

ください。 

[ESCAPE]ボタンが効かない。 
ステージが標本取外し位置に移動した

状態になっている。 

[標本取外し位置]ボタンを押して、標本取外し位置状態

を解除する。 

5 章の「1.18.3 上下動部を退避させ、ステージを標本

取外し位置に移動する」を参照してください。 

[標本取外し位置]ボタンが効かな

い。 
上下動部が退避状態になっている。 

[ESCAPE]ボタンを押して、上下動部の退避状態を解除

する。 

5 章の「1.18.2 上下動部を退避させる」を参照してく

ださい。 

 

■レボルバーの操作 

（Ni-E のみ） 

上下動部の位置によっては、電動レ

ボルバーが回転しないことがある。

電動レボルバーの回転制限が設定され

ている。 

回転制限を解除する。 

6 章の「5.3 上下動部の位置により電動レボルバーの回

転を禁止する」を参照してください。 

（Ni-E のみ） 

レボルバーの回転、ズーム倍率の調

整、光路の切替え、キャプチャーコ

マンド／キャプチャートリガー信

号出力時に電動装置が連動しない 

連動の設定がされていない。 
連動の設定をする。 

6 章の「5.1 連動動作を設定する」を参照してください。

（Ni-E のみ） 

対物レンズ切替え時の連動動作結果

が意図どおりでない 

連動の設定が正しくない。 

正しく設定する。 

6 章の「5.1.1 対物レンズ切替え時の連動動作を設定す

る」を参照してください。 

対物レンズの設定が正しくない。 

正しく設定する。 

6 章の「2.1 対物レンズの情報を設定する」を参照して

ください。 
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（Ci-E のみ） 

電動ハネノケコンデンサーがレボ

ルバーの回転に連動しない。 

連動の設定がされていない。 

連動の設定をする。 

6 章の「5.6 電動ハネノケコンデンサーのトップレンズ

はねのけを設定する」を参照してください。 

電動レボルバーが番地をスキップ

する。 
トグル機能が ON になっている。 

トグル機能を OFF にする。 

6 章の「5.5 トグル機能を設定する（2 本の対物レンズ

を交互に切り替える）」を参照してください。 

 

■透過照明用ランプ／LED の操作 

DS-L3 で透過照明用ランプ／LED

の操作がオン／オフできない。 
DS-L3 に制御権がない。 

制御権を DS-L3 に与える。 

5 章の「1.14 透過照明用ランプ/LED を調整する」を

参照してください。 

 

■キャプチャー操作 

デジタルカメラでのキャプチャー

を開始できない。 

カメラトリガーケーブルが正しく接続

されていない。 

顕微鏡と DS-L3 の電源を OFF にしてから、デジタル

カメラのカメラトリガーケーブルを顕微鏡に接続しな

おす。 

デジタルカメラの接続の設定が正しく

ない。 

デジタルカメラと DSC コネクターとの接続を確認し、

接続に合った設定をする。 

6 章の「3.1 デジタルカメラの接続を設定する」を参照

してください。 

顕微鏡本機の CAPTURE ボタン、

を押したときに、意図したデジタル

カメラが動作しない。 

ボタンによる操作の対象が正しく設定

されていない。 

ボタン操作の対象を変更する。 

6 章の「4.2.3 顕微鏡の CAPTURE ボタンで操作する

デジタルカメラを変更する」を参照してください。 

 

■電動シャッターの操作 

（Ni-E、Ni-U のみ） 

[シャッター EPI]ボタンを押した

ときに、透過照明用シャッターが開

閉する。[シャッター DIA]ボタンを

押したときに、落射照明用シャッタ

ーが開閉する。 

電動シャッターが正しく接続されてい

ない。 

顕微鏡と DS-L3 の電源を OFF にしてから、電動シャ

ッターを顕微鏡（Ni-U の場合はコントロールボックス

B）の EPI SHUTTER/DIA SHUTTER コネクターに正

しく接続しなおす。 

顕微鏡（Ni-U の場合はコントロールボックス B）の EPI 

SHUTTER/DIA SHUTTER コネクターに接続されて

いる電動シャッターの用途を確認し、用途の設定を変更

する。 

6 章の「3.2 電動シャッターの接続を設定する」を参照

してください。 

 

■MODE の操作 

（Ni-E、Ni-U のみ） 

MODE による動作が意図どおりで

ない。 

再現する対象の設定が正しくない。 

以前記憶した MODE の設定が残って

いる。 

再現する対象を正しく設定してから、再度状態の記憶を

行う。 

5 章の「2.1 対象とする電動装置のセットを登録する／

変更する」「2.2 電動装置の状態を MODE として記憶

する／MODE の記憶を更新する」を参照してください。
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3  設定の保存に関する問題点 

 

問題点 原因 対策 

DS-L3 の電源を再投入すると設定

が元に戻る。 
設定が保存されていない。 

設定後、[セットアップメニュー] [メイン]画面の

[SAVE]ボタンを押して設定を保存する。 

6 章の「1 設定を一括保存する（[メイン]画面）」を参

照してください。 

 

6 章の「5.1.2 [インテリジェント]の初期値を変更する」

を参照してください。 

DS-L3 の電源を再投入すると[イ

ンテリジェント]の状態が元に戻

る。 

[インテリジェント]の状態が保存され

ていない。 

[インテリジェント]の状態を初期値として保存する。 

6 章の「5.1.2 [インテリジェント]の初期値を変更する」

を参照してください。 
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第 2 部の構成 

 

第 2 部では、工業顕微鏡にカメラコントロールユニット DS-L3 を接続して、DS-L3 に顕微鏡の状態を表示させる方法につい

て説明します。 
 

  

 

 1 章 DS-L3 で状態表示が可能な装置 

 2 章 DS-L3 で顕微鏡の情報を表示する 

 3 章 設定 

 4 章 使用上の問題点と対策 
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 警告 

本製品をお使いになる前に、別冊「カメラ操作編」冒頭の「安全上の注意事項」をよく読み、そこに書かれている警告や注

意事項を必ずお守りください。 

同時にお扱いになる製品（顕微鏡本機、電動付属品など）の使用説明書もよく読み、そこに書かれている警告や注意事項を

必ずお守りください。 

 

  各機器の接続方法 

顕微鏡本機と DS-L3 および各種付属品との接続方法については、お使いの顕微鏡本機の使用説明書および DS-L3 使用

説明書「カメラ操作編」をご覧ください。 

 

DS カメラコントロールユニット DS-L3 を顕微鏡に接続すると、顕微鏡や付属品の状態を DS-L3 上で表示させることができ

ます。 

この章では、DS-L3 を使って状態を表示できる顕微鏡および付属品と、使用する前に必要な設定について説明します。 

 

1  
ECLIPSE L200N/L200ND/L300N/L300ND 使用時に 

DS-L3 で状態表示が可能な装置 

 

DS-L3 を ECLIPSE L200N/L200ND/L300N/L300ND に接続すると、DS-L3 で以下の装置の状態を表示することがで

きます。 

ご使用になる付属品の種類によって、使用する前に必要な設定が異なります。以下の表を参照して必要な設定を行ってください。 

 

品名 DS-L3 で表示可能な情報  
使用する前に 

必要な設定 

ECLIPSE L200N/L200ND/L300N/L300ND 顕

微鏡本機 

光路に入っているレボルバー番地、対

物レンズの情報 

装着された対物レンズの情報 

（3 章の「2.1 対物レンズの情報を

設定する」参照） 

反射開口絞りの状態 なし 

落射照明用ランプ ON/OFF、ランプ電

圧 

なし 

透過照明用ランプ ON/OFF、ランプ電

圧（L200ND、L300ND のみ。ただ

し、落射照明用ランプと透過照明用ラ

ンプを同時に使用することはできませ

ん。） 

なし 

HG プリセンターファイバー光源（電動） C-HGFIE 内蔵シャッターの開閉状態、内蔵 ND

調光値 

なし 

- 現在の検鏡法 なし 

 

DS-L3 で状態表示が可能な装置1 章 
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2  ECLIPSE MA200 使用時に DS-L3 で状態表示が可能な装置 

 

DS-L3 を ECLIPSE MA200 に接続すると、DS-L3 で以下の装置の状態を表示することができます。 

ご使用になる付属品の種類によって、使用する前に必要な設定が異なります。以下の表を参照して必要な設定を行ってください。 

 

品名 DS-L3 で表示可能な情報 
使用する前に 

必要な設定 

ECLIPSE MA200 顕微鏡本機 落射照明用ランプ ON/OFF、ランプ電

圧 

なし 

電動 5 孔ユニバーサルレボルバー 

LV-NU5A/LV-NU5AC 

状態検出レボルバー LV-NU5I/D-NID6/D-NI7 

レボルバーの種類 なし 

光路に入っているレボルバー番地、対

物レンズの情報 

装着された対物レンズの情報 

（3 章の「2.1 対物レンズの情報を

設定する」参照） 

中間変倍ユニット MA2-MC 中間変倍ユニット倍率 なし 

HG プリセンターファイバー光源（電動） C-HGFIE 内蔵シャッターの開閉状態、内蔵 ND

調光値 

なし 

 

 

3  MULTIZOOM AZ100M 使用時に DS-L3 で状態表示が可能な装置 

 

DS-L3 を MULTIZOOM AZ100M に接続すると、DS-L3 で以下の装置の状態を表示することができます。 

ご使用になる付属品の種類によって、使用する前に必要な設定が異なります。以下の表を参照して必要な設定を行ってください。 

 

品名 DS-L3 で表示可能な情報 
使用する前に 

必要な設定 

MULTIZOOM AZ100M 顕微鏡本機 ズーム倍率 なし 

3 レボルバーI AZ-NPI 光路に入っているレボルバー番地、対

物レンズの情報 

装着された対物レンズの情報 

（3 章の「2.1 対物レンズの情報を

設定する」参照） 

FL ユニット AZ-FL 光路に入っているターレット番地、フ

ィルターキューブの情報 

装着されたフィルターキューブの

情報（3 章の「2.2 フィルターキュ

ーブの情報を設定する（AZ100M、

LV100DA-U のみ）」参照） 

DIA スタンド M AZ-STDM （コンデンサーの低倍／高倍の情報が

「現在の検鏡法」の表示に使用されま

す） 

なし 

同軸照明装置 AZ-ICI 接続状態 なし 

- DS-L3 モニター上での表示倍率 装着された対物レンズの情報 

（3 章の「2.1 対物レンズの情報

を設定する」参照） 

現在の検鏡法 なし 
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4  ECLIPSE LV100DA-U 使用時に DS-L3 で状態表示が可能な装置 

 

DS-L3 を ECLIPSE LV100DA-U に接続すると、DS-L3 で以下の装置の状態を表示することができます。 

ご使用になる付属品の種類によって、使用する前に必要な設定が異なります。以下の表を参照して必要な設定を行ってください。 

 

品名 DS-L3 で表示可能な情報 
使用する前に 

必要な設定 

ECLIPSE LV100DA-U 顕微鏡本機 落射照明用ランプ:ON/OFF、ランプ電

圧 

なし 

透過照明用ランプ:ON/OFF、ランプ電

圧 

（落射照明用ランプと透過照明用ラン

プを同時に使用することはできませ

ん。） 

なし 

電動 5 孔ユニバーサルレボルバー

LV-NU5AI/LV-NU5A/LV-NU5AC 

光路に入っているレボルバー番地、対

物レンズの情報 

装着された対物レンズの情報 

（3 章の「2.1 対物レンズの情報を

設定する」参照） 

反射照明装置 LV-UEPI2A 光路に入っているターレット番地、フ

ィルターキューブの情報 

装着されたフィルターキューブの

情報（3 章の「2.2 フィルターキュ

ーブの情報を設定する（AZ100M、

LV100DA-U のみ）」参照） 

反射開口絞り径 なし 

HG プリセンターファイバー光源（電動） C-HGFIE 内蔵シャッターの開閉状態、内蔵 ND

調光値 

なし 

- 現在の検鏡法 なし 

 

 

5  

ECLIPSE LV150A/LV150NA/レボコントローラー2 LV-NCNT2/

レボルバーコントローラー LV-NCNT-N 使用時に DS-L3 で操作と状

態表示が可能な装置 

 

DS-L3 を ECLIPSE LV150A、LV150NA、レボコントローラー2 LV-NCNT2 またはレボルバーコントローラー 

LV-NCNT-N に接続すると、DS-L3 で以下の装置を操作することができます。 

ご使用になる付属品の種類によって、使用する前に必要な設定が異なります。以下の表を参照して必要な設定を行ってください。 

 

品名 DS-L3 から可能な操作  
使用する前に 

必要な設定 

電動 5 孔ユニバーサルレボルバー

LV-NU5A/LV-NU5AC/LV-NU5AI 

対物レンズ切替え 装着された対物レンズの情報 

（3 章の「2.1 対物レンズの情報を

設定する」参照） 
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6  
状態検出レボルバーアダプター LV-INAD 使用時に DS-L3 で 

状態表示が可能な装置 

 

DS-L3 を状態検出レボルバーアダプター LV-INAD に接続すると、DS-L3 で以下の装置の状態を表示することができます。 

以下の表を参照して必要な設定を行ってください。 

 

品名 DS-L3 で表示可能な情報  
使用する前に 

必要な設定 

状態検出 5 孔ユニバーサルレボルバー LV-NU5I 光路に入っているレボルバー番地、対

物レンズの情報 

装着された対物レンズの情報 

（3 章の「2.1 対物レンズの情報

を設定する」参照） 

 

 

7  
システム実体顕微鏡 SMZ18/SMZ25 使用時に DS-L3 で 

状態表示が可能な装置 

 

コントロールボックス P2-CTLA/P2-CTLB※を介して、DS-L3 をズームボディ SMZ18/SMZ25 に接続すると、DS-L3

で以下の装置の状態を表示することができます。 

ご使用になる付属品の種類によって、使用する前に必要な設定が異なります。以下の表を参照して必要な設定を行ってください。 

※ ズームボディ SMZ18 の場合にのみ、コントロールボックス P2-CTLB を使用できます。 

 

品名 DS-L3 で表示可能な情報  
使用する前に 

必要な設定 

ズームボディ SMZ18/SMZ25 ズーム倍率 なし 

状態検出レボルバー P2-RNI2 光路に入っているレボルバー番地、対

物レンズの情報 

装着された対物レンズの情報 

（3 章の「2.1 対物レンズの情報

を設定する」参照） 

電動落射蛍光照明装置 P2-EFLM 

落射蛍光照明装置 P2-EFLI（状態検出） 

光路に入っているターレット番地、フ

ィルターキューブの情報 

装着されたフィルターキューブの

情報 

（3 章の「2.2 フィルターキュー

ブの情報を設定する（AZ100M、

LV100DA-U、SMZ18、SMZ25

のみ）」参照） 

HG プリセンターファイバー光源（電動）C-HGFIE 内蔵シャッターの開閉状態、内蔵 ND

調光値 

なし 

LED 透過照明ベース P2-DBL 透過照明用 LED ON/OFF、明るさの

レベル 

なし 

電動フォーカスユニット P2-MFU 上下動部位置、上下動部下限検出状態 なし 
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8  実体顕微鏡 SMZ1270i 使用時に DS-L3 で状態表示が可能な装置 

 

DS-L3 を SMZ1270i に接続すると、DS-L3 で以下の装置の状態を表示することができます。 

ご使用になる付属品の種類によって、使用する前に必要な設定が異なります。以下の表を参照して必要な設定を行ってください。 

 

品名 DS-L3 で表示可能な情報  
使用する前に 

必要な設定 

ズームボディ SMZ1270i ズーム倍率 なし 

状態検出レボルバー P-RNI2 光路に入っているレボルバー番地、対

物レンズの情報 

装着された対物レンズの情報 

（3 章の「2.1 対物レンズの情報

を設定する」参照） 

 

 



第 2 章 DS-L3 で顕微鏡の情報を表示する 

2-6 

D
S

-
L
3

で
顕
微
鏡
の

情
報
を
表
示
す
る 

 

 

この章では、DS-L3 の起動と終了の手順と、顕微鏡の情報を表示する画面の構成について説明します。 

 

1  起動と終了 

 
 
  

起動 

 

1
 
顕微鏡本機と電動付属品の電源を ON にする 

 電動装置の初期動作が行われます。 

電源投入の手順は、お使いの顕微鏡本機の使用説明書をご覧ください。 
  

2
 
DS-L3 の電源スイッチを押して ON にする 

 起動画面が表示され、顕微鏡本機からシステム構成や設定値等のデータの取得が行われた後、次の画面が表示されます。

初期動作が完了するまでの時間は約 40 秒です（顕微鏡のシステム構成により異なります）。接続された PC でアプリ

ケーションソフトを使用する場合は、最後にアプリケーションソフトを起動してください。 

 

 

 

 
  

終了 

 

1
 
DS-L3 の電源スイッチを押して OFF にする 

  

2
 
顕微鏡本機と電動付属品の電源を OFF にする 

DS-L3 で顕微鏡の情報を表示する 2 章 
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2  カメラ制御画面と顕微鏡情報画面の切替え 

 

 

 

 

       

 

 

   

 

 

 

 

電源を ON にすると、起動画面が表示された後にカメラ制御画面になります。 

顕微鏡の情報を表示するには、[情報]ボタンを押してヒストグラムのサブウィンドウを表示させ、サブウィンドウのタイトル部

を押して[M.情報]を選択します。 

または、タスクバー上の[▼]ボタンを押して顕微鏡情報のトップ画面に切り替え、[顕微鏡情報]ボタンを押します。 

同様に、顕微鏡情報画面からカメラ制御のトップ画面に切り替える場合も、タスクバー上の[▼]ボタンを押します。 

 

  カメラ制御画面でタスクバーの［情報］ボタンから 

直接［顕微鏡情報］画面を表示する 

カメラ制御画面でタスクバーの［情報］ボタンを押したときにデフ

ォルトで表示される画面は、［ヒストグラム］から［顕微鏡情報］に

設定を変更することができます。カメラ制御画面のタスクバーから

［セットアップメニュー］の［メイン］画面へ進み、［メニュー設定］

の［情報］で［M.情報］を選択し、設定を保存します。この設定は、

DS-L3 の再起動後に有効になります。 

 

 

  メニューの表示サイズ 

カメラ制御画面でメニューの表示サイズを変更すると、[顕微鏡情報]画面が小さなサイズで表示されます。詳細につい

ては、「カメラ操作編」の 13 章「13.2.1 (5) メニューの表示位置と表示サイズを設定する」を参照してください。（本

書では大きなサイズのメニューで説明しています。） 
 

起動画面 

カメラ制御のトップ画面（別冊「カメラ操作編」参照） 顕微鏡情報のトップ画面 

[▼]ボタン

[セットアップメニュー]：

顕微鏡の設定を行うための

画面です。 

[顕微鏡情報]画面： 

顕微鏡についての情報を表示する

画面です。 

タスクバー

カメラ制御画面の[顕微鏡情報]画面：

顕微鏡についての情報を表示する 

画面です。 

[M.情報]を選択 
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3  ECLIPSE L200N/L200ND/L300N/L300ND 使用時の情報画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 で状態表示

が可能な装置」を参照してください。 

 

情報画面は顕微鏡の状態を表示します。 

 
  

顕微鏡情報画面での表示 

 

 

 

 

対物レンズ詳細画面 

 

 

 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 

 
 

レボルバー： 

番地アイコン、対物レンズ名称

反射開口絞りの状態： 

CLOSE（最小）/ 

OPEN（最小と最大の間の

任意の状態）/ 

OPEN(LIMIT)（最大） 

落射照明用ランプ：ON/OFF、

ランプ電圧 

（光源が HG プリセンターファ

イバー光源の場合は、内蔵シャッ

ター開閉状態、内蔵 ND 調光値）

透過照明用ランプ： 

ON/OFF、ランプ電圧 

対物レンズ詳細画面を表示する 

対物レンズ名称 

対物レンズシリーズ名称 

開口数 

透過照明用ランプ： 

ON/OFF、ランプ電圧 

（L200ND/L300ND のみ）

現在の検鏡法： 

BF（明視野）/DF（暗視野）

/FL（蛍光） 

情報画面を閉じる 

対物レンズ詳細画面を閉じる 

レボルバー： 

番地番号、対物レンズ名称 

落射照明用ランプ：ON/OFF、 

ランプ電圧 

（光源がHGプリセンターファイ

バー光源の場合は、内蔵シャッタ

ー開閉状態、内蔵 ND 調光値） 

表示内容を切り替える 

情報画面を閉じる 

反射開口絞りの状態： 

CLOSE（最小）/ 

OPEN（最小と最大の間の 

任意の状態）/ 

OPEN(LIMIT)（最大） 

現在の検鏡法： 

BF（明視野）/DF（暗視野） 

/FL（蛍光） 

作動距離 
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4  ECLIPSE MA200 使用時の情報画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 で状態表示

が可能な装置」を参照してください。 

 

情報画面は顕微鏡の状態を表示します。 

 
  

顕微鏡情報画面での表示 

 

 

 

 

 

 

対物レンズ詳細画面 

 

 

 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 

 

レボルバー： 

番地アイコン、対物レンズ名称 

中間変倍ユニット倍率 

対物レンズ名称 

対物レンズシリーズ名称 

開口数 

作動距離 

レボルバーの種類： 

LV5（LV シリーズ用状態検出 5 孔レ

ボルバー） 

LV5-E（LV シリーズ用電動 5 孔レ

ボルバー） 

i6（i シリーズ用状態検出 6 孔レボル

バー） 

i7（i シリーズ用状態検出 7 孔レボル

バー） 

NOT CONNECTED（未接続） 

落射照明用ランプ： 

ON/OFF、ランプ電圧 

（光源が HG プリセンターファイバー

光源の場合は、内蔵シャッター開閉状

態、内蔵 ND 調光値） 

情報画面を閉じる 

対物レンズ詳細画面を閉じる 

対物レンズ詳細画面を表示する 

表示内容を切り替える 

レボルバー： 

番地番号、対物レンズ名称 

中間変倍ユニット倍率 

情報画面を閉じる 

落射照明用ランプ： 

ON/OFF、ランプ電圧 

（光源が HG プリセンターファ

イバー光源の場合は、内蔵シャッ

ター開閉状態、内蔵 ND 調光値）
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5  MULTIZOOM AZ100M 使用時の情報画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 で状態表示

が可能な装置」を参照してください。 

 

情報画面は顕微鏡の状態を表示します。 

 
  

顕微鏡情報画面での表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 

 

レボルバー： 

番地アイコン、対物レンズ名称 

現在の検鏡法： 

BF-L（低倍明視野） 

POL-L（低倍簡易偏光） 

DIC-L（低倍 DIC） 

OCC-L（低倍 OCC） 

POL&OCC-L 

（低倍簡易偏光&OCC） 

BF-H（高倍明視野） 

POL-H（高倍簡易偏光） 

DIC-H（高倍 DIC） 

OCC-H（高倍 OCC） 

POL&OCC-H 

（高倍簡易偏光&OCC） 

-----（不定） 

蛍光キューブターレット： 

番地アイコン、蛍光フィルター

キューブ名称 

DS-L3 モニター上での倍率 

表示／非表示切替え 

ズーム倍率 

同軸照明装置の接続状態： 

無表示（未接続）/ 

EPI CONNECTED（接続済み）

情報画面を閉じる 

DS-L3 モニター上での倍率 

（リレーレンズの倍率が未入力

の場合、表示は“-------”にな

ります。カメラの設定でリレー

レンズの倍率を入力してくださ

い。リレーレンズを使用してい

ない場合は「1.00」を入力しま

す。詳細については、「カメラ操

作編」のキャリブレーション値

の登録に関する説明を参照して

ください。） 

表示内容を切り替える 

情報画面を閉じる 

レボルバー： 

番地番号、対物レンズ名称 

蛍光キューブターレット： 

番地番号、蛍光フィルターキュ

ーブ名称 

ズーム倍率 

現在の検鏡法 

（略語については上の画面の説明

を参照してください。） 

DS-L3 モニター上での倍率

（顕微鏡制御画面で表示を

ON にした場合のみ表示され

ます） 
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6  ECLIPSE LV100DA-U 使用時の情報画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 で状態表示

が可能な装置」を参照してください。 
 

情報画面は顕微鏡の状態を表示します。 

 
  

顕微鏡情報画面での表示 

 

 

 
 

対物レンズ詳細情報画面 

 

 
 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 

 

レボルバー： 

番地アイコン、対物レンズ名称 

蛍光キューブターレット： 

番地アイコン、蛍光フィルターキューブ

名称 

反射開口絞り径 

落射照明用ランプ： 

ON/OFF、ランプ電圧 

（光源が HG プリセンターファイ

バー光源の場合は、内蔵シャッ 

ター開閉状態、内蔵 ND 調光値）

透過照明用ランプ： 

ON/OFF、ランプ電圧 

現在の検鏡法： 

INIT.（初期化中）  

BF（明視野）  

DF（暗視野）  

DIC（微分干渉）  

FL（蛍光） 

対物レンズ名称 

対物レンズシリーズ名称

開口数 

作動距離 

対物レンズ詳細画面を表示する

情報画面を閉じる 

対物レンズ詳細画面を閉じる 

表示内容を切り替える 

情報画面を閉じる 

蛍光キューブターレット： 

蛍光フィルターキューブ名称 

落射照明用ランプ： 

ON/OFF、ランプ電圧 

（光源が HG プリセンターファ

イバー光源の場合は、内蔵シャッ

ター開閉状態、内蔵 ND 調光値）

レボルバー： 

番地番号、対物レンズ名称 

現在の検鏡法 

（略語については上の画面の説明

を参照してください。） 

反射開口絞り径 

透過照明用ランプ： 

ON/OFF、ランプ電圧 

番地番号 
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7  
ECLIPSE LV150A/LV150NA/レボコントローラー2 LV-NCNT2 /

レボルバーコントローラー LV-NCNT-N 使用時の情報画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 で状態表示

が可能な装置」を参照してください。 

 

情報画面は顕微鏡の状態を表示します。 

 
  

顕微鏡情報画面での表示 

 

 

 

 

対物レンズ切替え画面 

 

 

 

 

 
 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 

 

 
 

対物レンズ切替え画面を表示する

レボルバー： 

番地アイコン、対物レンズ名称 

使用したい対物レンズのボタン

を押すと対物レンズが切り替わ

ります。現在選択されている対

物レンズのボタンには青い枠が

表示されます。 

情報画面を閉じる

対物レンズ切替え詳細画

面を閉じる 

表示内容を切り替える 

情報画面を閉じる 

レボルバー： 

番地番号、対物レンズ名称 
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8  状態検出レボルバーアダプター LV-INAD 使用時の情報画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 で状態表示

が可能な装置」を参照してください。 

 

情報画面は顕微鏡の状態を表示します。 

 
  

顕微鏡情報画面での表示 

 

 

 

 
 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 
 

 

 

 

 

レボルバー： 

番地アイコン、対物レンズ名称

情報画面を閉じる 

表示内容を切り替える 

情報画面を閉じる 

レボルバー： 

番地番号、対物レンズ名称 
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9  システム実体顕微鏡 SMZ18/SMZ25 使用時の情報画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡（コントロールボックス P2-CTLA/P2-CTLB）に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示

されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の表示は異なります。お使いの顕微鏡ズーム本体と付属品のうち DS-L3

から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 で状態表示が可能な装置」を参照してください。 

 

情報画面は顕微鏡の状態を表示します。 

 
  

顕微鏡情報画面での表示 

 

 

 

 

 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 

 

 

 

 

 

DS-L3 モニター上での倍率 

表示／非表示切替え 

情報画面を閉じる 

表示内容を切り替える 

情報画面を閉じる 

DS-L3 モニター上での倍率 

（顕微鏡制御画面で表示をONに

した場合のみ表示されます。） 

ズーム倍率 

レボルバー： 

番地アイコン、対物レンズ

名称 

蛍光キューブターレット： 

番地アイコン、蛍光フィル

ターキューブ名称 

落射照明： 

内蔵シャッター開閉状態、

内蔵 ND 調光値 

透過照明用 LED： 

ON/OFF、明るさのレベル 

DS-L3 モニター上での倍率 

（リレーレンズの倍率が未入力の

場合、表示は“-------”になります。

カメラの設定でリレーレンズの倍

率を入力してください。リレーレン

ズを使用していない場合は「1.00」

を入力します。詳細については、「カ

メラ操作編」のキャリブレーション

値の登録に関する説明を参照して

ください。） 

上下動部位置 

上下動部下限検出状態： 

ESCAPE（退避状態） 

UNDER LIMIT（下限状態） 

表示なし（上記以外の状態） 

ズーム倍率 

レボルバー： 

番地番号、対物レンズ名称 

蛍光キューブターレット： 

番地番号、蛍光フィルター

キューブ名称 

透過照明用 LED： 

ON/OFF 

落射照明： 

内蔵シャッター開閉状態、 

内蔵 ND 調光値 



第 2 章 DS-L3 で顕微鏡の情報を表示する 

2-15 

D
S

-
L
3

で
顕
微
鏡
の

情
報
を
表
示
す
る 

10  実体顕微鏡 SMZ1270i 使用時の情報画面 

 

  顕微鏡の構成や設定によって表示が異なります 

画面には、顕微鏡に接続され DS-L3 から認識可能な装置のみが表示されます。そのため顕微鏡の構成によって画面の

表示は異なります。お使いの顕微鏡と付属品のうち DS-L3 から認識可能な装置については、1 章「DS-L3 で状態表示

が可能な装置」を参照してください。 

 

情報画面は顕微鏡の状態を表示します。 

 
  

顕微鏡情報画面での表示 

 

 

 

 

 
  

カメラ制御画面での表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DS-L3 モニター上での倍率 

表示／非表示切替え 

情報画面を閉じる 

表示内容を切り替える 

情報画面を閉じる 

DS-L3 モニター上での倍率 

（顕微鏡制御画面で表示をONに

した場合のみ表示されます。） 

ズーム倍率 

レボルバー： 

番地アイコン、対物レンズ

名称 

DS-L3 モニター上での倍率 

（リレーレンズの倍率が未入力の

場合、表示は“-------”になります。

カメラの設定でリレーレンズの倍

率を入力してください。リレーレン

ズを使用していない場合は「1.00」

を入力します。詳細については、「カ

メラ操作編」のキャリブレーション

値の登録に関する説明を参照して

ください。） 

ズーム倍率 

レボルバー： 

番地番号、対物レンズ名称 
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顕微鏡に装着された光学素子の情報を設定します。ここで設定した光学素子の情報が DS-L3 の画面に表示されます。 
 

 設定変更後は[SAVE]ボタンを押す 

設定後は、必ず[セットアップメニュー]の[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリー（LV150A

または LV-NCNT2 の場合は DS-L3 のメモリー、LV-NCNT-N の場合はレボルバーコントローラーのメモリー）に保存し

てください。保存しないで DS-L3 の電源を切ると元の設定に戻ります。詳しくは本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

1  設定を一括保存する（[メイン]画面） 

 

[セットアップメニュー]で設定を変更したら、必ず[セットアップメニュー]の[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を

顕微鏡本機のメモリー（LV150A または LV-NCNT2 の場合は DS-L3 のメモリー、LV-NCNT-N の場合はレボルバーコン

トローラーのメモリー）に保存してください。保存しないで DS-L3 の電源を切ると元の設定に戻ります。 

 

(1) 設定を変更した後[<<メイン]ボタンを押して[セットアップメ

ニュー]の[メイン]画面に戻る 

 

(2) [SAVE]ボタンを押す 

確認ダイアログが表示されます。 

保存する設定データがない場合は、[SAVE]ボタンは無効で

す。 

 

(3) [YES]ボタンを押す 

設定が保存されます。 

 

保存をやめるときは[NO]ボタンを押します。 

画面右上の[X]ボタンを押すと[セットアップメニュー]を閉

じることができます。 

 

 

 

設定 3 章 
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  保存される設定内容 

[SAVE]ボタンを押すと、前回保存した後に行ったすべての設定が一度に保存されます。 

設定を個別に保存する場合は、設定操作のたびに上記の保存操作を行ってください。 

 

設定を一時的なもの（電源が ON の間のみ）とする場合は、保存の操作は不要です。 

 

 

2  光学素子の情報を設定する（[光学素子取付け]画面） 

 

[光学素子取付け]画面では、対物レンズなど、顕微鏡に装着されている光学素子の情報を設定します。 

 

2.1  対物レンズの情報を設定する 

 

電動レボルバーまたは状態検出レボルバーに装着されている対物レンズの情報を設定します。対物レンズを交換したり追加した

りした場合には設定を変更する必要があります。 

 

  設定の条件 

顕微鏡に電動レボルバーまたは状態検出レボルバーが装着されていない場合、本設定を行うことはできません。 

 

  DS-L3 のスケール表示／測定機能を使用する場合、キャリブレーション設定の登録も必要です 

DS-L3 のスケール表示や測定機能を使用する場合は、対物レンズの情報を設定した後、必ずキャリブレーション設定を

登録してください。対物レンズの情報を設定してセットアップメニューを閉じようとすると、キャリブレーション設定

の登録を促すメッセージが表示されます。キャリブレーション設定の登録に関する詳細は、「カメラ操作編」の 11 章

「11.2.4 キャリブレーション設定を登録する」を参照してください。 

 

2.1.1  対物レンズをリストから選んで設定する 

 

  該当する対物レンズがリストにない場合 

該当する対物レンズがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意の対物レンズを登録することができます

（MA200、L200N/L200ND、L300N/L300ND、LV150A、LV-NCNT2、LV-NCNT-N、LV100DA-U のみ）。

詳しくは「2.1.2 対物レンズのデータを任意に設定する」を参照してください。 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [レボルバー]タブを選択する 

以下の手順の画面は LV100DA-U のものです。機種によっ

て画面は若干異なります。 

(2) 設定したいレボルバー番地のボタンを押す 

対物レンズの表示が[-----]になっている場合は、対物レンズ

の情報が設定されていません。デフォルトの状態では、すべ

ての番地が[-----]になっています。 
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(3) （AZ100M、SMZ18、SMZ25、SMZ1270i の場合） 

装着されている対物レンズを選択し、[OK]ボタンを押す 

手順(4)は不要です。手順(5)に進んでください。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 （ MA200 、 L200N/L200ND 、 L300N/L300ND 、

LV150A、LV-NCNT2、LV-NCNT-N、LV100DA-U の

場合） 

装 着 さ れ て い る 対 物 レ ン ズ の シ リ ー ズ 名 称 を 選 択 し 、

[NEXT]ボタンを押す 

リストの右端に[▲] [▼]ボタンが表示されている場合は、

[▲] [▼]ボタンを押すとページを移動することができます。

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

(4) （ MA200 、 L200N/L200ND 、 L300N/L300ND 、

LV150A、LV-NCNT2、LV-NCNT-N、LV100DA-U の

場合） 

装着されている対物レンズを選択し、[OK]ボタンを押す 

選択した対物レンズがレボルバー番地に設定されます。 

(5) 設定したいすべてのレボルバー番地について手順(3)から(4)を繰り返す 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリー（LV150A または LV-NCNT2

の場合は DS-L3 のメモリー、LV-NCNT-N の場合はレボルバーコントローラーのメモリー）に保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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2.1.2  対物レンズのデータを任意に設定する 

 

装着されている対物レンズがリストにない場合は、レンズのデータを任意に設定することができます。（MA200、

L200N/L200ND、L300N/L300ND、LV150A、LV-NCNT2、LV-NCNT-N、LV100DA-U のみ） 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [レボルバー]タブを選択する 

以下の手順の画面は LV100DA-U のものです。機種によっ

て画面は若干異なります。 

(2) 設定したいレボルバー番地のボタンを押す 

 

(3) 対物レンズ設定画面で[任意データ]ボタンを押す 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

(4) 装 着 さ れ て い る 対 物 レ ン ズ の シ リ ー ズ 名 称 を 選 択 し 、

[NEXT]ボタンを押す 

リストの右端に[▲] [▼]ボタンが表示されている場合は、

[▲] [▼]ボタンを押すとページを移動することができます。
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(5) 装着されている対物レンズの倍率を選択し、[NEXT]ボタン

を押す 

 

前の画面に戻るときは[BACK]ボタンを押します。 

 

(6) [入力]ボタンを押して、装着されている対物レンズの開口数

を入力し、[ENTER]ボタンを押す 

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

 

(7) [NEXT]ボタンを押す 
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(8) 装着されている対物レンズの液浸タイプを選択し、[NEXT]

ボタンを押す 

 

 

(9) [入力]ボタンを押して、装着されている対物レンズの作動距

離を入力後、[ENTER]ボタンを押す 

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

 

(10) [NEXT]ボタンを押す 
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(11) [入力]ボタンを押して、装着されている対物レンズの名前（最

大 20 文字）を入力後、[ENTER]ボタンを押す 

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

[SHIFT]ボタンを押すと、アルファベットの大文字／小文字

が切り替わります。 

 

 

(12) [OK]ボタンを押す 

対物レンズがレボルバー番地に設定されます。 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリー（LV150A、LV-NCNT2 の場

合は DS-L3 のメモリー、LV-NCNT-N の場合はレボルバーコントローラーのメモリー）に保存してください。保存しないで

DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]画面）」

を参照してください。 
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2.2  
フィルターキューブの情報を設定する（AZ100M、LV100DA-U、SMZ18、

SMZ25 のみ） 
 

電動蛍光キューブターレットまたは状態検出蛍光キューブターレットに装着されているフィルターキューブの情報を設定しま

す。フィルターキューブを交換したり追加したりした場合には設定を変更する必要があります。 

 

  設定の条件 

顕微鏡に電動または状態検出蛍光キューブターレットが装着されていない場合、本設定を行うことはできません。 

 

 

2.2.1  フィルターキューブをリストから選んで設定する 

 

  該当するフィルターキューブがリストにない場合 

該当するフィルターキューブがリストにない場合は、[任意データ]ボタンを押すと任意の名前を登録することができま

す（LV100DA-U のみ）。詳しくは本章の「2.2.2 フィルターキューブの名前を任意に設定する（LV100DA-U のみ）」

を参照してください。 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [蛍光ターレット]タブを選択する 

以下の手順の画面は LV100DA-U のものです。機種によっ

て画面は若干異なります。 

(2) 設定したいターレット番地のボタンを押す 

LV100DA-U では、番地 1 は BF、番地 2 は DF に固定さ

れています。設定を変更できるのは番地 3 と番地 4 のみです。

フィルターキューブの表示が[-----]になっている場合は、フ

ィルターキューブの情報が設定されていません。デフォルト

の状態では、変更可能な番地はすべて[-----]になっています。

 

(3) 装着されているフィルターキューブを選択し、[OK]ボタンを

押す 

リストの右端に[▲] [▼]ボタンが表示されている場合は、

[▲][▼]ボタンを押すとページを移動することができます。

選択したフィルターキューブがターレット番地に設定されま

す。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

(4) 設定したいすべてのターレット番地について手順(2)から(3)

を繰り返す 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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2.2.2  フィルターキューブの名前を任意に設定する（LV100DA-U、SMZ18、SMZ25 のみ）

 

装着されているフィルターキューブがリストにない場合は、任意の名前を設定することができます。 

LV100DA-U と SMZ18/SMZ25 とでは、設定方法が異なります。 

 
  

LV100DA-U の場合 

[設定方法] 

[セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [蛍光ターレット]タブを選択する 

(2) 設定したいターレット番地のボタンを押す 

番地 1 は BF、番地 2 は DF に固定されています。設定を変

更できるのは番地 3 と番地 4 のみです。 

 

(3) フィルターキューブ設定画面で[任意データ]ボタンを押す 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

(4) [入力]ボタンを押して、装着されているフィルターキューブ

の名前（最大 5 文字）を入力後、[ENTER]ボタンを押す 

[CLR]ボタンを押すと、入力した内容がクリアされます。 

[BS]ボタンを押すと、入力した内容の末尾 1 文字が削除され

ます。 

[SHIFT]ボタンを押すと、アルファベットの大文字／小文字

が切り替わります。 
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(5) [OK]ボタンを押す 

フィルターキューブがターレット番地に設定されます。 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 

 

 
  

SMZ18/SMZ25 の場合 

 

設定方法については、第 1 部 6 章の「2.3.2 フィルターキューブの名前を任意に設定する」を参照してください。 
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2.3  接眼レンズの情報を設定する（SMZ18、SMZ25 のみ） 

 

双眼部に装着されている接眼レンズの情報を設定します。 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[光学素子取付け]  

(1) [接眼レンズ]タブを選択する 

(2) 接眼レンズのボタンを押す 

対物レンズの表示が[-----]になっている場合は、接眼レンズ

の情報が設定されていません。デフォルトの状態では、[-----]

になっています。 

(3) 装着されている接眼レンズを選択し、[OK]ボタンを押す 

選択した接眼レンズが設定されます。 

 

設定をやめるときは[CANCEL]ボタンを押します。 

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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3  装置の接続を設定する（[装置接続]画面）（SMZ1270i のみ） 

 

[装置接続]画面では、同軸落射照明装置 P-CI の接続について設定します。 

 

[設定方法] 

 [セットアップメニュー]→[装置接続]  

 [接続]／[未接続]のボタンを押す。 

ボタンを押すと[接続]と[未接続]が切り替わります。 

 

  ボタンの表示 

同軸落射照明装置を接続している場合は、[接続]と表示さ

れた状態にしてください。 

 

[接続]の状態にすると、モニター倍率が 1.5 倍になります。

 

 

設定が完了したら、必ず[メイン]画面で[SAVE]ボタンを押して、設定を顕微鏡本機のメモリーに保存してください。保存しな

いで DS-L3 の電源を OFF にすると、元の設定に戻ります。保存の詳細については本章の「1 設定を一括保存する（[メイン]

画面）」を参照してください。 
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誤った使い方をすると、故障ではないのに、本製品の性能が発揮されないことがあります。次のような現象が生じた場合は、修

理を依頼する前に、以下の表に従って再度ご確認ください。 

下記の対応以外に不具合があった場合や、対応したのに直らなかった場合は、装置の電源を抜いてお近くのニコンまでお問い合

わせください。 

なお以下の表は顕微鏡操作の際の問題点のみを記載しています。DS-L3 が起動しないなど DS-L3 のハードウェアに関する問

題点については別冊「カメラ操作編」を参照してください。 

 

 

1  表示に関する問題点 

 

問題点 原因 対策 

顕微鏡情報画面が表示されない。 

DS-L3 が顕微鏡（またはレボルバーコ

ントローラー）に正しく接続されてい

ない。 

顕微鏡（またはレボルバーコントローラー）、電動付属

品、DS-L3 の電源を OFF にしてから、USB ケーブル

で DS-L3 を顕微鏡（またはレボルバーコントローラー）

に接続しなおす。 

た だ し 、 LV150A 、 LV-NCNT2 は ニ コ ン 指 定 の

USB-232C 変換ケーブルで接続する。 

USB ハブを 2 階層以上使用している。 USB ハブは使用しないか、1 階層のみとする。 

顕微鏡（またはレボルバーコントロー

ラー）の電源が ON になっていない。

一度 DS-L3 の電源を OFF にしてから、顕微鏡（また

はレボルバーコントローラー）の電源スイッチを ON に

し、再度 DS-L3 の電源スイッチを ON にする。 

カメラ制御画面の[DDC I/F]の設定が

OFF になっているため、外部モニター

の有無を自動的に認識できない。かつ、

外部モニターを接続していないのに外

部モニターのみを使用する表示モード

になっている。 

下記の操作を行う。 

1. 電源ボタンを押して電源を ON にする 

2. 電源 ON 直後の、電源 LED が点滅している間にも

う一度電源ボタンを押して電源を OFF にする 

3. もう一度電源ボタンを押して電源を ON にする 

これにより設定が変更され、DS-L3 本体画面を使用す

る表示モードになります。詳しくは別冊「カメラ操作編」

を参照してください。 

装置の状態が表示されない。 

装置に関する設定画面が表示され

ない。 

付属品が顕微鏡に正しく接続されてい

ない。 

顕微鏡、付属品、DS-L3 の電源を OFF にしてから、

各装置を正しく顕微鏡に接続／装着する。 

光学素子（対物レンズ、蛍光フィル

ターキューブ）の情報が正しく表示

されない 

正しい情報が設定されていない。 

[セットアップメニュー]の[光学素子取付け]画面で正し

い情報を設定する。 

3 章の「2 光学素子の情報を設定する（[光学素子取付

け]画面）」を参照してください。 

（AZ100M、SMZ18、SMZ25、

SMZ1270i のみ） 

顕微鏡情報画面でモニター倍率が

“-------”と表示される。 

リレーレンズの倍率が入力されていな

い。 

カメラの設定でリレーレンズの倍率を入力してくださ

い。リレーレンズを使用していない場合は「1.00」を

入力します。 

「カメラ操作編」のキャリブレーション値の登録に関す

る説明を参照してください。 

 

 

使用上の問題点と対策 4 章 
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2  操作に関する問題点 

 

■ボタン操作に関する問題点 

問題点 原因 対策 

（LV150A、LV150NA、LV-NCNT2、

LV-NCNT-N のみ）レボルバーのボタ

ンを押しても操作できない 

電動レボルバーが顕微鏡またはレボ

ルバーコントローラーに正しく接続

されていない。 

顕微鏡またはレボルバーコントローラーと DS-L3 の電

源を OFF にしてから、電動レボルバーを正しく接続／

装着する。 

 

 

3  設定に関する問題点 

 

問題点 原因 対策 

DS-L3 の電源を再投入すると設定が

元に戻る。 
設定が保存されていない。 

設定後、[セットアップメニュー]の[メイン]画面で

[SAVE]ボタンを押して設定を保存する。 

3 章の「1 設定を一括保存する（[メイン]画面）」を参照

してください。 
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